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縫親子ノ意義

外岡茂十耶

第一章緒　論

　1。序　言

我民法ハ縄親子關係二就イテハ、第七百二十八條二於テ「縫

父母ト綴子ト（中略）ノ問二於テハ親子聞覧於ケル珂司一ノ親族

關係ヲ生ズ」ト規定スルニ過ギナイ。其ノ謂フ繊父又ハ繊母ト

ハ何ゾヤ。縫子トハ何ゾヤ。民法ハ此ノ黙二關シ、何等其ノ意

義ヲ明確ナラシムルノ規定ヲ置イテ居ラナイ。之ヲ置カナカツ

タノハ、縫父母縫子ノ意義範園ガ慣例上一定シ居ルガ爲メ、特

二之ガ定義ヲ掲グルノ必要ナカリシニ因ルモノナルカ。叉ハ俄

カニ之ガ意義ヲ定ムノレコトノ不能ニシテ且ツ不當ナルガ爲メ、

徐・二民法實施後ノ學読判例二侯タザルベカラザルノ事情アリ

シニ因ルモノナルカ。而シテ後述スルガ如ク、之二關スル慣例

ハ必ズシモー定シ居リタリト云フコト能ハズトセバ、恐クノ＼

第ニノ理由二依リタノレモノニハ非ザルカ。假リニ縫父母縫子ノ

名樗ノ意義範園ガ慣例上明確ナルモノァリトスルモ、其ノ慣例

二從7コトガ、却ツテ民法全禮ノ主義精紳ト相容レザル結果ヲ

來タスコトナキニシモ非ズトセバ（後段参照）、吾々ハ從來ノ之
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二關スル慣例上ノ意義範園二甥シテモ、現行民法ノ精紳二基キ

他ノ規定ヲ滲酷シテ、之ガ取捨ヲ爲シ、之二修正ヲ加ヘネバナ

ラヌ（法例二條参照）。從ツテ、假リニ民法ガ繊父母縫子ノ定義

ヲ掲ゲザリシコトガ、第一ノ理由二依リタルモノトシテモ、現

行民法二於ケル繊親子ノ意義如何ノ問題ハ、又決シテ之ヲ以テ

萬事解決シ得タトノ・謂ヘナイ。

民法ガ實施サレテ翫二二十九ケ年ヲ経テ居ノレ。此ノ問、吾々

ハ此ノ鮎昌關シ種々ノ學説判例ヲ與ヘラレテ來テ居ルシ、叉實

際上ノ取扱ヒトシテハ、種々ノ司法省ノ先例モ持チ合セテ居ノレ。

而シテ他方、親族法ハ法制審議會ノ愼重ナル審議ヲ脛テ、其ノ

改正要綱ヲ得タト云フコトデアルカラ、近ク全部二亙ッテー大

改正ヲ加ヘラル・日モ、遠クハナイコトト思ハレル。此ノ機會

二於テ、此等ノ學説判例乃至司法省ノ同答等ヲ綜合シテ、現行

民法二於ケル繊親子ノ意義範園ヲ研究シテ置クコトモ、多少ノ

興昧ガナイデモナカロウ。固ヨリ自分ハ、今弦昌此ノ難問ヲ捉

ヘテ、其ノ解繹論二叉其ノ立法論二、一切ノ解決ヲ與ヘントス

ル者デハナイ。叉之ガ最後ノ解決ヲ與へ得ノレ者デモナイ。只之

二關スル從來ノ慣例學説判例通牒同答等ヲ刈拾シテ、之ザ組織

ヲ立テ、卑見ヲ加へ、以テ此ノ問題二關スル研究ノ大勢ヲ示サ

ント欲スルノミデアル◎

II・参考書（AB　C順〉



第一章緒
ム
冊

一
一
一
膏

3

（1パ太宰彌右衛門氏、親族正名。享保一〇年。

（2）、弾舜卒氏、戸籍類纂。第二版（明治一二年）。第三版（明

　治一五年）。

（3）、原田眞義氏、民法饗照（親族編相績編）。明治三一年。

（4）、穗積陳重氏、繊父縫母トハ何ヲ云7カ（法理研究會記事）。

　明治三二年、法協一七巻一號七二頁以下。

（5）、同　　　氏、親族法（東京法學院講義録）。四四頁以下。

（6）、穗積重遠氏、縫子ト相綾。明治四二年、法協二七巻四號

　五七三頁以下。

（7）、同　　　氏、縫子（明治四二年、同文館法律大欝書二冊

　九〇四頁以下）。

（8）、同　　　氏、失踪宣告後ノ再婚。明治四二年、法協二七

　巻九、一〇、一一號。

（9）、市岡正一氏、日本類典。第二巻。明治二一年。

（10）、同　　　氏、現行民事法例類聚（相績之部）。明治一四年。

（11）、池邊義象氏、大寳令ノ親族法。明治三九年、京法一巻六、

　七、一〇、一一號。

（12）、自治館、人事編例規総覧。明治三八年。

（13）、同　　、人事慣例全集。明治四四年。

（14）、加藤次章氏、服忌令撰註分繹。

ぐ15）、河村譲三郎氏・縫父母ト縫子。大正一一年・法學研究一

　巻三號六二頁以下。
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（16〉、戸籍學會、親族相績戸籍二關スル訓令通牒録。昭和二年。

（17）、牧野菊之助氏、準血族ノ範園。明治四一年、法志一〇巻

　　八號八一六頁以下。

（18）、松本氏、縫親子ノ疑義。明治四一年、法律新聞四八二號

　　三六〇頁。

（19）、美濃部達吉氏、織父母及嫡母ノ意義二就テ。明治三七年・

　　法政新誌八巻一一號一頁以下。

（20）、民法編纂局、民事法規上巻。明治一九年。

（21）、宮園布山氏、縫親子ノ疑義二就テノ卑見。明治四一年、

　法律新聞四八五號四五九頁以下。

（22）、森田庄藏氏、縫親子ノ意義二就テ。明治四一年、法律新

　　聞四八七號、四八八號。

（23）、森脇孝篤氏、服忌令集成。安政五年。

（24）、村上亨三郎氏、縫親子及嫡母庶子ノ意義。明治四〇年、

　　法律新聞四六九號、四七〇號。

（25）、中田薫氏、法制史論集第一巻。大正一五年。

（26）、長島毅氏、縫子ノ意義。大正一四年、法曹會雑誌三巻一・

　　○號一頁以下。

（27〉、同　　氏、司法省戸籍寄留先例全集。大正一四年。

（28）、長山庄右衛門氏、服忌令撰註。安永一〇年。

（29）、中島玉吉氏、縫子非子論。大正一一年、法學論叢八巻二

　　號一四七頁以下。
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イ30）、同　　　氏、兄弟姉妹問二於ケル扶養ノ義務。大正一一

　　年、法學論叢七雀三號三一七頁以下。

（31）、岡松参太郎氏、繊父縫母ト縫子及嫡母ト庶子ノ親族關係。

　　大正五年、法學新報二六巻一號一二頁以下。

（32）、同　　　　氏、墓灘私法、二巻下（明治四四年）三七頁以

　　下◎

（33〉、岡村司氏、民法親族篇（京都法政大學講義録）七〇頁以下。

（34）、同　　氏、親族法講義要領。大正一一年、一九頁以下。

（35）、同　　氏、民法ト肚會主義。大正一二年、四版、四三三

　　頁以下。

（36）、奥田義人氏、民法親族法論。明治四五年、一二版、二四

　　頁以下。

（37）、同　　　氏．日本親族法（大正五年度中央大學講義録）一

　　九九頁以下。

（38）、霜山精一氏、親族相績先例類纂。大正一四年。

（39）、須知善兵衛筒秀氏、服忌令捷径、嘉永元年。

（40）、田中稻人氏、民事成文律類纂上巻。明治一二年。

（41）、梅謙次郎氏、縫父ノ意義（判例批評）。明治三八年、法志

　　七巻六號一頁以下。

（42）、同　　　氏、縫親子ノ範園ト家籍（法典質疑〉。明治四一

　　年、法志一〇雀五號五八頁以下。

（43）、同　　　氏、縫親子ノ範園（法典質疑）。明治四二年、法
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　　志一一巻三號六八頁以下。

（44）、和田宇一氏、親族法。大正一三年、八一頁以下。

（45）、同　　　氏、婚姻法論。大正一四年、五二頁以下。一三

　　一頁以下。

（46）、横山知正氏、縫親子ノ疑義二答フ。明治四一年．法律新

　　聞四八五號四五九頁。

（47）、著者不詳、局典類纂（自明治一六年至同一七年）。

（48）、同　　　、戸籍局指令録朋治一八年從一月至一二月）。
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第二章本　論

第一節総　論

自己ノ父ノ配偶者ハ自己ノ母デアリ、自己ノ母ノ配偶者ハ自

己ノ父デアルコトヘ親子關係ノ常態デアノレ。而モ其ノ常態デ

アルト云フニ過ギナイ。父母ノ再婚ヲ禁止シ得ザル限リ、實父

ノ配偶者ニシテ自己ノ實母タラザノレコトモ、又實母ノ配偶者ニ

シテ自己ノ實父タラザルコトモ有り得ル。從ツテ此ノ攣態ノ親

子關係、帥チ子ガ夫婦ノー方トノ問ニハ親子ノ關係存スルモ、

他ノー・方トノ問ニノ＼親子ノ關係存セズト云フ關係ハ濁ヲ我國

ノミニ生ズル現象デハナイ。現二欧洲諸國ノ民法ハ、此ノ攣態

ノ親子關係ノ存スルコトアルベキヲ豫想シテ、之ヲ律スルニ常

態ノ親子關係ト同一ノ規定ヲ以テスベカラズト爲シ、幾多ノ特

別規定ヲ置イテ居ル。

例へ・ヂrドイツ」民法二於ヲハ、未成年ノ嫡出子叉ハ自己ノ後

見二服スル嫡出子ヲ有スル者ガ、再婚ヲ爲サントスノレトキハ、

豫メ其ノ旨ヲ後見裁判所二申述シテ其ノ管理二厨スル財産ノ目

録ヲ提出シ、且ツ親子問二共有財産アルトキハ、之ガ分割ヲ求

ムノレコトヲ要スト爲シ、後見裁判所ヨリ此等ノ義務ヲ履行シタ

ル旨ノ若クハ此等ノ義務ナキ旨ノ謹明書ヲ得タノン後二非ザレバ

再婚ヲ爲スコトヲ得ズト爲スガ如キ個民一三一四條一六六九



8 蝿親子ノ　意義

條一八四五條。Schuster，Principles　of　Germ雛CiviLL乱w，§44

6，p肌3，464，p肌4・）而シテ之二違反シテ再婚ヲ爲シタル者昌

封シテノ＼後見裁判所ヲシテ其ノ者ノ有スル財産管理権ヲ喪失

スルコトヲ得セシメタノンガ如キ（同民一六七〇條。Sch．C．§44

6，par・5．）叉母ノ再婚ハ、其ノ有スル親権ヲシテ絡了セシムル

ガ如キ（同民一六九六條一六九七條。Sch，C．§443．）ハ【謎】帥

チ是デアノレ。叉r7ランス」民法二於ケル、再婚セル父ノ・前婚

ノ子二封スル懲戒権ノ制限二關スル規定（同民三八○條三七七’

條）再婚セル母ノ、前婚ノ子ノ財産二醤スル用盆権ノ喪失（同

民三八六條）乃至其ノ後見入タノンコトニ關スル幾多ノ特別規定

（同民三九五條三九六條三九九條四〇〇條）及ビ再婚セル父ノ後

妻二封スル、若クハ再婚セル母ノ後夫二封スル、贈與額ノ制限

二關スル規定（同民一〇九八條一五二七條）ノ如キ、「スウキス、民

法二於ケル、再婚セントスル父若クハ母ノ、前婚ノ子（共同相

績入〉二封スル澹保供與義務二關スル規定祠民四六四條）ノ如

キ、貌レモ其ノ愛態ノ親子關係ヲ常態ノ親子關係ヨゾ匿別シテ、

之ヲ律スルガ爲メノ特別規定二他ナラナイ。

　【註】母ノ再婚ハ、我民法二於テモiドイツ」民法二於ケァレト同ジク、母ノ有ス

　夢レ親権チ浦滅セγム彪結果チ來ス場合ガアンレ。然シ此ノ事タルヤ、母ノ配偶

　者ガ婚姻二因リテ，母ノ子二封γテ纒父タ疵均分チ取得シタガ爲メ若グハ母

　ガ子ノ屡スル家チ去か二至リタルガ爲メデアツテ（民入七七條）「ドイツ」民法

　「フランス」民法二於ケかガ如ク、再婚ス療母ガ後夫ノ爲メニ、前婚ノ子チ虐

　待シ若クハ其ノ財産チ危グスルコトアかベキチ慮リタ寵！ガ爲メデハナイ。
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翻ッテ此ノ黙二關スル我民法ノ規定如何。一家ノ組織二於テ、

i攣態ノ親子關係帥チ子ガ其ノ父叉ハ母ノ配偶者ト親子ノ關係存

セズト云フガ如キ關係ハ、我國家族制ノ本旨二非ズト爲シ（民

七三二條II、七三三條1、八四一條）【註一】子ト其ノ實父ノ配偶

者ニシテ實母二非ザルモノ叉ハ實母ノ配偶者ニシテ實父二非ザ

ノレモノトノ問ニハ、法律上親子ノ關係ヲ生ゼシメ、以テー家組

織ノ秩序ヲ維持セントシタ（民七二八條七三三條七三五條）。從

ツテ我民法ノ下ニアリテハ、同一・ノ家二属スル者ノ問二於テ2㌦

法律上墾態ノ親子關係ナノレモノハ存スル飴地ガナイ。蓋シー家

ノ組織ハ親子關係ノ常態ヲ以テ其ノ基礎ト爲シ、斯クシテー家

ノ秩序ハ始メテ維持セラノシベ：シト云7思想ハ、攣態ノ親子關係

デモ、同一ノ家二厨スルコトニ依ッテ、常二常態ノ親子關係二

準ぜシメルカラデアル。之二反シテ、一家ノ組織二關係ノナイ

獲態ノ親子關係ハ、之ヲ存セシメルコトガー家ノ秩序二影響ヅ

ナイカラシテ、常態ノ親子關係二準ぜラルルコトナク、依然ト

シテ攣態ノ親子關係トシテ存績スル【謎二】。從ツテ縫親子ノ意

義如何ノ問題ハ、如何ナル攣態ノ親子關係ガ、一家ノ秩序維持

二影響アリトセラレテ、法律上常態ノ親子關係二準ゼラルルカ

ノ問題デアル【註…】。從ツテ又縫親子ノ意義ハ、之ヲニツノ方

面ヨリ研究スル必要ガアル。帥チ第一ハ繊親タルベキ者ト繊子

タルベキ者トノ家ノ同一ナノレ智トヲ基礎トスルー家秩序維持ノ

必要デアリ、第ニハ繊親叉ハ縫子タルベキ者ソノ人ノ地位ヲ基
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礎トメルー家秩序維持ノ必要デァル。

　【註一】我民法ガー家ノ組織二於テ、配偶者ノ双方ガ其ノー方ノ子昌封γテ・

　　同一ノ關係チ有スベキコトヲ・要求セルハ、配偶者ノー一方ノミガ養子チ：爲スコ

　　トチ禁ジタ7レ規定（民八四一條）ヨリシテモ、之チ推論スァレコトガ出來か（欝

　　民人事一一G條1ト封照セヨ）。但シ現行民法ハ奮民法ト異ナリ、一家組織亀

　　於テ、配偶者ノ双方ハ、必ズジモ其ノー方ノ親二封シテ同一ノ關係チ有スル

　　モノヂハナイ（奮民人事二四條II参照〉。而モ現行民法ハ配偶者ノー方ノミガ

　　養子ト爲ンレコトチ禁ジテ居》レガ（民八四一條奮：民人事一一〇條II参照）ヌ他面

　　夫嬬養子各別ノ離縁チ禁ズツモノデハナイ（民八七六條）。

　【註二】從ツテ我民濾ノ下ニアリテハ、攣態ノ親子關係ハ之ヲ常態ノ親子關係

　　二擬スル場合ト擬ヤザル場合トガアか。其ノ如何ナル場合ガ常態ノ親子關係

　　二擬セラソ、其ノ如何ナノレ場合ガ常態ノ親子關係二擬セヲレザルカハ、本稿

　　ノ研究範園二薦ス。而モ其ノ擬セラレザル場合二關シテハ、我民法ハ濁佛瑞

　　等ノ民法ト異り、前婚ノ子保護ノ駕メニ、何等ノ特別規定チ置イテ居ラナイ。

　　從ッテ現行法上謹子ノ實父力題母ノ愛二溺レ縫子チ虐待スルモ、事後二於ケ

　　ル救濟タPレ親権喪失ノ制度ア’レノミデアル。

　【註三】一家ノ秩序維持ノ爲メニ、攣態ノ親子關係チ法徹上常態ノ親子關係二

　　擬ス膨二、我民法ハ纒親子ノ關係ト嫡母庶子ノ關係トチ以テスPレ（民七二入

　　條）。本稿ハ其ノ前段二關スか。

第二節縫親子關係ト家ノ同一

第一項縫親子關係ノ襲生ト

　　　　家ノ同一

　此ノ問題ヲ研究スルニ當ッテ、縫親子關係嚢生ノ要件トシテ

ノ家ノ同一ト、縫親子關係存績ノ要件トシテノ家ノ同一トハ、

観念上明カニ之グ匿別シテ置クコトヲ要スル。蓋シ事物ノ襲生



第二章本
ム
田
一
言
誤

■■

要件、必ズシモ當然二其ノ存績要件ヲ爲スモノデモナク、又存

績要件、必ズシモ當然二其ノ登生要件ヲ爲スモノデモナイカラ

デアノン。、私ハ先ヅ本項二於テ、登生要件トシテノ家ノ同一ヲ観

察シ、次項二於テ、存績要件トシテノ家ノ同一ヲ観察スルコト

昌スノレ

　　o
（1）。　父ガ後妻ヲi婆ソタル當時二、前婚勝生ノ子ガ【註】後婚

　成立以前ヨソ引績キ父ノ家二在ノレナラバ、後妻トノ問二縫

　母子ノ開係ヲ生ジ、母ガ後夫ヲ迎ヘタル當時二、前婚所生

　ノ子ガ、後婚成立以前ヨリ引綾キ母ノ家二在ルナラバ、後

　夫トノ問二縫父子ノ關係ヲ生ズルコトニ付テハ、未ダ異論

　アルヲ聞カヌ。

但シ弦二父ガ後妻ヲ要ルト謂フノハ、父ガ再婚二因リテ、池

家二入ラザル場合ヲ意味スル。帥チ父ノ再婚へ入夫婚姻又ハ

婿養子縁組ニヨル婚姻二非ザル場合ヲ意味スル（民七八八條）。

同様二、母ガ後夫ヲ迎フルト謂7ノハ、母ガ再婚二因リテ、他

家二入ラザル揚合、即チ母ノ再婚ハ、入夫婚姻叉ハ婿養子縁組ニ

ヨル婚姻ナル場合ヲ意味スノシ（以下（3）（4）二於ケル用法モ亦之

二從7）。其他ノ場合、帥チ父又ハ母ガ再婚二因リテ他家二入リ

タル後二、前婚所生ノ子ヲ、自己ノ婚家二引取入籍セシムル事二

因ツテ（民七三八條）叉ハ子ガ父叉ハ母ノ婚家二、親族入籍スル

コトニ因ツテ（民七三七條）、若ク・・父叉ハ母ガ、後妻叉ハ後夫

ト共二、子ノ家二親族入籍スルコトニ因ツテ、前婚所生ノ子ト
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父ノ後妻叉ハ母ノ後夫トガ、家ヲ同ジクスルニ至ル場合二闘シ

テハ、、後段（5）二於テ之ヲ詳述スル。蓋シ此等ノ場合ハ（1）ノ揚

合ト異ナリ、貌レモ父叉ハ母ノ再婚當時二、子ガ父叉ハ母ノ新

配偶者ト其ノ家ヲ同ジクスル場合デハナイカラシテ、観念上（1〉

ノ場合ト画別シテ之ヲ論ズベキモノデアルト思フカラ。而シテ

又以上ノ場合ト異ナリ、父叉ハ母ガ再婚二因リテ他家二入ルニ

際シ、自家ヲ麗シタ場合ニハ、前婚所生ノ子や父又ハ母ノ婚姻

ト同時二其ノ婚家二入ソ、婚姻ノ當初カラ父ノ後妻叉ハ母ノ後

夫ト其ノ厩スル家ヲ同ジクスルニ至ルノデアルガ（民七六三條）

此ノ場合モ（1）ノ場合ト匠別シテ之ヲ論ズルコトニシタ。蓋シ

此ノ場合ハ（1）ノ場合ト異ナリ、前婚所生ノ子ガ、後婚成立以

前ヨリ引績イテ其ノ從來ノ家二在リテ、父叉ハ母ノ新配偶者ト、

子ノ家二於テ、其ノ属スル家ヲ同ジクスルニ至ツタ場合デハナ

イカラデアル◎

　【註】縫子タリ得ベキ・子ハ、婚姻二因り出生シタル子二限’レベキヤ否ヤハ、議

　論ノ存スァレ勝デアァレガ、本節二於テハ、「縫親子關係ノ登生ト家ノ同一トノ關

　係」チ論ズツカ唱的デアかカラ、先ヅ議論ノナイ婚姻二因・レ子チ探ッテ來タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　如何ナか身分チ有スル子ガ、其ノ父叉ハ母ノ蔚配偶者二封シテ、縫子タリ得

　ベキカノ問題ハ、之チ次節二於テ詳違ス・レ。

　（2）。子ガ出生ノ時カラ、父叉ハ母ノ婚姻ノ時マデ引績キ父

　叉ハ母ノ家二在ラザル場合（民七ご三條乃至七三五條〉ニ

　ハ、父叉ハ母ノ新配偶者トノ問二、縫親子ノ關係ヲ生ズノγ

　コトハナイ。
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蓋シ子ト父叉ハ母ノ新配偶者トハ、現二家ヲ同ジクスル者デ

モ叉ハ曾テ家ヲ同ジクシタル者デモナイシ、又父叉ハ母ノ新配

偶者ガ子ノ曾テ屡シタリシ家二若クハ之ト同一観シ得ベキ家

（本家分家及ゼ再興ノ家。民七三一條滲照）二入リタル場合デモ

ナイ。從ツテ其ノ爾者ノ關係ハ、一家組織ノ基礎二、何等關スノγ

コトガナイカラシテ、特二其ノ問二織親子ノ關係ヲ認ムル必要

モナイカラデアル。此ノ鮎二付キテハ、未ダ學者ノ論及スルコ

トナキモ、理論上疑ナイ事デアラウ。但シ岡松博士ハ、子ガ離

籍叉2・復籍拒絶二因リー家ヲ創立シタル場合ハ、之ヲ分家ト同

一親スベキ旨ヲ説カルルガ故二（岡松参太郎氏前掲論文二四頁）

父ノ家ニモ母ノ家ニモ入ルコト能ハザル庶子、又ハ母ノ家二

入ルコト能ハザル私生子ガ、一家ヲ創立シタノレ場合モ亦分家ヲ

爲シタル場合ト同一親ス麦キモノデアルトナセバ、父叉ハ母ノ

新配偶者ノ入ル家ガ、子ノ現二属スル家ノ本家ト同一親セラル

ル結果、廣義二於ケル同一ヅ家デアルト爲シテ、縫親子關係ヲ

認ムベシトノ議論ヲモ生ズル（岡松氏同論文二〇頁以下）。然シ

創立サレタ庶子叉ハ私生子ノ家ヲ、分家ト岡』親スルコトハ、

現行法上不當デアル様二思ハレルシ（明治三八年三月法律第六

二號一條。法典質疑問答民法親族二一頁川名粂四郎博士解答滲

照〉、叉縫親子ノ關係ヲ新タニ癸生サセル場合二、本家分家等ヲ

以テ禽ホ廣義ノー家デアルト考ヘルコトソレ自膿ガ、既二正シ

クナイ様二思ハレルカラシテ（本節第二項（甲）ノ（2）滲照）此ノ
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見解ニハ賛同スルヲ得ナイ。但シー家ヲ創立シタル子ガ、其後、

父又ハ母ノ婚姻當時マデニ、若クハ婚姻縫績中二、父又ハ母ノ

家（若クハ之ト同一親スベキ家）二在ルニ至ラバ、ソレハ自ラ別

問題トナツテ議論ノ岐レル所デア・ウ（次節第一項（2）（3♪及ゼ

第二項（2）参照）。

　（3）。父ガ後妻ヲ婆ル前叉ハ母ガ後夫ヲ迎7ル前．既二自家

　ヲ去ソテ他家二在ノレ前婚所生ノ子ハ、父ノ後妻叉ハ母ノ後

　夫二封シテ縫子タリ得ベキカ。

繊親子關係ガー家ノ秩序維持ヲ顧慮セルノ擬制ナル織ヨリシ

テ、消極論ガ通読ノ様デハアルガ【註】又異説ガナイデモナィ。

【註】梅博士法典質疑（法志一〇巻五號五九、六〇頁）。奥田博士親族法論二五、

二六頁。岡村博士民法親族編七一頁。同氏講義要領二〇、二一頁。柳川氏親

族法要論三三、三四頁。仁井田博士親族法相績法論二二頁。森田庄藏氏「纒

親子ノ意義二就テ」（法律新聞四氏入號五五一頁）。坂本三郎氏早大講義録親族

法（明治四三年度）三六頁。森本富士雄氏日本親族法二六頁。

O民事局長同答（大正二年二月二六日）

山口匿裁判所監督列事問合（大正元年一一月一六日）

庶子甲チ有ス9レ乙ガ入夫婚姻二因り他家二入リタルトキ乙ノ妻ハ乙ノ實家二

在ンレ甲ノ母二非ズト思考ス如何。

同答（大正二年二月二六日民第入九號）

貴見ノ通

O法務局長同答（大正六年六月二二日）

鵜井縣大野郡勝山町長稟伺（大正五年一二月五日）

緩妻ザ入籍前二犬ト前妻トノ間ノ子ガ凱昌他家二養子縁組叉ハ婚姻等二因サ

入り居’レ晧ハ其者ト後妻トハ鐙親子ノ關係チ生ズルヤ。
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同答（大正六年六月二二日民第一一入○號）

父母ト家チ同ジ〃セザルテ以テ縫親子ノ關係チ生ゼズ

O侮ホ大正入年六月二六日民事局長…同答参照（後段一九頁）

O大審院鋼決（大正九年四月八日）及ビ東京控訴院鋼決（同入年一一月二入日）σ

小川甚之亟二同一家籍二在ル縫子タ・レ儀三鄭、『イワ」及ビ實子タル長李ノ三

名ノ子供ガアツタ。長李ガ明治十二年一月十五臼小lll傳五鄭ノ養嗣子トナツ

　テ傳五鄭ノ家二入ツタ後、明治十三年入月十五日「小川ヒサ」ガ甚之亟ノ後妻

　トナツテ甚之亟ノ家二入り、儀三鄭及ビ「イワ』ト其ノ家チ同ジグスか二至ッ

タ。明滑十五年十一・月二十四日甚之亟ハ隠居チ爲シ（儀三鄭ガ戸主トナル）、

同日妻「ヒサ」ト共二分家シタ。明治二十五年五月十四日儀三鄭ハ純一、「リョ

　サ」、「ハタ」、「イト」、麟作ノ五名ノ子供チ疫シテ死亡シ潔。萌沿四十二年二月

二十三日甚之亟ハ「小川ぢう」チ養子二迎へ、大正六年四月一日「ヒサ」ガ死亡

爲シタ。右「hサ」ノ逡産二關シ、東京控訴院ハ「捜訴人長李ハ小川ヒサト其家：

　チ同ジウセザシニヨリ長李ト「ヒサ」間ニハ嶽親子關係チ登生セザルモノ」ト

シ、從ツテ「hサ」ノ逡産二付キ、長雫、fイソ∫ぢう」ハ各四分ノー、儀三郎

　ノ子純一、「リョウ∫ハタ∫イトJ麟作ハ各二十分ノーノ相綾分チ有スァレト云

　7圭張チ排斥γテ（民九九四條参照）．材ワ∫ぢう」ハ各三分ノー、綻一等五

名ハ各十五分ノーノ相綾分チ有ス7ゾヒサ」ノ逡産相綾人ナリト鋼決γタ（法

律新聞第一六五〇號二〇頁）。甚之亟ノ縫子タ7レ儀三鄭、「イy」ガ甚之亟ノ後

妻「ヒサ」二封ジテ、更ラニ縫子タリ得ベキカ否カノ黙（懸子ト縫父ノ後妻トノ

關係）二就イテハ、後段二於テ之チ説〃（第三餓第一項（乙）ノ（2）参照）。長李

　ガ「ヒサ」ト其ノ薦スか家チ同ジウセザ彪ガ故二、「ヒサ」ノ纒子タリ得ズトノ

趣旨ハ、同事件ガ上告サレテ來タトキ大審院二於テモ亦是認セラレテ居7レー

一民法第七百二十入條ハ軍二纒父母ト縫子トノ間二於テハ親子間二於ケル

　ト同一ノ親族關係チ生ズト規定ス7レノミニシテ錘子トハ如何ナァレ者チ指スヵ

二付キ別段ノ規定チ存：セズト錐モ纒子トハ配偶者ノ前婚ノ子ニシテ婚姻ノ當

時配偶者ノ家二在リタル者叉ハ婚姻中其家二入リタル者チ構スト：爲スチ以デ

我古來ノ慣習二適シ且之チ以テ現行法ノ解繹上正當ナリト爲サザルベカラズ

　（大審院民事鋼決録第二六輯七巻四六六頁）。
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　○法曹會決議（昭和二年四月二入日）

　問題
　後夫叉ハ後妻チ迎フ1レ前既二養子トγテ他家二入り叉ハ婚姻二因り他家二入

　　リタ7レ子ハ後夫叉ハ後妻二封シテ縫親子ノ關係チ生ズァレヤ

　右積極誠早大大正十三年濾科講義鋳牧野博士親族濾一九頁◎

　消極説法務局長同答大正六年六月民第一一八○號ノ爾説アリ何レチ可トス7レ

　ヤ
　決議
　本問ノ如キ場合ニハ綴親子關係ヲ』生ゼズ

牧野博士ノ＼縫親子ノ關係ガ同一ノ家二在ル者ノ問ニノミ限

ノレベキモノトスレバ、r父又ハ母ガ後妻又ハ後夫ヲ迎フル當時二

於テ家二在ル子ハ縫親子ノ關係ヲ生ズルニモ拘ハラズ他家二在

ノレ子ハ然ラズトナリ兄弟姉妹ニシテーハ縫父母ヲ有シ他ハ之ヲ

有セズ親子夫婦ノ問二於テ親タリ子タルノ關係上彼是差異ヲ生

ズル」ト云フ奇観ヲ呈スルガ故二積極論ヲ相當ト爲サレ（牧野

菊之助氏親族法論四三、四四頁〉、奥田博士（中大講義録二一〇

頁）穂積重遠博士（同氏前掲論文五九〇、五九一頁。法律嚇書

二冊九〇五頁）モ亦此ノ説ヲ探ラレテ居ル（同説。村上亨三郎氏

前掲論文法律新聞四六九號五八○、五八一頁）。岡松博士ハ折衷

論ヲ述ベラレテ、前婚所生ノ子ガ婚姻又ハ養子縁組二因リテ、

他家二入リタル者ナルトキハ、離婚叉ハ離縁アレバ、法律上當

然二實家（父叉ハ母ノ新配偶者ノ入リタル家）二復籍スベキガ故

二（民七三九條）實家ト今、子ガ現二属スル家トハ全然無關係ノ

家二非ザルヲ以テ、タトヒ家籍ヲ異ニスルモ、街ホ廣義ノ同一・
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家族團膿ナリトセラレテ織親子關係ヲ認メテ居ラレル（同氏前

掲論文ご二頁）【話】。

　【謹】從ツデ岡松博士ノ設二俵レバ、子力“婚姻叉ハ養子縁組二因り他家二入切

　　タンレ後二、父ガ子ノ實家二於テ後妻チ嬰り、叉ハ母ガ子ノ實家二於テ後夫チ

　　迎フレバ、タトヒ父叉ハ母ノ噺配偶者下子トリ・現二家（家籍）チ同ジウシテ居

　　アレモノデハナイガ、爾ホ同一家族團艘二屡スヌレモノトシテ、此ノ問二縫親子

　　ノ關係テ認ムァレコトトナラウ。穗積陳重博士ハ民法施行前ノ先例チ根捺トγ

　　テ、現行法上モ亦此場合鐙親子關係チ認ムベシト訊カレテ居ψ（同氏前掘論交

　　法協一七巻一號七三、七四頁。同氏東京法學院講義録四八頁）。同訊一宮田

　　四入學士東京專門學校講義録入頁。鶴丈一鄭氏が「蟹父母トハ自己ノ家叉ハ

　　自己ノ出タ・ン家二在ウ父母ノ配偶者ナリ」ト説カルルノモ亦蒔ノ折衷論二勉

　　ナラヌ（明治三五年度和佛法律撃校講義錐民法親族一一頁）。而シテ其ノ根擦

　　トスァレ駈ハ「若シ家二在アレ父母ノ配偶者ノミチ以テ縫父母ナリトセバー旦纒

　　父母麓子ノ關係チ生ジタノレ後其子ガ婚姻若クハ養子縁組等二因り他家二入リ

　　タンレトキハ之魁爲メ既二生ジタか謹父母鐙子ノ關係ハ濃滅スルニ至疵べγ然

　　レドモ子ガ其家チ去リタル炉爲メ親子ノ關係潰滅スベキノ理ナキノミナラズ

　　此ノ如キハ我國ノ慣習二反スヌレモノJヂアヌレト言フニ在膨。牧野博士、穗磧

　　重蓮博士ハ此ノ黙チ以テ、其ノ積桓論ノ・一提擦ト：爲サレテ居期（此等ノ貼二

　　關スァレ批判ハ塞節第二項（乙）参照）o

　叉岡松博士ハ子ガ婚姻叉ハ養子縁組二因リテ、他家二入リタ

ノシ場合デナクトモ、子ノ現二在ル家ト父叉ハ母ノ新配偶者ノ入

リタル家トガ、本家分家又ハ再興家ノ關係アルニ於テ2・、子ト

父叉♪・母ノ新配偶者トノ・廣義二於ケル同一ノ家二属スルモノト

認メ得ベキ場合ナルヲ以テ（民七三一條七四三條）緩親子ノ關係

ヲ生ズノレト読ク（前掲論文二三頁）【謎】。

【註】從ソデ此ノ説二俵レバ、子ガ本家相縷、分家叉ハ庭絶家再興二因り他家
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　　二入リタか後、父叉ハ母ガ從來ノ家二於テ、後妻叉ハ後夫チ迎八タ場舎ノ如

　　キ、叉ハ反罫二、子チ從來ノ家昌淺ジ父ノ分家二随ツタ母ガ（民七四五條）父

　　ノ死後、分家二於テ入夫チ迎＾タ場合若グハ父ガ子チ從梁ノ家二淺シ本家チ

　　相綾ジタ後、本家二於テ後妻チ婁ッタ場合ノ如キ、軌レモ子ト父叉ハ母ノ新配

　偶者トハ其ノ屡ス7レ家チ異ニスンレケレドモ、筒ホ廣義二於ケψ一家二驕ス膨

　　モノトシテ、此ノ問二縫親子ノ關係・チ認ム7レコトトナラウ（同設。和田學士前

　摘書一〇〇、一〇一頁）。島田學士ハ「嫡出子叉ハ之ト同一ノ勇分チ有スψ者

　　1・家チ同ジクシタ1レ父母間ノ婚姻ノ解清叉ハ取消ノ後其家叉ハ之ト厨一親ス

　　ペキ家二其子ト父母ノー方及其新配偶者トア7レニ至リタル！トキハ新配偶者ト

　　子トハ麗父母麗子ト爲ヌシモノトス』ト訊カレ（岡賃明大講義録親族法五三頁）、

　其ノ「同一親スベキ家Jトハ「本家分家叉ハ再興シタァレ家」チ指スモノデアかカ

　　ラ（同書五一頁）、學士毛亦一ノ折衷論チ深ラレタモノデアロウ。

　從ツテ牧野博士ノ論法ヲ以テスレバ、母ガ離婚シ子ノー人ヲ

俘ヒテ實家二鋸リタル後二、父ガ後妻ヲ迎ヘタ場合二於テハ、

後妻ト母ノ家二俘ハレタ子トノ問ニモ縫母子關係ヲ認ムルニ非

ザレバ．博士ノ所謂兄弟姉妹ニシテー2・縫父母ヲ有シ他ハ之ヲ

有セザノレ奇観ヲ呈スベク、又同様二、此ノ場合、母ガ實家二於

テ婿養子ヲ迎ヘタ揚合二於テハ、婿養子ト母ガ婚家二残シタ前

婚ノ子トノ問ニモ、織父子關係ヲ認メナケレバナラヌノデアル

ガ、岡松博士ノ論法ヲ以テスレバ、子ガ現二在ノレ家ト後妻又ハ

婿養子ガ入ル家トノ問二、實家本家分家叉ハ再興家ノ關係ガナ

イカラシテ、縫親子關係ハ認メ得ラレナイコトニナ・ク。從ツ

テ此ノ問題二封スル解答ハ、縫親子關係ノ登生ハ、現二其ノ属

スル家（家籍）ヲ同ジクスル者ノ問ニノミ之ヲ認ムベシトナス縮

少論ト、其ノ家ヲ同ジクスル着ナルト否トヲ問ハズ之ヲ認ムベ
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シトナス籏張論ト、更二此ノ場合家ヲ同ジクスルP＼家籍ヲ

同ジクスルノ狡義二解スベキデハナクシテ、家族制度ノ廣義二

於ケノレ家族團謄ヲ同ジクスルノ意ナリト解セントスル折衷論ト

アル。援張論ハ情誼論二促ハレ、縫親子關係ヲ認メタ立法趣旨

ヲ没却シテ、不當二縫親子ノ範園ヲ援張シタモノノ様デアルシ

（前掲例示参照）、折衷論ハ民法第七百三十一條ノ纏親子關係ノ

存績要件二關スル規定ヲ直チニ以テ登生要件二關スルモノト爲

シタモノデ、正シイ解繹トモ思ハレナイ。蓋シ同七百三十一條

2・、一旦登生シタ縫親子關係ヲ存績セシムルガ爲メノ規定デア

ツテ、今後新タニ登生スベキ繊親子關係二關スル規定デハナイ

カラデアノレ（後段第二項（甲）ノ（2）滲照）【註一】【註二】。

【註一】雌ノ貼二關スンレ大正入年四月四日大阪匝裁剣所監督判事問合二封ス欺

同年六月二十六日民事局長同答（民事第八四一號）ハ縮少論二俵ツタモノデア

ソテ誠昌参考スPレニ足｝レ。

　大阪匿裁到所監督判事問合

大正元年十一月十九日附山口匿裁判所監督鋼事問合第四項二封スル大正二年

二月二十六日附民事第入九號民事局長ノ御同答及ビ大正二年入月四日附本職

問合第五項二封スル同年入月二十二日附民第四五二號貴官ノ御同答ノ趣旨二

俵レバ縫親子ノ關係チ生ズヌレニハ常二必ズ父叉ハ母ノ後妻叉ハ後夫ト子ト家

　チ同ウスPレ場合ナラザルペカラザかガ如キモ縦令子ト父うくハ母ノ後妻叉ハ後

夫ト家チ異ニスルモ左記（一）（二）ノ場合ニアリテハ子ガ其父母ノ家二在か場

合ト同親シ得ベキ特別ノ事由アァレコ1・ハ民法第七百三十一條ノ法意二照ジ明

　カニシテ叉（三）ハ之チ（一）（二）ノ場合ト匠別スベキ理由ナキチ以テ何レモ縫

親子ノ關係チ生ズノレモノト爲スチ相當トスト論ズル者アリテー臓ノ理由アリ

　｝思料スァレr三此鮎二關シ未ダ省議ノ公ニセラレタァレモノ無之二付キ貴官ノ御
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　　意見承知致度シ

　　（一）父叉ハ母ヲジ後妻叉ハ後夫｝婚姻チ爲ス前臨二養子縁組叉ハ婚姻二因、7

　　他家二入サタ・レ子不其後妻叉ハ後夫トノ間

　　（二）父叉ハ母ガ後妻叉ハ後夫ト婚姻チ爲ス前本家相綾、分家、駿絶家再興

　　チ爲シ叉ハ離籍二因り一家チ創立シタ7レ子ト其後妻叉ハ後夫トノ問

　　（三）父叉ハ母ガ後妻叉ハ後夫｝婚姻デ爲ス前他家二親族入籍チ爲シ叉ハ他

　　家相績二因り家チ去リタ膨子ト其後妻叉ハ後夫トノ間

　　民事局長同答

　　鐙親子ノ關係チ生ジタァレ以上ハ民法第七百三十一條ノ規定チ適用シ本家相績

　　等二因り家チ異ニスか二至1レモ其ノ親族關係溝滅セザかハ勿論ナ〃モ其ノ他

　　ノ場合蘇二例示（一）（二）（三）ノ場合二於テハ家チ異ニス疵者ノ間二縫親子ノ

　　關係チ生ゼザノレハ當然｝ス

　【註二】和田學士ガ、大正五年九月十九日丸麺匠裁鋼所監督到事問合二野スか

　　同年十一月十日法務局長同欝（民第一四二〇號）チ以テ、携衷論二俵ツタモ

　　ノデアψカノ如グニ引用サレテ居7レガ（前揚書一〇〇、一〇一頁参照）正當デ

　　ナイ。蓋ジ同同答ハ纏親子關係ガー旦駿生ジタ’レ後、謹親ガ分家チ：爲シ、騰

　　親子其ノ薦スル家チ異ニス7レモ、縫親子關係ノ存績スベキコトニ關スψモノ

　　　　　　　　　　　　　　　のの　　デアッテ、子ガ從東ノ家（本家）二在リテ、父叉ハ母：ガ分家二於テ新配偶者ア

　　ァレニ至レバ、子ト其ノi新配偶者トノ聞二、鐙親子關係ガi新タニ曇生スベキコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　の　の　の　の
　　トニ關ス7レモノデハナイカラデアノレ（後段三三頁参照）。爾ホ、右法務局長ノ

　　同答ソレ自鷺二i封シテモ、自分ハ幾多ノ疑問チ持ツテ居彪（後段第二項（甲）

　　（1）ノ（A）彦｝照）。

　更二此ノ鐵二關スル（帥チ縫親子關係ノ曇生ハ家ヲ同ジクス

ノシ者ノ問ニノミ之ヲ認ムベキカ否カノ黙二關スノレ）我國從來ノ

慣例如何。服忌令撰註分繹ニアル縫父母ノ繹明二

　子を連て縁に付先夫の子後夫に養候得ば縫父にて候尤養と申

　は養子と不定唯一通此妻と一所に手前に差置也（中略）　此子
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蓮て再縁不致先夫の方に居候得ば母の後夫にて織父の名目無

　之候

トアリ。叉服忌令捷裡ニハ

繊父とは父の死後母に入聾を取て其後夫と同居する時の稗な

　り。初より同居せざる時は只母の後夫にて縫父の名目なき故

　に通路をはするとも忌服なし。縫母とは前妻の子より後妻を

　さしていふなり。初めより同居せざれぱ忌服なし。

トアノレ。叉服忌令選註分繹二引用サレテ居ル諸藩臣ノ問合二i封

スル同答二次ノ様ナモノガアル。

　天明五己年牧野備前守家來小笠原嘉門より松Zド封馬守江問合

　「其身妻を不要以前養女を致し他に縁付其後妻を迎候右養女

　わ妻は縫母の績に御座候哉如何相心得可申哉」禽書面之通ハ

　養父無妻之内養女二相成他ね嫁其後養父妻を要候得ノ・縫母二

　候得共養父婚姻以前養女他ね嫁候得ハ右繊母わ同居無之儀二

　相聞候二付繊母之服忌無之

　之二由テ之ヲ観レバ、同居ハ縫親子關係ノ登生要件ヲ爲シテ

居ツタ様デアル。而シテー旦家籍ノ制ガ定マレノヘ同居ノ・同籍ヲ

意味シ、同籍デナケレバ、タトヒ同居シテ居ツテモ、縫親子ノ

關係ヲ認メナカツタ様デアル【註】。爾ホ後段（4）次項（乙）参照。

【註】内務省伺（明沿入年一一月一四日）

母ノ再嫁スルニ随テ連レ子トナか着ト錐モ其家ノ養育チ得ルノミニテ母子厘

籍チ異ニス疵煮ハ附籍ニシテ父子ノ稽チ生ズ可カラズ如此者ハ連レ子ヨリ母
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ノ夫チ栂ジテ母ノ後夫ト云ヒ後夫ヨリハ連レ子チ構シテ妻ノ前夫ノ子ト云フ

ベキ乎

O太政官指令（明沿入年一二月二七日）

妻ノ前夫ノ子母ノ後夫ノ家二入籍セザ1レ時ハ親屡ノ縁ナキニ因り別段樗呼無

之候事　但母子籍チ異ニス｝レ者ハ寄留ト構スベキ事

　大藏省伺（明治六年一一月一二日）

寡婦再嫁ノ上右相綾ノ者養子ナレバ養母ノ名義絶候二付無忌服ト心得實子ナ

　レバ母子ノ忌服チ受ケ其母再嫁ノ夫ハ無縁ト可心得哉

O太政官指令（明治七年一月二九日）

伺之趣養母家女ニシテ再嫁スレバ叔母ノ服忌可相受他ハ総テ伺之通タルベキ

事

　（4）。父ガ後妻ヲ婆ル前又ハ母ガ後夫ヲ迎フル前、翫二父又

　　ハ母ノ家ヲ去リテ他家二在ル前婚所生ノ子ガ、後婚成立後

　二、父又ハ母ノ家二復蹄シテ（民七三七條七三九條〉、父ノ後

　妻叉ハ母ノ鋒夫ト其ノ家ヲ同ジウスノレニ至ツタ場合ニハ・

　復錨シタ時カラ後妻又ハ後夫二甥シテ縫子タリ得ベキカ。

　此ノ場合二、前掲ノ籏張論乃至折衷論ヲ採レバ、銑レモ問題

トナラヌガ、縮少論ヲ探ツタ揚合ニハ問題トナ・ウ。河村氏ハ

縫親子關係ノ襲生スルガ爲メニハ、婚姻ノ當事者及ピ縫子タル

ベキ者ガ婚姻成立ノ當時同一ノ家籍二在ノレコトヲ要スト述ベラ

レ（同氏前掲論文八一、八二、八四頁）、叉梅博士ハ、父又ハ母

ガ婚姻ヲ爲ス當時二於テ其ノ配偶者ト子トガ家ヲ同ジクシテ居

ラヌ以上ハ、r婚姻當時二於テ縫父子關係ヲ生ジナイコトハ殆ド

疑ナイト思7カラ、後日偶然ノ事實晶因ツテ家ヲ同ジウスルニ
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至ツテモ矢張其親族關係二憂更ヲ來スベキ筈ハナイト思フ」ト

滑極論ヲ述ベラレテ居ノン（同博士法典質疑。法志一〇巻五號六〇

頁）。然シ通読ハ復購シタ時カラ縫親子ノ關係ヲ認メテ居ノレ【註

一】。但シ民法施行前ノ慣例ハ之トハ異ツテ居ツタ様デアル【謡

二】。

【註一】奥田博ま親族法論二六頁。柳川氏親族法要論三五頁。岡村博士民法親

　族篇七一、七二頁。同氏講義要：領二〇、二一頁。島田學士明大講義録親族法

　五〇頁。坂本三鄭琉早大講義録親族法三七頁。和田氏親族法九入頁。岡村博

士前掲論文二五頁。大正九年四月入日大審院鋼決（大審院判決錐四六六頁）。

O民事局長同答（大正入年一〇月二〇日）

　丸簸匿裁判監督鋼事問合（大正入年九月一入日）

女戸主（甲）ト入夫婚姻二因り戸主トナリタか（乙）ノー家アリ其後甲乙問二於

　テ丙男チ出生セリ是レヨリ先キ甲ト先夫トノ問二跨生シタヌレ丁男ハ他家＾養

子縁組チ爲シ居リタか虚這般離縁復籍ジタ餌二付キ乙ト丁ト鐙親子ノ關係チ

生ゼリ而シテ家督相績開始シタ7レトキ年長者タか丁男ノ相績二關シ何等制限

的規定ナキチ以テ相綾穫ハ丁男二1在リトシテ取扱フ外ナキヤ將タ民法九百七

十條第二項ノ精紳二鑑ミ條理上丁男ノ家督相綾二付テハ其ノ纒子タ’レ勇分チ

取得ミ／タ時アレニ生マレタンレモノト看徹ジ丙男二相績櫨アンレモノトシテ取扱フ

　テ可トスψヤ

　同答（大正入年一〇月二〇日民第四三七四號）

　丁男チ以テネ目牽壷人．トス

O上二揚ゲタ司法省ノ同答ハ、綴子ノ家督相綾樺二關ス砂モノデハア’レガ、例

示ノ場合二、丁男チ以テ乙ノ家督相綾人デア7レトナスコトハ、乙丁間二鐙親

子關係ノ存在チ肯定ス7レモノデアァン（民九七〇條1滲照）。但シ丁男ガ乙ノ縫

子タか身分チ取得ジタか蒔ハ、實家二離縫復籍シタル時カラデアリ、乙ノ實

子丙男ノ出生ハ、タ｝ヒ其ノ離縁復籍以前デアツテモ乙ノ家督相績二付キ、

丁男ガ年長者トシテ丙男二優先スベキハ、同答ノ示ス通リデアル。蓋シ縫子
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　　タか身分ノ取得時ト、相績順位チ定ムル場合二於加レ毘生時（民九七〇條豆

　　参照）トハ、特別ノ規定ナキ限リハ、明カニ之チ匿別セネバナラヌカラ（民

　　七二八條八三六條入：六〇條封照）。從ツテ相綾二付キ丁男ガ丙男二優先ス解カ

　　ラト云フテ、丁男ノ縫子タ露！身分ノ取1得チ、特二甲乙婚姻ノ時二遡及ス膨モ

　　ノデアツト説ク必要》毫モナイ。

　【註二】　内務省伺（明治入年一一月一四日）

　　父死後母ハ後夫チ迎＾ル時ハ鐵父予聡シ縫父ヨリ其子チ妻ノ前夫ノ子ト欝ス

　　ァレハ是奮慣ノ法二出ヅ然か二今日ノ制二於加レ逡留ノ子アか婦人再ビ後夫チ

　　迎フ膨コトナラザル定メナレバ此ノ如キ罎父ハナカァレベγト錐モ或ハ父存生

　　中他家ノ養子トナか毛ノ及ビ他へ嫁ジタ7レ女子等父菟後其母後夫チ迎・・其家

　　ヲ・相繧ジタノレ後右子女事故アリテ離縁復籍スンレ時ハ母ノ後夫チ群シテ難父ト

　　云ベキ乎。

　O太政官指令（明治入年一二月二七日）

　　離縁復籍セズト錐モ母ノ後夫チ指シテ縫父ト稔スベキ事

　（5）。父又ハ母ガ再婚二因リテ、他家二入リタル後（叉ハ地

　　家二入ルト同時二。民七六三條滲照）前婚所生ノ子ガ、父

　　ノ後妻叉ハ母ノ後夫ト其ノ家ヲ同ジクスルニ至ツタ揚合ニ

　　ハ、其ノ時カラ、後妻叉ハ後夫二封シテ縫子タリ得ベキカ。

　例ヘバ、父ガ入夫婚姻叉ハ婿養子縁組ニョル婚姻二因リテ、

後妻ノ家二入リタル後二勘父ノ前婚所生ノ子ヲ自己ノ婚家二引

取入籍セシメタノレトキハ、其ノ子ト後妻トノ問二、髭母子ノ關

係ガ楼生スベキカ。叉母ガ普通ノ婚姻（入夫婚姻又ハ婿養子縁

組ニョル婚姻二非ズ）二因リテ．後夫ノ家二入リタル後二、後

夫ト共二、母ノ前婚贋生ノ子ノ家二親族入籍ヲ爲シタルトキハ、

其ノ子ト後夫トノ問二、縫父子ノ關係ガ登生スベキカ。前婚既
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生ノ子ト父叉ハ母ノ新配偶者トガ、其ノ属スル家ヲ同ジクシテ

居ルカラシテ、縫親子ノ關係ヲ生ズルト云：7ノガ通説ノ様デハ

アノレガ（次節第二項（2）墾照）、其ノ属スル家サヘ同ジクシテ居レ

ノヘソレデ直チニ以テ、縫親子ノ關係ヲ生ズルモノデアルト云

フノハ、精行過ギタ議論ノ様二思ハレル。元來、縫親子ノ観念ハ

ニ元的ノモノデアル。r家ノ同一」ナルコトニ其ノ基礎ヲ置クト

同時二、又「縫親子タルベキ人」二其ノ基礎ヲ置クモノデアル。

縫親タルベキ者ト緩子タルベキ者トガ家ヲ同ジクセザル塵二、

縫親子ノ關係ヲ認メ得ザルガ如ク、縫親タノレベキ者ト實親トノ

婚姻存セザノレ庭二、纏i親ノ麹念ハ存シナイ。從ツテ縫親子關係

ノ問題ハ、「家ノ同一噌ナル観念ト、「縫親子タルベキ入」ノ方面

トヨリ、之ヲ決セネバナラナイ5從ッテ設例二於テ、縫親子ノ

關係ガ登生スルガ爲メニハ、縫親子其ノ家ヲ同ジクメルコトノ

他、更二縫親タルベキ者ハ、前夫又ハ前妻ノ地位ヲ承縫シテ、婚

姻ヲ爲シタル者タルコトヲ要スルカ否カノ問題ゾ残ツテ居ル。

此ノ問題ハ、便宜上吹節ヒ於テ、「縫親子タルベキ者二關スル要

件」トシテ、他ノ要件ト共二一括シテ、之ヲ説クコトニスル。

但シ子ト父又ハ母ノ新配偶者トガ、其ノ属スル家ヲ同ジクスル

ガ故二、繊親子ノ關係ヲ生ゼヌト云7議論ハ、未ダ嘗テ之ヲ聞

イタコトモナイカラシテ、此庭デハ家ノ同一ナルコトヨリシテ

ヘ織親子タリ得ルト云フ解答デ満足セネバナラヌ。
　　　　　O　O
監縦親子關係・ノ復活茎
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　（6）。　縫親子關係アルモノノー方ガ、去家シタルガ爲メニ浩

　滅シタ縫親子關係ハ、後日其ノ者ガ、其ノ家二復麟スルコ

　トニ因ツテ、當然復活スベキカ。

此ノ黙二關シテ、長島學士ハ、生存配偶者タル縫親ノ去家二

因リテ消滅シタル縫親子關係ハ、縫親ノ復籍二因リテ、當然復

活スベキ限リデ2・ナイガ、織親ガ生存配偶者トシテデハナクテ、

郎チ縫親ガ其ノ配偶者タル實親ト相ヒ共二家ヲ去り、再ゼ相ヒ

共晶其ノ家二戻ツテ來タ場合ニハ、去家二因リテ溝減シタル織

親子關係ハ、之二因フテ當然復活スルト読カレテ居ル（同民前

掲論文一・九、二三、二四頁）。縫子ガ縫親ヲ残シテ去家シタルコ

ト高因リテ、清滅シタ縫親子關係ハ（同論交二四頁参照）繊子ノ

復蹄二因リテ、當然復活スベキヤ否ヤノ黙二關シテハ、特二論

及セラレテハ居ラナイガ、或ヒハ繊親ト實親トノ婚姻ガ織綾シ

テ居ノレ限リハ、之ヲ復活セシムルノ趣旨デアルカノ様こモ、思ハ

ンル（同論文二四頁滲照）。

然シ此ノ問題ヲ解決スルガ爲メニハ、吾々ハ其ノ前二先ヅ、

如何ナル場合二縫親子關係ハ、其ノー方ノ去家二因リテ、浩滅

スルニ至ルベキカノ問題ヲ解決シテ置カネバナラナイ。然シ乍

ラ、此ノ問題ハ、繊親子其ノ家ヲ異ニスル亀至ツタコトガ、縫

親子關係ノ存績二、如f可ナル影響ヲ及ボスベキカノ問題デアノレ

カラシテ・畢覧、次項ノr縫親子關係ノ存績ト家ノ同一」ナル題

ノ下㍉取扱ハルベキ問題｝ナラウ。從ツテ私ハ鼓二之ヲ詳述
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スルコトヲ避ケテ、軍二繊親子關係ハ、生存配偶者タル縫親ガ

去家シタノン揚合ニノミ潜滅スルト云7テ置ケバ足リノレ（詳細ハ

次項滲照）。縫親ガ其ノ配偶者タノγ實親ト共二去家シタル揚合、

若クハ織子ガ縫親ヲ淺シテ去家シタル場合ニハ、敦レモ從來ノ

縫親子關係ハ潰滅シナイノデアルカラ、後日、其ノ復脇二因ツテ

復活スルカ否カノ問題ハ、起り得ル鹸地ガナイノデアル。蓋シ

浩滅シナイ織親子關係ナラ、復活ショウ筈モナイカラ。從ツテ、

此ノ問題ハ、自ラ局限セラレテ、生存配偶者タル縫親ノ去家二

因リテ、浩滅シタル縫親子關係ハ、其ノ復蹄二因リテ、當然復

活スベキカ否カノ問題トナ・ウ。

　此ノ問題二封シテ、積極読ヲ採ル學者ガナイデモナイガ【註

一】私ハ溝極説ヲ以テ正當デアノγト信ズル【謡二】。

　【註一】和田學士前掲書一〇二、一〇三頁

　O法曹會決議（明治四五年五月一一日）

　　問題

　　甲戸主縫母乙ノー家アリ縫母乙ハ婚姻二因サ他家二入リタアレモ叉離婚二因り

　　甲家二復籍セサ此場合甲乙問二縫母子關係チ同復ス7レヤ。

　　決議

　　戸主甲綴母乙ノー家二於テ鍾母乙ガ婚姻二因サ他家二入リタリトセンカ民法

　　第七百二十九條第二項二俵り其問ノ縫親子關係ハ止ムベキモ後日離婚二因り

　　乙ガ其實家タル甲家二復籍シタリトセンカ嘗デ有セジ身分チ同復スベキチ以

　　テ再ビ甲トノ間二雛親子關係チ生ズベギモノトス尤モ離婚ノ場合二於テハ離

　　縁ノ場合二於ケ7レ民法第入百七十五條ノ如キ規定チ敏クモ爾者ノ問二其結果

　　ヂ異ニスベキ道理ナキチ以テ解繹上同一ノ数果チ生ズベキモノトス1レハ嘗テ

　　本會二於テモ決議シタル虚ナリ徒ッテ本問ノ場合二於テハ縫親子關係チ同復
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　スかモノ｝解スベキナリ

【註二】　此ノ鮎二關シ’テハ、吾々ハニ零重ノ先例チ持ツテ居かo第一礁ハ、生存配

　偶者タ7レ麗母ガ死亡者ノ家チ去リテ勉家二入ツタゴヘ後日、再ビ其ノ家二戻

　ソテ來タ場合二關γテデア7レ（大正九年三月二日民事局長同答）。第ニハ、生

存配偶者タル纒母ガ死亡者ノ家チ去リテ、他家二在ウ纒子ノ家二親族入籍チ

：爲シタ場合二關ジデデア1レ（明治四四年二月一四日民刑局長同答）。執レモ、

　司法省ハ其ノ屡ス7レ家チ同ジクス1レニ至ツテモ、雛親子關係ハ、之二因ツテ

當然復活スルモノデナイ旨ノ同答：チ與へ・テ居7レ。

　（参照）

廣島縣藍晶郡編相村長稟伺（大正九年一月一〇臼）

繊母ガ婚姻二因り他家属入リタ7レニ離婚復籍シタ7ン場合纒親子ノ關係アリト

　ノ設ア1レモ民法第七百二十九條二項二俵り縫母ガ其家チ去リタ1レ當時縫母子

　ノ關係清滅シ居リテ假令離婚ス1レモ民法第入百七十五條ノ準用チ受グベキモ

　ノニアラズ♪信ズ誤認ナキヤ

O民事局長同答（大正九年三月二日民第一七入號）

縫母ノ去家二因リテー旦潰滅シタル縫親子關係ハ爾後鐙彫ガ離婚二因リテ其

　ノ家二復籍ス7レモ麗子トノ問二再ビ生ズFレコ｝ナシ

右及向答候也

　　海軍省人事局長照會（明治四三年一二月一七日）

別紙戸籍謄本中戸主友吉ハ軍人ニシテ今同公務ノ爲死殿ジタァレニ付縫母美佐

　ヨリ軍人恩給法二依り扶助料請求書差毘候慮右美佐ハ去四十二年入月三’干日

西方家チ去リタ7レチ以テ軍人友吉ト畿母子タか關係ハ止タァレモノト認メラレ

候得共一慮貴局ノ御意見承知致度右照會ス（戸籍謄本ハ次頁ニアリ）

○民刑局長同答（明治四四年二．月一四日民刑第二四號）

客年十二月十七日附恩第三四二號御照會ノ件貴見ノ通ト思考致候此段及同答

候也

　蓋シ縫親子關係ノ基礎ヲ爲シテ居ツタ織親ノ配偶者（實親）ガ

死亡シ、縫親ト實親トノ婚姻ガ解浴シテ居ルニ拘ラズ、家ヲ同

ジウスルニ至ツタカラト云フテ、門旦溝滅シタ縫親子關係ヲ、
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本
籍
地
熊本縣熊本市京町一丁目入十番地

前
戸
主
友　　添　　甚　　吉

明治三十二年入月二十六日熊本縣飽託郡日

吉村千四百十五番地李民西方善五鄭二男養

子縁組届出同日受附入籍　明治三十二年十

一月六日熊本市迎町二百三十番地古澤嘉次

鄭後見人就職届串同日受附明沿三十七年
一月二十日「トク」ト養子繰組届出同日受附

明治三十九年三月十九日養女トグト協議離

縁届出同日受附　明治四十二年入月十七日

本籍地攣更届出同R受附明治四十三年九
月二十九日午前十一・時二十分死亡同年’干月

二十六日届出同日受附

族稽匪民
肇蘇ト1亡友瀧吉養子

父i西方善珊
二
男母1

友　　添　　友　　吉

出　生 明治六年入月七日

戸主トナ
リタァレ原

因及ヒ年
月日

養父甚吉死亡ニヨ
リ明治三＋二年九
月＋三目戸主ト・
アレ同年十一月七日

属出同日受附

明治三十七年一月二十日熊本市迎町二百三

十三番地戸主李民與縄仙太郎三女養子縁組

届出同日受附入籍　明治三十九年三月十九

日協議離縁實家復籍届出同ロ受附除籍 養
子

父 與縄曲太鄭
三
女母 喜登

家族トノ
纏柄

　　　　　　イ
出生騰三＋二年瑚

明治四十二年入月三十日熊本縣熊本市璽谷

町四十七番地戸主李民西方善次郎鐙母入家

属出同日受附入籍

鐙
母

父1亡糊藤人
二
女母匡　トメ

蕪図
美　　佐

出生摩沸瑚価

新タニ登生サセノγ理由ハ毫モ存シナイカラデアノレ。而シテ民法

第七百二十九條第二項ノ規定ハ、從來存績シテ居ル緩親子關係

ハ、縫親ニシテ去家セザノシ限リノ＼タトヒ實親ノ死亡二因り縫

親ト實親トノ婚姻ガ解溝スルトモ、之ヲ消滅サセナイ旨ノ規定
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デアルニ過ギナイノデアッテ、一旦浴滅シタ繊親子關係ヲ、新

タニ曇生サセルコトニ關スル規定デハナイカラデアル。從ツテ

自分ハ民法第七百二十九條第二項ヲ根嫉トスル積極読ニハ賛成

スルヲ得ナイ。

或ヒ～・民法第八百七十五條ヲ根擦トシテ積極説ヲ唱7ル者ヅ

アルガ（和田學土前掲書一〇二、一〇三頁）、此ノ場合二同條ヲ適

用スルノハ、同條本來ノ立法趣旨二反メルモノデアルガ故㍉

之亦俄カニ賛同スルヲ得ナイ。今假二、民法第八百七十五條ヲ

根擦トスル積極説ヲ探ッタトスレバ、縫親ガ再ゼ縫子ノ家二復

蹄スルニ、離縁又ハ離婚二因ルニ非ズシテ、親族入籍等二因ソ

タノレ場合ニハ、如何二之ヲ読明セントスルノデア・ウカ。此ノ

揚合二關シテハ、特二「其ノ實家二於テ有セシ身分ヲ同復ス」

ル旨ノ規定ガナイカラシテ、糧親子關係ハ、タトヒ其ノ家ヲ同

ジクスルニ至ルモ、復活セズト謂ハザルヲ得ナイデア・ウ。而

モ、其ノ離縁叉ハ離婚二因ル復籍ノ揚合ト、此ノ親族入籍二因

ル復脇ノ揚合ト、其ノ本質二於テ、如何ナル差異アルガ故二均

シク同一＾ノ家二復離シナガラ、一・方ハ縄親子ノ關係復活スルモ、

他方ハ繊親子ノ關係復活セズト爲スノカ。例ヘバ、縫母ノ再婚

去家二因リテ、消滅シタル縫母子關係ハ、縫母ノ離婚復籍アリ

タル揚合ニハ復活スルガ、縫母ノ配偶者（後夫〉ノ死亡シタルニ

因り實家二復離シタル揚合（民七三七條）ニハ、復活セズト爲シ、

以テ其ノ問二匠別ヲ設クル實質上ノ根接如何。從ツテ自分ハ和
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田學士ノ読カルルガ如ク、縫親ノ去家二因り一旦浩滅シタル縫

親子關係ガ、縫親ノ復蹄二因ツテ當然二同復スベキハr明文（民

入七五條）ニヨツテ何等疑ガナイ」（同書一〇三頁）ト云フコト

ニ封シテハ、更二幾多ノ疑ナキヲ得ナイノデアル。況シテ、民

法施行前二於テ、特クニ、斯クノ如キ慣例ガ確立シテ居ッタト

モ思ヘナイ。寧・、此ノ黙二關シテハ、帥チ去家二因リテー旦

滑滅シタル親族關係ガ其ノ復蹄二因ツテ當然二同復スベキヤ否

ヤノ鮎二關シテハ、直接二縫親子關係ノ復活自腱二關スルモノ

デハナイガ、荷ホ復活説二反スル先例ガ存シテ居ノ哩罷】。

　【註】　内務省伺（明治九年四月五日）

　　家女ノ養母他＾再嫁スソバ養子二於テハ叔母ノ服忌チ可受ト明治七年一月大

　　藏省＾御指令有之候右ハ養母他！・再嫁ノ上ハ則養母子ノ縁義チ絶チ候儀二付

　　養子ヨリハ養組父ノ子ナヌレチ以テ叔母ノ繕呼チ生ジ候者ト相考候然7ン上ハ窟

　　叔母再嫁ノ家チ離縁シ欝り來アレトモ再ビ養母ノ名義ハ生ゼザルモノニ付養方

　　叔母ト欝ジ叔母ノ服忌チ受可然哉

　O太政官指令（明油九年四月二七日）

　　伺之通

　　島根縣伺（明治一・五年一二月一九日）

　　一、養母「家女J他へ縁組致シ追テ離縁復露候節ハ元ノ養母二復スベキ哉叉ハ

　　最前他＾婚姻ノ節養母子ノ繰ハ自然断滅シ復婦ス7レトキハ組父ノ女ナレバ

　　伯母ト構スベキ筋二候哉

　　一、從前男子ナクシテ養子チ貰受而ジテ後實長女長男出生γ其長女チ養子ノ

　　妻トナシ長男チ養子ノ嗣子「養子」トス爾後戸主死去シ養子戸主トナ・レ後又

　　死シ其嗣子「組父實父長男J戸主トナリ其戸主ノ養母「實姉」他へ縁組離縁復

　　臨スァレトキハ養母二復スベキヤ將姉ト構シ可然哉

　　O内務省指令（明治一六年一月二三日）
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書面爾項其後段伺ノ通

　　第二項　織親子關係ノ存績ト家ノ同一

　織親タルベ：キ者ト織子タルベキ者トガ、其ノ家ヲ同ジクスル

コトニ因ツテ、一旦登生シタノレ繊親子關係ハ、其後其ノー方若

クハ双方ガ、其ノ家ヲ去ルニ至レノヘ之二因リテ當然右親族關

係ハ漕滅スベキカ。便宜上、（甲）緩親ガ家ヲ去ツタ揚合ト（乙）

縫子ガ家ヲ去ッタ場合ト更二（丙）縫親ト緩子トヴ共二家ヲ去ツ

タ揚合トニ分ケテ之ヲ説明スル。

（甲）。縫親ガ縫子ヲ淺シテ家ヲ去ツタ揚合

　（1）。縫親ノ配偶者タル實親ガ生存中二於ケル縫親ノ去家。

　此ノ場合ハ…欠ノ三ツノ揚合ヲ出デナイ。

（A）。糧親ト其ノ配偶者タル實親トガ相共二其ノ家ヲ去ツタ揚

　合。

　例ヘバ、縫親ガ縫子ヲ残シテ（民七四三條II、III）其ノ配

偶者タノレ實親ト共二分家ヲ爲シ、若クハ他家へ親族入籍ヲ爲

　シ、又ハ夫婦養子ト爲リタル場合ノ如キ、叉縫親ガ其ノ配偶

者タル實親ト共二、縫子ノ家ヨリ離籍セラレ（民七四五條七

　四九條III、七五〇條II〉、若クハ養子タル實父ガ離縁二因り

　繊子ノ家ヲ去リタルガ爲メ、纏母モ亦之二從ヒテ去家シ（民

　七三九條七四五條〉、叉ハ養子タル實母ガ離縁二因り縫子ノ家

　ヲ去覚タルニ、繊父（婿養子ナルベシ。民七八八條八七四條）

　モ亦離縁ヲ撰ゼテ縫子ノ家ヲ去リタル場合（民七四五條八七
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六條）ノ如キガ、帥チ是デアル。司法省ハ此ノ織二付キ、民

法第七百三十一條ノ法意ヨリシテ、繊親ガ他ノ配偶者（實親）

ト共二分家ヲ爲シ、又ハ本家ヲ相績シ、若クハ壌絶家ヲ再興

スル揚合ニハ、織親子關係ハ溝滅セザノレモ他家へ親族入籍ヲ

爲スガ如キ揚合ハ、溝滅スル旨ノ同答ヲ與ヘテ居ル【註】。然

レドモ、民法第七百三十一條ハ生存配偶者タル繊親ガ、家ヲ

　　　　　　　　　　O　O
去ツタ場合二縫親子關係ガ治滅スルト云フ原則（民七二九條

∬）二封スル例外規定デアル。實親未ダ生存シ、之ト共二縫

親ガ家ヲ去ル場合㍉縫親子關係ガ當然二浴滅スベシトノ明

文モ、又之ヲ推測シ得ベキ規定モ存シナイニモ拘ハラズ、民

法第七百三十一條ヲ類推適用スルノハ、不當デアル様二思ハ

レノレo

【註】　丸癒匿裁興勝監督鋼事問合（大正五年九月一九日）

　纒親ガ他ノ配偶者ト共二分家或ハ他家＾親族入籍等二俵り纒子ノ家チ去リタ

　館場合ハ民法第七百二十九條二該當セザル如キモ同條第二項ノ精紳二於テ鐙

　親子ノ關係ハ潰滅シタモノトシテ取扱ヒ可然哉

O法務局長同答C大正五年一一月一〇日民第一四二〇號）

　縫親が他ノ配偶者ト共二分家チ爲スモ幾親子ノ關係ハ潰滅セズ他家＾親族入

　籍ノ場合ハ貴見ソ通

或ヒハ、縫親子ノ關係ハ、元來一家ノ季和ノ爲メニ認メラレ

タ擬制的親族關係デアルカラ、翫二縫親ト織子トガ家ヲ異ニ

スノレニ至レバ、之ヲ認メノレノ必要ガナイカラ、當然二潰滅ス

ベシトノ見解モアルガ（長島學士前掲論文二二頁）、若シ此ノ
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論法ヲ以テスレバ、縫子ガ縫親ヲ残シテ去家スル場合モ、叉

同檬二縫親ト縫子トガ家ヲ異ニスルニ至ル場合デアルカラ、

縫親子關係ハ清滅スノレト云ハネバナラヌ。然レドモ、恐ラク

ハ論者ト錐モ、此ノ断定二至ラバ、是認シ難イ所デア・：ウ（長

島學士論文二四頁。後段（乙）滲照）【話一x謳二】。

【註一】長島氏ハ、此ノ鮎二關シテ「纒子ガ婚姻トカ養子縁組二因テ他家二入

ツタトキニハ、其纒子ハ懸子トシテ婚嫁チ爲シ叉ハ養子セ爲ツタノデアツテ

決γテ當事者ハ之二依テ縫親子ノ關係チ絶止スノレト云フ考チ持テ居7レモノト

ハ考＾ラレナイ。從テ此如キ場合ニハ縫親子關係ハ潰滅シナイJト述ベラソ

テ居，レ。然シ此ノ断定ハ、前述ノ論法（同氏論丈二二頁一縫親ト縫子トガ家

チ異ニスル以上ハ最早一家ノ李和ノ：爲メニ擬制的親族關係チ認メ1レノ必要ガ

ナイー）ヨリシテハ、俄カニ推論シ得ザル所デアか。

【註二】森本富士雄氏ハ、縫親ガ其ノ配偶者タヌレ實親ト共二、織子ノ家ヨη離

籍セラレタル場合ニハ、鐙親ト縫子トガ家チ異ニス疸二至ノンカラ、縫親子關

係ハ、之テ認ム7レノ必要ナキチ以テ、清滅スベシト説明シナガラ、他方、縫

子ガ縫親チ幾ジテ其ノ家チ去リタノン場合ニハ、縫親子關係ハ浩滅セズ｝説ク

　ハ（同氏日本親族法二七、三一頁）論理ガー貫シナィ様デアル。蓋シ灘親ガ去

家シタル場合ナ膨ト、縫子力“去家シタル場合ナルトチ問ハズ、縫親子其ノ家チ

異ニスルニ至ル結果ハ同一デア7レカラ、其ノ家チ異ニスアンニ至レバ、縫親子

關係チ認ムル（存綾セシムか）ノ必要ナシト云フ論法ヨリ推セバ、其ノ勃レノ

場合ナψトチ闘ハズ、均シク鐙親子關係ノ浩滅チ來ス｝云ハネバナラヌカラ。

此ノ貼二於テ、岡村博土ガ懸子ノ去家チ以テ、縫親子關係ノ消滅原因｝爲シ

　タシハ（同博土親族篇七二頁）、誠二論理一貫シタモノト言ヘヨウ。但シ此ノ

黒占二付キテハ後段（乙）滲照。

寧・、縫親子ノ關係ハ、家ヲ同ジクスル者ノ問ニノミ認メラ

ノシル親族關係デハアルガ、既二一旦一家ノ李和ノ爲メニ親子
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關係ガ認メラレタ以上ハ、而シテ繊親子關係ノ基礎ヲ爲ス縫

親ノ配偶者（印チ縫子ノ實親）ガ生存シ、繊親ト實親トノ婚姻

ガ織綾シテ居ノン以上ハ、爾者ノ問ニハ、從來ノ情誼名分ガ存

シテ居ノレガ故二、タトヒ家ヲ異ニスルニ至ノレモ、從來ノ親族

關係ハ、之二因リテ當然二浴滅スベキ限リニ非ズト解スベ：キ

デハナカツタ・ウカ。果シテ然ラバ、自分ハ織親ノ去家ガ、

本家相績、分家叉ハ騒絶家再興二因リタノγト否トヲ問ハズ、

縫親子關係ハ之二因リテ滑滅セズト解シタイζ設一】。是レ、

縫親ノ去家ガ養親ノ去家ト異ナノレ重要ナノン鮎デアツテ、婚姻

叉ハ縁組二因リテ他家ヨリ入リタル養親ノ去家ハ、其ノ去家

ノ原因ガ本家相績、分家又ハ腰絶家再興二非ザル限リハ、常二

其ノ養親ト養子トノ親族關係ヲ溝滅セシムルト　（民七三〇條

II、七三一條〉大イニ趣ヲ異ニスルモノデアル。但シ、其後

實親ノ死亡二因り、縫親ト實親トノ婚姻ゴ解浴スルニ於テハ、

民法第七百二十九條第二項ヲ類推適用シテ、縫親ノ在ノレ家ガ

子ノ在ノレ家ト本家分家叉ハ再興家ノ關係存セザルニ於テヘ

縫親子關係ハ弦二始メテ漕滅スルニ至ルト解スベキデア・ウ

（後段（甲）ノ（2）滲照）。此ノ黙二關スル學説、判例、同答ハ未

ダ之ヲ知ラナイ。タダ次二掲グル司法省ノ同答ハ、姻族關係

ノ溝滅二關スルモノデハアノレガ、均シク民法第七百二十九條

第二項及ゼ同第七百三十一條ノ適用二關スルモノデアツテ、

．其ノ論旨ハ之ヲ参考スルニ足ルモノガァ・ウ【謡＝】。
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【註一】結果同設。宮田四八學士法典質疑問答民法親族三頁。奥田博士親族法

講義五入七レ五入入頁。異論。岡松博土前掲論文二九頁。長島學土前揚論文

二三、二四頁。岩田新氏親族相綾法綱要一三頁。

【註二】廣島縣芦品郡福相村長代理助役伺（大正五年四月一入日）

夫｝共二分家γタψ妻ガ夫死亡後ハ本家トノ親族關係♪・清減スルチ以テ本家

二入籍スシコ下チ得ザかヤ（妻ハ婚姻二因り本家二入リタかモノニジテ他二

親族關係ナキモノ）

0法務局長同答（大正五年一〇月二一日民第六二九號）

問合二係ル場合二於テハ姻族關係ハ清滅セズ從テ妻ガ本家戸主ノ姻族ナル場

合二於テハ分家及夫ノ死亡ノ事實ハ逡妻ガ亡夫ノ本家二入籍スシコ｝チ妨ゲ

ズ

（B）。繊親ガ離婚二因リテ家ヲ去ツタ場合。

此ノ揚合二付キテヘ民法第七百二十九條第一項ノ規定スノレ

所デ、繊親ガ離婚二因ヲテ婚家ヲ去ルト否トヲ問ハズ、離婚

ノ時ヨリ縫親子關係ハ浴滅スル。從ツテ此ノ場合二於テ、縫

親子關係ガ滑滅スルニ至ルハ、縫親ト縫子トガ其ノ屡スル家

ヲ異ニスルコトニ離因スルニハ非ズシテ、離婚アリタルコ奮

二臨因スルモノデアルコトヲ注意スベキデアル【護】。

　【註】民法施行前二於テモ、次ノ様ナ先例ガアノレ。

　　山形縣伺（明治二〇年一月一一日）

　戸主ノ父（養實）隠居己レノ妻（他ヨリ入嫁セジモノ）チ離婚ソ俵然同家族二据

　置キ其身ハ他＾入籍（養子入夫ヌ！・分家復籍等）ノ儀實際不得止事情ア7レモノ

　ハ嘉許不苦儀二候哉果シテ苦γカラズトヤバ離婚ノ妻戸主ノ養母叉ハ謹母ナ

　ヲレ時ハ戸圭ヨリノ綾梱如何相心得可然哉

　O司法省指令（明治二〇年二月四日）

　伺ノ趣左ノ通必得可ジ
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　　前段　隠居者己ノ妻（他ヨリ入嫁セシモノ）チ離婚シ其身他へ入籍ノ儀不得

　　止事情アノレモノハ悪許苦モ／カラズ但離婚シタル妻テ其儘戸主ノ家族二据

　　置（同居叉ハ附籍トスかハ格別）候儀ハ相成ラズ

　　後段　戸圭コ於テ養母又ハ縫母ノ綾柄ナキモノトス

（C〉。繊親ガ婚姻ノ取溝二因リテ家ヲ去ツタ場合。

此ノ揚合二關シテハ、特二明文ガァルノデハナイガ、縫親ト

實親トノ婚姻二結果シタ繊親子關係ハ、其ノ婚姻ガ取漕サル

レバ、之二因リテ當然浩滅スル。蓋シ婚姻ノ取清アレノヘ其ノ

婚姻ノ存スルコトニ因リテ生ジタルー切ノ法律上ノ敷果ハ、

此時カラ將來二向ツテ消滅スベキガ故二（民七八七條1）、縫親

子關係モ、其ノ基本タノン婚姻ノ取潰アレバ、爾後浩滅セザル

ヲ得ナイカラデアル。縫親ガ婚姻ノ取溝二因リテ、其ノ婚家

ヲ去ル場合ナノンカ否カニ依ツテ、之ヲ匠別スルモノデハナイ。

從ツテ此ノ場合モ亦（B）ノ揚合ト同ジク、繊親子關係ガ消滅

スルニ至ルハ、縫親ト縫子トガ其ノ屡スル家ヲ異ニスルコト

ニ蹄因スルニハ非ズシテ、婚姻ノ取浩二直接蹄因スルモノデ

　アルト言ハネバナラナイ。之二反シテ、縫親ト實親トノ婚姻

ガ無敷ナノレ揚合ニハ、從來存シタ纏i親子關係ヲ潰滅セシムル

ヤ否ヤノ問題ヲ生ズル余地ハナイ。蓋シ婚姻ノ無敷ハ、婚姻、

成立ノ當時二遡ツテ、初ヨリ織親子關係存セザリシコトニナ

ノシカラデアノレ。

　（2）。繊親ガ生存配偶者デアル場合ノ去家。

實親ガ死亡スルモ、生存配偶者タル縫親ガ、筒ホ其ノ家（婚一
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家）二止マル以上ハ、縫親子關係ノ漕滅セザルコトハ、民法第七

百二十九條第二項ノ規定ヨリシテ疑ノナイ所デアル。其後生存

配偶者タノレ縫親ガ其ノ家ヲ去ルニ於テハ、其ノ去ルニ至ッタ原

因ヅ、婚姻、養子縁組、親族入籍等ノ如ク、生存配偶者ノ意思

二基キタノγ場合ナルト、然ラザル揚合（例ヘバ戸主ノ離籍権行

使ノ結果。民七四九條III、七五〇條1取謡】）ナノレトヲ問ハズ、

去家ノ時ヨリ縫親子關係ハ滑滅スルト説クノガ通読デアル（民

七二九條）。

　【註】廣島縣墜三郡三次町長代理助役稟講（犬正一一年一〇月二入日）

　戸主ノ同意チ得ズミ／テ婚姻チナシー年以内二夫叉ハ妻ノー方死亡シタノレ場合

　生存配偶者タァレー方ノミチ離籍スァレコトチ得ルヤ將タ婚姻解潰γタ7レテ以テ

　灘影籍ス7レコトチ得ザァレモノナ》ヤ

　O戻事局長同答（大正一一年一一月二九日民事第四一入六號）

　前段貴見ノ通

　或ヒハ、民法第七百二十九條第二項ノ「家ヲ去リタルトキ」ト

アルノヲ、生存配偶者ガ婚家二i封スル從來ノ情誼ヲ棄テテ、全然

其ノ家ト關係ヲ絶ツノ意思デ其ノ家ヲ去ノシ場合ノミヲ云フモノ

デァッテ、離籍ノ如ク、生存配偶者ノ意思二反シテ家ヲ去ラシ

メラノレル揚合ハ、之ヲ包含セズトナス見解ガアル（大正五年一・

一月二五日盛岡匿裁判所判決。後段【謎一】【註二】参照）。戸主権

乃至離籍権ノ本質ヨリ考ヘレバ、必ズシモ不當ノ見解デハナイ

様デアルガ【註一】、民法第七百二十九條第二項ハ、縫親子關係ノ

本質ヨタ見テ、縫親子關係ノ基礎タル實親ノ死亡二因ソ、實親
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ト縫親トノ婚姻ガ解滑シタ事實ト、其後縫親子其ノ家ヲ異ニス

ノンニ至ツタ事實トニ基イテ、法律ガ髭親子關係ヲ存綾サセテ置

ク必要存セズト爲シタ規定ト見ノレ方ガ穏當デハアノレマイカ。從

ツテ自分ハ通説二從ツテ、右ニツノ事實存スルニ於テハ、生存

配偶者タノレ縫親ノ意思二基キ、縫親子其ノ家ヲ異ニスルニ至リ

タルト否トヲ問ハズ、常二緩親子關係ハ、絡局的二浴滅スルモ

ノト考ヘル（大正八年五月二〇日大審院判決。大正二年一二月

二三日愛媛縣西宇和郡翼穴村戸籍吏菓伺二封スル同三年一月一

四日法務局長同答滲照思註＝翌。

　【謡一】現二前掲盛岡匿裁鋼所興決ノ理由二「被告ガ原告チ離籍シタァン事實ハ

　乙第三號＝依リテ之チ認メ得ベシパト錐ドモ該爵鵬ニヨリデ原告ト被告ノ父一一

　鄭間ノ縫母子ノ關係ハ解潰シタリトノ論決ニハ同意スヌレコトチ得ズ、蓋シ離

　籍トハ戸主ガ其ノ意思二惇戻スル家族二封…ン特定ノ場合二於テ其家族タノレ特

　権チ鍋奪ス7レ制裁チ云フモノニシテ之ニヨリテ家族者タァレ身分チ喪失シ從ツ

　テ家族トシテハ戸主ヨサ扶養デ受クル権利チ主張スかコト能ハザヌレニ至ヌレペ

　シト錐モ親族タシ身分チモ剥奪スルモノニアラズ」ト訊イテ居か（法律新聞

　一二三九號二四頁参照）。理由書中二原昏トアかハ「篠原キヲ」ニシテ被告藤原

　清ノ父一郎ノ縫母（一郎ノ父喜代松ノ後妻）タリシ者デアヌレ。被告トア船ず藤

　原溝Jニシテ原皆篠原キフノ亡夫ノ孫デアノレ。議論ノ中心ハ、大正五年入月

　三十月二戸主タ勲清ガ民法第七百四十』九條第三項ノ規定二從ヒテ、生存配偶

　者タル縫組母「キフ」チ離籍ジタ1レコトニ因リテ、「一郎」『ト「キワ」トノ問二於

　ケか縫母子關係が清滅スベキヤ否ヤニ在7レ。縫子一耶二封ジテ扶養料ノ講求

　夢爲サズニ　ー鄭ノ子ノ清二封シ之チ求メタノハ、一鄭ハ現在、清ノ家族デ

　アッテ、何等1資産チ1有ミンテ居ラナカツタカラデア疵（民九五三五條］ユ）っ此ノ扶

　讐料講求事骨ハ第一審二於テ原皆「キハ」ノ勝訴トナツテ居ノンガ、第二審（大

　垂ヒ年一二月五日盛岡地方裁鋼所瓠決）第三審（後段〔註二〕参照）共二「キフ3
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ノ敗訴トナツテ居7レ。

註二】O大正五年一一月二五日盛岡匠裁鋼研鋼決一民法第七百二十九條ノ

規定中其ノ家チ去リタ7ントキハ離籍ノ如キ纏父母ノ意思二反ジテ家チ去ラジ

ム，ン場合チ包含スルモノニ非ズシテ縫父母ガ親族關係テ解潰スか意思嵩出デ

任意二縫子ノ家チ退去シタル場合二限ンレモノト解セザァレチ得ズ（法律新聞一

二三九號二四頁）。

O大正入年五月二〇日大審院興決一民法二於テ「家チ去リタか下ヤ」下アかハ

必ズシモ當事者ガ任意二其家チ去リタ7レトキノミチ指樗ス7レニ弄ズシテ裁鋼

上ノ離婚ヌ．ハ離縁ノ如〃其意思二基カザル場合チモ包含セシム泌法意ナリ從

ツテ民法第七百二十九條第二項や當事者ノ意思二基カザか場合チモ包含スァレ

モノ下解スツチ相當トス（大審院民事鋼決録二五輯一三巻七九三頁）

O大正三年一・月一四日法務局長同答

愛媛縣西宇和郡眞穴村戸籍吏稟伺（六正二年一二月二三日）

戸主ガ實父死亡後民法第七百四十九條ニヨリ縫母チ離籍セシトキハ同法第七

百三十～條ノ適用ナキチ以テ同法第七百二十九條第二墳ニヨリ姻族關係及親

族關係ハ當然濱減スベキヤ

同答（大正三年一月一四日民第一七號）

貴見ノ萢

　從ツテ後日、生存配偶者ガ離婚離縁親族入籍等二因リテ、再

ゼ縫子タリシ者ノ家二入ノレコトアノンモ（民七三九條パ最早繊親

子關係ハ復活スルモノデナイコトハ既蓮シタ通リデアル（本節

第一項（6）参賑）。之ヲ要スノレニ、此ノ場合二於ケル繊親子關係

ノ浩滅へ縫親子關係ノ基礎ヲ爲シテ居ツタ實親ノ死亡二因り、

實親ト織親トノ婚姻ガ解滑シタコトト、更二生存配偶者ノ去家、

アリタルコトトニ蹄因スルモノデアル。

　但シ、法律ハ生存配偶者ガ本家相績、分家又・・塵縄家再興轟
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因リテ、其ノ家ヲ去ツタ揚合4ハ、從來ノ縫親子關係ヲ溝滅セ

シメナイ（民七三一條）。蓋シ從來親子ノ情誼名分ノ存シタ者ガ、

一朝實親ガ死亡スレバ、直チニ從來ノ親族關係ヲ溝滅セシメナ

イ趣旨（民七二九條II）ヲ貫徹セシメンガ爲メニ、此ノ場合二限

リ、本家、分家、再興家ヲ以テ、尚ホ廣義ノー家ト看徴シタモ

ノデア・ウ【謡一】。從ツテ此ノ規定ハ、未ダ親子ノ情誼名分ガ

存シナイ者同志ヲ律スル規定デハナイ。從ッテ民法第七百三十

一條ガ、從來縫親子關係ノ存スル者同志ヲ律スルニ當ツテ、本

家、分家、再興家ヲ以テ同一ノ家ト看倣スカラト云フテ（民七

二九條II七三一條）、新タニ縫親子關係ヲ登生セシムル場合二、

本家、分家、再興家二在ル者ヲ、同一ノ家二在ル者ト看徴スコ

トハ、不當二民法第七百三十一條ヲ籏張適用シタモノデアルト

言ハネバナラヌ【註＝調。

【該一】民法第七百三十一條ノ立法趣旨ニジテ果シテ然ラバ、生存：配偶者タンレ

鐙親力“、鐙子ノ家二入かガ：爲メニ、其ノ婚家（死亡者ノ家）チ去かガ如キ場合二

於テモ、從來ノ纒親子關係ハ浩滅セズトナスガ、至當デハナカソタロウカ。少

〃トモ法律ハ、縫親ガ本家。分家、再興家二在7レコ1・チ以テ、爾ホ從來ノ家二居

1レト同一親シテ居アレコトニ封比シデ、櫻衡チ失シテハ居ラヌダロウカ。之ガ實

例ハ、明治四十四年二月十四日ノ民刑局長ノ同答二求ムァンコトガ出來アン。郎

チ戸主友添友吉ハ軍人デア即。明治四十三年九月二十九日公務ノ爲メ死娯シ

タノデ、其ノ唯一ノ家族タ7レ美佐ヨリ、軍人恩給法（同法二七條三三條同施行

規則三條四條滲照）二俵り扶助料請求書チ差出シタ。海軍省デハ、右美佐ハ友

吉ノ實父西方善五郎ノ後妻デハア1レガ、善五耶ノ死後、友添友吉ノ家二親族

入籍チ爲ジタモノデア1レカラ、民法第七百二十九條第二項二鉄り、友吉ト美
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佐トノ縫母子關係ハ、其時チ以テ止ミタ膨モノト解シタガ、之二付キ司法省

ノ意見チ求メタ。司法省民刑局長ハ之二封ジ貴見ノ通ト思考致候」ト同答チ

與＾テ居ψ（前掲二八頁〔註二〕参照）。

友添友吉ノ戸籍謄本ダケデハ、友吉が友添家二養子二行ツタノハ明治三十二

年入月二十六日デアル帆美佐ガ其ノ實家タル新開家カラ西方善五郎ノ所＾

嫁二行ソタノガ、．右縁組以前デア疵ノカ、叉ハ其ノ以後デアルノカ判謄ンナ

イ。海軍省人事局長ノ照會文・二「美佐ハ西方家チ去リタかチ以テ軍人友吉ト

幾母子タル關係ハ止ミ」トアノンカラ、友吉ガ友添家二夫ダ養子二行カナイ中

二、美佐ハ友吉ノ父善五郎ノ所＾嫁二行キ、友吉ト美佐トノ問二嶽母子關係

ガ雲生ジタ後二、友吉ガ西方家チ去ツテ友添家二養子二行ツタモノラシイ。

果γテ然ラバ、友吉ガ友添家二養子二行ツタ後二於デモ、西方家冨ア膨美佐

塾友吉トハ幾母子ノ關係ガ存スかコトハ、更二疑ヒガナイ。其後西方善五鄭

ガ死ンデ長男ノ善次鄭（友吉ノ兄）ガ戸主トナツタ後二、美佐♪・（或bハ長男善

次鄭ト謹母美佐トノ間ガi折合ガ悪カツタノカモ知レナイ）明活四十二年八月

三十日二友添家ノ戸主友吉ノ家二親族入籍ジタノデアツタ。民法第七百二十

九條第二項及ビ同第七百三十一條ノ解繹上、タ｝ヒ生存配偶者タか縫母ガ、縫

子ノ家二入アレガ爲メニ、其ノ婚家チ去1レ場合デアツテモ、縫親子關係ハ婚家チ

・去ルコトニ俵テ直チニ浩滅スベキモノデアロウ。タダ残iサレタ問題ハ、美佐

ト友吉トガ家チ異ニジテ居ル問ハ、縫親子デアFレガ、家チ同ジグシテ共二友

添家凋在か二至ラバ．縫親子ノ關係ヲゴ消滅スルト云フコトガ、果シテ從楽ノ

情誼二反スル貼ナキヤ否ヤ｝云フ貼デアァレ。民法第七百三＋一條ガ從束ノ情

誼名分二從ソテ、生存配偶者タψ縫母ガ本家、分家、再興家＾去ルコトハ、

爾ホ婚家二留マノレト同一観ス1レ趣旨ト比較スレバ、或ヒハ立法ノ不備デハナ

カツタロウカ。

【註二】結果同講。長島學士前揚論文一六頁。

異説。岡松博土前揚論丈二三頁。和田學士前揚書一〇〇、・一〇一頁。

（乙）。縫子ガ縫親ヲ残シテ家ヲ去ツタ場合。

子ト父ノ後妻叉ハ母ノ後夫トガ、同一ノ家二在ルガ故二、雨
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者ノ問二縫親子ノ關係登生シタ後二、縫子ガ婚姻、養子縁組℃

分家等ノ事由二因リテ、縫親ノ家ヲ去ルトキハ、縫親子其ノ家

ヲ異ニスルニ至ノレ。此ノ揚合二、縫子ガ其ノ家ヲ去リタル後モ、

從來ノ縫親子關係ハ依然トシテ存績スベキカ。岡村博土ハ、家

ノ同一ナルコトハ、縫親子關係登生ノ原因ナノレガ故二、此ノ要

件ノ浩滅ハ、帥チ縫親子關係溝滅ノ療因ナリト読イテ居ラレル

（同博士親族篇七二頁乃至七四頁）【註一】。然レドモ、縫親子關

係ガ登生スルガ爲メニハ、纏親子其ノ家ヲ同ジウスルコトヲ要

スルト云フコトハ、當然二繊親子關係ガ生ジタル後壬、引綾キ家

ヲ同ジウセザルベカラズト云フコトヲ意味スルモノデハナイ。

博土ノ論法ヲ以テスレバ、妻ハ婚姻二因リテ夫ノ家二入ツテ來

タモノデアルカラシテ、夫ノ死亡二因ソ右姻姻ガ解潰メレバ、

妻ハ當然二夫ノ家ヲ去ラネバナラヌデア・ウシ、叉妻ト夫ノ血

族トノ間二生ジタ姻族關係モ、此ノ婚姻ヲ原因トシテ、始メテ

登生シタモノデアルカラシテ、夫ガ死亡スレバ、當然右姻族關

係ハ浩滅スルト云ハザルヲ得ヌデア・ウ。而モ斯クノ如キハ・

明カニ民法第七百二十九條同第七百三十九條及ピ同第七百四十

一條ノ規定ノ趣旨ヲ没牧スルモノデアルト言ハネバナラヌ　（奮

民人事二四八條参照）【註二】。

　【註一】以上ノ他、岡村博士ガ其ノ潰極論ノ根擦トジテ述ベラ1レ7レモノハ、目

　　〃（1）鐙親子ノ關係ノ如キ人爲的非自然的ノモノハ成アレベク其ノ場合チ縮少

　　セザかベカラズ（2）若シ離籍チ以テ縫親子ノ關係潰滅ノ原因ト：爲サザかトキ

　　ハ父母婚姻ノ前二家チ去リタル子ト其後二家チ去リタル子ト均シ〃飽家試在
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　　リテ其ノ父母二封スル駅況ハ全ク同一ナか二一方ハ縫親子ノ關係チ存セズ他

　　方ハ之チ存スルノ奇襯チ呈スベγ（3）民法ガ離婚昌關ジテノミ縫親子關係ノ

　　消滅原因タπ・コトテ規定シタかコトハ直チニ縫子ノ離籍チ以テ其ノ浩滅原因

　　タラズ｝：爲ス趣旨二非ズ鐙子ノ離籍ガ其ノ潰滅原因タψヤ否ヤニ付キテハ全

　　ク法律二規定ナキガ故二慣習若グハ條理二由リテ鋼断スルノ外アラズ然Pレユ

　　慣習ハ曖昧ニシテ信憲スル晶足ラズ條理二由リテ論ズレバ離籍チ以テ縫親＾子

　　關係ノ清滅原固ト爲スノ正當ナかコト上昌遙ブか所ノ如γト。然レドモ此等

　　ノ論鮎二付テハ、或ヒハ既二之チ論評ミソ、或ヒハ後段二於テ之チ論評スベキ

　　ガ故二、蛇二之テ詳述ジナイ。

　｛註二】静岡縣小笠郡無木村戸籍吏代理助役伺（明治三一年九月一1六日）

　　婚姻後其一方ガ死亡ジタァレ後離別γテ實家二鰭セントスか毛ノハ離婚二候り

　　取叛可然哉將タ民法第七百三十ヒ條戸籍法第百四十六條二擦ルベキ乎

　O民刑局長同答（明治三一年一〇月一二日民刑第一五〇入號）

　　後段御見込ノ通

　　富山縣下新川郡新屋村戸籍吏伺（明治三一年べ月一〇日）

　　夫ノ死亡ジタを者生家＾復籍ス砂トキハ離婚復籍ナ霞・ヤ將タ離縁復籍ト総ス

　　ル’モノナ7レヤ

　O民刑局長同答（明治三一年九月一九日民刑第一〇三〇號）

　　婚姻ハ夫ノ死亡二因り解溝スψモノナンレガ赦二逡妻ガ實家・・復籍ス彪ハ離婚

　　復籍ニモアラズ叉離縁復籍ニモアラズ民法第七百三十七條二篠リテ爲ス復籍

　　ナリ

　O從ッテ、寡嬬ガ其ノ生家タψ實家二復露セントス即モ、實家ノ現戸主ト何等

　　親族關係ナキ以上ハ、民法第七百三十七條二俵ル實家入籍ハ、之チ：爲ろ二由

　　ガナイ（明治三四年三月七日和歌山縣日高郡松原村戸籍吏伺二i封スァレ同年同

　　月二入日司法省民刑第二入：二號民刑局長同答参照）。

　岡松博士ハ、縫子ガ去ソテ新タニ入ル家ト、繊親ノ在ル家ト

ノ問二實家・本家・分家、再興家ノ關係ガ存スレバ、タトヒ縫

子ノ去家アルモ、從來ノ織親子關係ハ潰滅シナイガ、然ラザル
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限リハ潰滅スルト説カレテ居ル（岡松博士前掲論文二〇、二一、

二二九頁）。蓋シ博士ハ、此等ノ關係ノ存スル家二在ルハ筒ホ廣義

二於テ同一ゾ家族團膿二属スルモノト認ムルガ故デアル。從ツ

テ博士ハ廣義ノ家ノ同一・ヲ以テ、繊親子關係ノ登生要件ナリト

ナスト同時二、叉其ノ存綾要件ナリト解セラレテ居ル。然レド

モ、家ノ同一ナルコトハ、縫親子關係ノ登生要件デハァルガ、

スベテノ場合二於ケル其ノ存績要件ヲ爲スモノデナイコトハ既

述シテ來タ通リデアルカラ、此ノ読ニモ賛同スルヲ得ナイ。

長島學士ハ、縫子ノ去家ガ髭親子關係ヲ絶止スル主旨二出デ

タモノデアルカ否カニ依ツテ、其ノ結論ヲ異ニスルト読カレテ

居ノレ。例ヘバ、縫子ガ婚姻又ハ養子縁組二因リテ他家二入ッタ

｝キニハ、從來ノ縫親子關係ハ之二因リテハ清滅ジナイガ、縫

子ガ離籍セラレタ様ナ揚合ニハ、消滅スルトナス（長島學士前

掲論文二四頁）。然レドモ、繊親子關係ノ登生乃至溝滅ヲ・當事

者ノ意，慰二係ラセノレハ、縫親子關係ヅ養親子關係ト異ナル本質

ヲ没牧スルモノデアッテ、之亦俄カニ賛同スルヲ得ナイ。況シ

テ、縫子ノ離籍ヲ以テ、縫親子關係ノ浦滅原因ト解スルハ正當

デハナイ。蓋シ離籍ハ、戸主ガー家ノ統轄ノ爲メニ、家族二封

シ其ノ家ヨリ去ラシムルコトヲ目的トスルー方行爲デアツテ、

其ノ目的トスル勝ハ、家族關係ノ喪矢デアツテ、親族關係ノ喪

失デハナイ。戸主灌ノ本質ヨリ云フモ、戸主ノー方行爲二依り

親族關係喪失ノ結果ヲ來スニハ、特別ノ明文アノシヲ要スノレ（民
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七二九條II、七三〇條1∫、m、七四九條III、七五〇條II。前段’

（甲）ノ11）滲照）。特別ノ明文ナキニ拘ラズ、而シテ實子乃至養

子ノ離籍ハ親子關係ノ浩滅ヲ來サザル高拘ラズ、猫ソ綴子ノ離

籍ガ親子關係ノ溝滅ヲ來ストナスハ、當ヲ得ナイ様二思ハレル。

寧・、一般原則二立戻ッテ、縫親子ノ關係ノ＼特別ノ規定ナ

キ限リハ、實親子ノ關係二同ジキガ故二（民七二八條〉、民法第

七百二十九條ガ、縫子ノ去家ヲ以テ、織親子關係ノ溝滅療因ト

ナサザル以上ハ、タトヒ縫子ノ去家二因り、織親子其ノ家ヲ異

ニスルニ至ノレモ、親族關係ハ之ガ爲メニ浩滅スル限リニ非ズト

解スベキデハナカ・ウカ監註曇。

　【霰】嗣魏。坂本三郎氏親族法講義三七、三入頁。柳川勝二氏親族法要論三五

　頁（註二）。仁井田博士親族法相綾法論二二頁。和田予一氏親族法一〇一、一・

　〇二頁。森本富士雄氏日本親族法二七、三一頁。岩田新氏親族相績法綱要一・

　三頁。

此ノ織二關スル、我國ノ奮慣ハ必ズシモ明確デハナイ、服忌

令撰註分繹二載セテアル諸藩臣ヨリノ問合二封スル幕府有司ノ

與ヘタ同答ヲ綜合スレノ鰐前婚所生ノ子ガ織親子關係登生後二、

他家へ養子ト爲ツタ場合ニハ、之二因ツテ從家ノ縫親子關係ヲ

浴滅サシタ様デアノシ。帥チ…欠ノ如シ。

◎　安永九子年七月牧野備前守家家より服忌掛りね問合

先妻之嫁有之其後後妻相迎候得バ後妻と先妻之娘とハ縫母縫

子昌相成候右先妻之娘他ね養子二遣し候得バ相共二服忌無之

候哉
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　禽書面之通二而候

◎　安永二己年五月小笠原越中守家來よう服忌掛ね問合

　他家之養子二羅成候者ノ縫母忌服定式二請候哉叉地ね養子二

　羅越候ハハ孚減之服忌講候哉

　禽書面之通ハ實方繊母服忌不及沙汰候

◎　天明元丑年織田豊前守家來より松季i封馬守ね問合

　繊父母二被養他ね養子に滲り養家より叉他へ嫁候後右縫父母

　之服忌如何相心得可申哉

　禽書面之通被養候共無差別實方緩父母之服忌無之

　但シ、右養子ハ「家督相績ノ養子」二限ラレテ居ツタ様デアル。

元文元年九月ノ服忌令追加二「家督相績酸養子たる者實方護養

母嫡母縫母服忌無之分地配當せざる養子ハ右之服忌可受之」ト

アルシ、叉天明七年未年牧野備前守家來倉澤又右工門ヨリ松季

封馬守へ問合二封スノシ同答二「書面之通ハ如仙家督相績之養子

二候得ハ實方縫父服忌無之二准し縫父之服忌無之」トアルカラ。

而シテ服忌令撰註ノ著者長山庄右衛門氏ハ之二封シテ更二r養

女養家二而入聾も不取縁二も不附候得ノ～織母定式之服忌二而候

尤入聾を取候哉或ハ他ぬ嫁し候得ハ實方之縫母二相成候問服忌

不及沙汰二候服忌令追加見合也御掛り松・準封馬守様二而御附札

不定哉」ト附加シテ居ノ唯謡】。

　【註】前婚所生ノ子ガ實親ノ再婚前二跣二他家＾入リタノレ場合ニモ、之ト同襟

　　ナ筆法デ取級ツタ同答モアノレo
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元文二己年八月山本出雲守より服忌掛江問答

養子二参候者賛母死去ニテ實父後妻を捻候ハハ縫母二準じ申候哉叉ハ服忌令

二初より同居せざれバ服忌無之と有之候右ノ儀二而養子二参り候以後二呼取

候父之後妻服忌受不申候哉

禽書面之通ハ實方、縫母二而候初ぶり同居ぜざれバ服、忌無之と有之候ハ養子参

り候者之事亀候養子二参候者ハ實方の養母麓母嫡母服忌無之但分地配當ぜざ

る養子右之服、忌有之候是亦同居せざれバ服忌無之

（丙）。縫親ト縫子ト1ガ同時二家ヲ去ツタ場合。

　（1）。繊親ト縫子トガ共二家ヲ去ルモ共二同一ノ家二入ル揚

　　　合Q

（a）。例ヘバ、長男甲ヲ有スル女戸主ガ、乙男ト入夫婚姻ヲ爲

　シ、入夫ガ戸主トナツタ後二、妻ガ死亡シタルニ依り、入夫

乙ハ魔家ノ上、縫子甲ト共二更二他家二入夫婚姻ヲ爲シタル

場合二於プハ、甲ト乙トノ問二存シタル從來ノ縫親子關係ハ、

之二因リテ、如何ナル影響ヲ受クベキカ。

　司法省ハ、民法第七百二十九條第二項ハ縫子タジシ甲ヲ其ノ

　家二残シテ、縫父ガ婚家ヲ去ル場合二適用、アルモノデアツテ、

　設例ノ如ク、繊観子共二他家二入ル場合ニハ、其ノ適用ナキガ

　故㍉織父子關係ハ依然存績スル旨ノ同答ヲ與ヘテ居ノシ【註】。

或ヒハ、同條同項ハ生存配偶者タル縫親ガ、其ノ婚家ヲ去ル

ニ方喬テノ、、繊親子房遍係ノ7倉滅ス♂・ミキコ1トヲ規定シ、其ノ去家

　ノ原因ガ、本家相綾、分家叉ハ康絶家再興二非ザル限リハ、

親族入籍タルト、養子縁組タルト、婚姻タルトヲ問ハナイノ
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ミナラズ（民七二九條∬、七三一條〉、其ノ縫子タリシ者ガ、

縫親二件ハレテ共二他家二入ル結果トナルカ、若クハ其ノ家

二留ルコトトナルヵヲモ画別シテ居ラナイ。從ツテ、此ノ場

合民法第七百二十九條第二項ノ適用ナシトシテ、縫親子關係

ヲ存綾サセルノハ、明文二反スル様二思ハレルシ、叉法規ヲ

離レテ其ノ實質ヨリ観ルモ、繊子ノ入籍ハ、塵家行爲二必然

結果スノレ所デアッテ（民七六三條パ當事者ノ意思ハ縫子タリ

シ者ヲ其ノ婚家二残留スル場合ト、何等樺プ庭ガ無イカラシ

テ、縫子ガ縫親ト共二他家二入ル結果ニナツタカラト云7テ、

特二民法第七百二十九條第二項ヲ殊更二縮少解繹シテ、縫親

子關係ヲ存績セシムル必要ガナイデハナカ・ウカト云7見解

モ考ヘラレル（【設】ノ甲説参照）。

【註】漁戸市戸籍吏伺（大正三年七月一〇日）

　長男甲チ有スか女戸主乙男ト入夫婚姻ジ入夫戸主トナレリ後チ妻死亡ス而デ

　入夫ハ更二旗家ノ上懸子甲ト共二入夫婚姻戸主トナレリ此場合甲ト乙トハ爾

　ホ懸親子關係チ持繧ス疵ヤ否二付左記雨説アΨ何レガ正當ナリヤ

　甲説縫親子關係ハ夫婦ノー方ガ死亡シタ砂場含二於デ生存配偶者ガ其家チ

　　去リタ膨トキ浩滅スベキコトハ民法第七百二十九條第二項ノ規定スか虚左

　　レバ纒令慶家ノ上綴子タリγモノト共二入夫婚姻テナス｝錐ドモ事實ハ婚

　　家チ去リタアレモノニγテ縫子ノ蓮甕ハ畢寛適法二慶家セシ結果之レニ俘ヒ

　　シモノニテ虐Pチ縫子タリモンモノチ婚家二幾留ミソ去リタノレ¶ト何等澤ブ塵・無之

　　二付甲乙間縫親子關係ナキモノトス

　乙訊纒親子關係ノ潰滅スベキ場合チ規定シア砂民法第七百二十九條第二項

　　ノ夫嬬ノー一方ガ死亡ジタか場合こ於テ生存配偶者ガ其家チ去リタ痢トキ云

　　々トアかハ即チ縫子タリシモノチ其家二淺・ン鐙父力“婚家チ去リタ療場合チ
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　指シタ砂モノニジテ適法二塵家シ灘子ガ嘗然纒父二從ヒ地家二入りタ7レ場

　合等ハ包含セズ從漸縫親子關係ハ俵然懸嚢スベキモノトス

O法務局長同答（大正三年入月八日民第一二〇五號）

　本年七月十日附第二三一九九號稟伺ノ件乙ガ適法二旗家ジテ甲ト共二他家二

　入リタル場合二於テハ乙｝甲｝ノ間二縫父子關係葎綾スル・儀ト思考致候艶段

　本官ヨリ及同答候也

然シ、自分ハ此ノ民法第七百二十九條第二項ヲ根擦トシテ、

縫親子關係ノ荏綾ヲ否定セントスル議論ニヘ賛同スルヲ得

ナイ。蓋シ、同條同項ハ元來縫親子關係ノ基礎ヲ爲シテ居ツ

タ實親ノ死亡二因り、實親ト織親トノ婚姻ガ解溝シタト云フ

事實ト、生存配偶者タル縫親ノ去家二因入縫親ト繊子トヅ

其ノ家ヲ異ニスルニ至ツタト云7事實トニ基イテ、從來ノ灘

親子關係ヲ浩滅セシメタ規定デアル。從ッテ同條同項ヲ根擦

トシテ縫親子關係ノ潰滅ヲ主張シ得ルガ爲メニハ、少クトモ、

右ニツノ事實ガ存在シテ居ラネバナラナイ。タトヒ、縫親ガ

再婚シテ死亡配偶者ノ家ヲ去ルモ、織子ガ之ト共二其ノ婚家

二入ルニ於テハ、縫親ノ去家ガ從來ノ情誼ヲ棄テル意思二因

ツタモノデアノント否トニ拘ハラズ、縫親子其ノ家ヲ同ジクス

ルト云フ事實其ノモノニハ何等ノ獲ヲガナイ。此ノ事ハ、同

條同項ノ「家ヲ去リタルトキ」トハ、緩親ガ從來ノ關係ヲ絶ツ

ノ意思デ去家シナイ場合ヲモ包含スルト云7コトト封比シテ

見テモ（前段（甲）ノ（2）滲照）、此ノ場合、民法第七百二十九

條第二項ヲ根擦トスル縄親子關係存績否定論ハ正當デナイ様
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ヂアノン【註】。

【謎】同読。長島學士前揚論丈二〇頁。和田學士前揚書一〇二頁。古山學士親

　族法註解七二頁。森本氏前揚書三一頁。

但シ、此ノ縫親子關係存綾論ハ、相績二關シテ多少困難ナ問

題ヲ残ス様デアル。例ヘノヘ設例二於テ、乙ガ第ニノ入夫婚

姻ヲ爲シタル後、嫡出子丙男ヲ得タト假定スルモ、乙ノ先妻

ノ子甲男ハ、乙二封シテ依然縫子ナノレガ故二、常二丙男二先

チテ家督相績スルコトゴ出來ノγ（民九七〇條）。家督相績ノ順

位二於テ、家附ノ子デアリ、現戸主乙ノ實子デアル丙ガ、乙ノ

實子ナラザル、而モ、家附ノ子二非ザル甲二先ダタレルノハ、

極メテ情誼二反スル様デアノレシ、叉家系ヲ重γジ血統相受ケ

シムル家督相績ノ本義ニモ背戻スルモノノ檬デアノレ。然シ此

ノ事ハ、現行家督相綾法ガ、家督相綾入タルベキ者ヲ被相績

人（帥チ入夫乙〉其ノ人ノ血族（若クハ準血族）デアレバ足ヲ、

敢テ其ノ家ノ頑先ノ血族タルコトヲ要求シテ居ラヌ當然ノ結

果二他ナラナイ（皇位ノ織承一皇室典範一條一一一ト封照）。

ゆ）、以上（a）ハ、繊親ガ生存配偶者トシテ、縫子ヲ携ヘテ共

二他家二入ツタ揚合デアルガ、之ト異ナリ、縫親ガ其ノ配偶

者タル實親ト共㍉縫子ヲ携ヘテ他家二入ツタ場合ハ（民七

四三條∬、1∬。七四五條七六三條）、民法第七百二十九條ノ

適用論モナカ・ウカラシテ、縫親子關係ノ浩滅シナイコトニ

村テ～・、更二異論ノナイ所デァ・蒐置彊。
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　【謎】同読。岡松博士前揚論丈二九頁。長島學士前揚論交二三頁。

　（2）。縫親ト縫子トガ共二家ヲ去ソ而カモ各自別ノ家二入ル

　　　揚合

　其ノ實例ハ、之ヲ多ク求ムルコトヲ得ナイガ、叉経無デモナ

カ・ウ。例ヘノヘ縫子ノ婚家二實親ト共二親族入籍ヲ爲シタノレ

縫母ガ、其ノ配偶者（實親）ヲ失ヒタル後二、其ノ家ガ縄家トナ

ツタ揚合ノ如キガ、即チ是デアル【註】。帥チ縫子ハ其ノ夫ト共

二一家ヲ創立シ、麗母ハ之ト別二一家ヲ創立スルコトトナル（民

七六四條）。此ノ場合從來ノ縫母子關係ハ之二因リテ當然消滅ス

ベキカ

　　o
　【註】前段（甲）ノ（1）ノ（乱）参照。

前蓮（1）ノ場合ト同様二、縫母ガ、設例ノ如ク、生存配偶者

トシテノ去家デアリ且ツ織親子其ノ家ヲ異ニスルニ至ル場合デ

アレバ、漕滅スベキモ（民七二九條∬）、縫母ノ配偶者タル實親

ノ生存中二縄家トナッタ場合二於テハ、從來ノ縫母子關係ハ、

之二因リテ、何等影響ヲ受クベキ限リデハナイ。蓋シ此ノ後ノ

揚合二於テハ、縫母子其ノ家ヲ異ニスルモ、繊母子關係ノ基礎

タル實親未ダ生存シ、縫親ト實親トノ婚姻ガ縫績シテ居ノンガ故

デアノレ

　　O

者キベルタ
子
件
縫
要
ビ
ル
及
ス
親
關
縫
二

節三第
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レノス關二者キベルタ
子
件
縫
要

項醐第

本項二於テハ、父叉ハ母ノ、如何ナノレ種類ノ子ガ、其ノ父叉

ハ母ノ再婚二因ル配偶者二封シテ、縫子タリ得ベキヵノ問題（縫

子タルベキ者二關スル要件／ヲ硯究スル。父叉ハ母ノ、如何ナ

ノレ種類ノ配偶者ガ、其ノ父又ハ母ノ子二封シテ．縫親タリ得ベ

キカノ問題（繊親タルベキ者二關スル要件）ハ、此ノ問題ト’匿別

シテ、次項二於テ、之ヲ取扱フコトニシタ。勿論、縫子ト云ヒ、

縫親ト云フモ、共二相封的ノ言葉デアツテ、縫子ト云へ建、必

ズ繊親ノ存在ヲ前提トシ、縫親ト云ヘパ、必ズ縫子ノ存在ヲ前

提トスルモノデハアルガー從ツテ縫子タルベキ者二關スル要

件ト、縫親タルペ：キ者二關スノシ要件トハ・相合シテ共二縫親子

關係ノ登生乃至存在二關スル要件ヲ爲スモノデハアルヅー一研

究ノ便宜上、繊子タルベキ者其ノ人ヲ主トスル問題ト、縫親タ

ルベキ者其ノ入ヲ主トスル問題トご匿分シテ、之ヲ取扱フコト

ニシタ

　　O
（甲）、父又ハ母ノ自然血族タル子ト父叉ハ母ノ配偶者。

父ノ配偶者ガ子ノ母デアリ、母ノ配偶者ガ子ノ父デアル揚合

二於テハ、縫親子關係ノ問題ヲ生ズル蝕地ハナイ。蓋シ縫親子

關係ノ問題ハ、元來憂態ノ親子關係、帥チ父又ハ母ノ配偶者ニ

シテ子ノ母又ハ父ナラザルモノノ存スル揚合ニノミ生ズルモノ
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デアルカラデアノレ。從ツテ～以下説ク所ハ、父叉ハ母ノ子ト父

叉ハ母ノ配偶者トノ問二、自然ノ若クハ養子縁組二基因スル親

子關係ノ存セザル場合二關スル。

　（1）。父叉ハ母ノ嫡出子ト其ノ再婚二因ノン配偶者トノ關係。

　一般㍉織子タリ得ノレガ爲メニハ、少クトモ、其ノ子ハ、前

婚二因ツテ出生シタノレモノ、帥チ嫡出子タルコトヲ要スルヤ否

ヤニ付テハ、異読ガナイデモナイガ（後段滲照）、父又ハ母ノ嫡

出子ガ、其ノ嫡出子タル身分ヲ有スルガ故二、父又ハ母ノ再婚

二因ル新配偶者二封シテ、縫子タルコトヲ得ズトノ議論ハ、未

ダ嘗テ之ヲ聞イタコトモナイシ、又ソウシタ議論ノア・ウ筈モ

ナカラ：ウ。從ツテ嫡出子甲ヲ有スル父乙ガ、妻ヲ失ツテ後妻丙

ヲi婆ラガ、甲ト丙トノ問ニハ、縫母子ノ關係ガ生ズノンデア・ウ

シ、叉嫡出子甲ヲ有スル母乙ガ、夫ヲ失ツテ後夫丙ヲ迎フレノヘ

甲ト丙トノ聞ニハ縫父子ノ關係ガ生ジヨウ。叉同様二、庶子ガ

其ノ父母ノ婚姻二因リテ、若クハ私生子ガ其ノ父母ノ婚姻中二

於ケル認知二因リテ、嫡出子タル身分ヲ取得シタル後（民八三

六條1、II）、實母又ハ實父ヲ矢ツテ、實父又ハ實母ガ後妻叉ハ

後夫ヲ迎クレバ、其ノ嫡出子タル身分ヲ取得シタ庶子又ハ私生

子ハ、後妻叉ハ後夫二封シテ、縫子タリ得ル。

　又我民法ハ、婚姻取潰ノ敷カヲ翫往二遡ラシメナィカラシテ

（民七八七條1〉、婚姻取滑前ノ嫡出子モ亦同様㍉父母ノ新配偶

者二封シテ、縫子タリ得ノ畷誰】。蓋シ婚姻二因リテ出生シタル
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子ナル以上ハ、後日、其ノ婚姻ザ取浩サルルトモ、其ノ子ノ嫡

出子タル身分二何等影響ヲ及ボスモノデナイコト、猶ホ、共ノ

婚姻二付キ離婚アリタル場合ト同一デアルカラデアル。從ツテ

又、取溝シ得ベキ父母ノ婚姻二因り、其ノ取溜前二、嫡出子タ

ル身分ヲ取得シタル庶子若クハ私生子ハ、其ノ婚姻ノ取浩後、

父叉ハ母ガ再婚ヲ爲シタル場合二於テハ、其ノ新配偶者二封シ

テ縫子タリ得ベキヤ勿論デア・ウ。

　【駐】　同説。島田學±前揚書五三頁。柿原武熊撃士明沿法律學校民法親族編毒

　　義録二五頁。

　但シ鼓㍉父叉ハ母ノ嫡出子ガ、其ノ再婚二因ル配偶者二i封

シテ、縫子タソ得ルト云フコトハ、嫡出子タル者ハ、常二實父

ノ後妻叉ハ實母ノ後夫二封シテ、縫子デアルト云フコトヲ意昧

スルモノデナイコトハ勿論デア・ウ。

　（2）。父ノ庶子ト其ノ配偶者トノ關係。

　庶子ヲ有スル父ガ婚姻ヲ爲シ、若クノ・妻ヲ有スル父ガ婚姻中

私生子ノ認知ヲ爲シテ、父ノ妻ト父ノ庶子トガ、其ノ属スル家

ヲ同ジクスルニ至ル場合ガアツテモ（民七三三條乃至七三五條

七八八條八二七條八三二條〉、此ノ爾者ノ關係ハ、嫡母庶子ノ關

係デアツテ、縫母子ノ關係デハナイ匿註】。但シ、父ノ配偶者ガ

庶子ノ生母デアル場合ハ、自ラ別問題デアル（準正。民八三六

條）。

　【註】　埼玉縣龍埼玉郡別島村戸籍吏稟伺（明治四五年三月二～日）
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別紙戸籍寓中ノ齊藤フク義今同養子縁組届チ本村＾届出タリ右フクハ十五年

未溝ナ彫二付其家ニアか父母之レニ代り縁組ノ承諾チ爲シ且ツ届出人トナヌレ

ベキ義ナルモ右フグハ庶子ニシテ父長吉ハ實父ナかモ母ハ嫡母ナリト思慮ジ

嫡母ナレバ民法第入百四十三條二項ニヨリ親族會ノ同意チ要スベキヤ叉ハ軍

二實父ノミ縁組ノ承諾及届出人トナリテ足・レヤ疑義生ジタ1ン爲メ浦和匿裁興

本
籍
地
群馬縣邑樂郡海老瀬村六十九番地

前
戸
主 齋藤爾惣次
族構際民
灘制亡鷲醜綴男
父

母 瞥灘舗長男
齋　　藤　　弾　　藏
出　生 明治七年費月武日

戸主トナ
、｝タル原

因及ビ年
月日

父彌惣次死亡二因り明
治参拾七年拾戴月＋力
日戸主トナ7レ明浩参拾
入年壷月七日属出同日
受附

弟

父

紐
1亡齋灘警卜男

欝ノ1亡蠣鰍隅
長　　吉

出　生1明治拾力、年拾壷月七R

明沿四拾四年拾壷月五日邑樂郡海老瀬

村滲拾六番地小森谷勘藏三女きの私生

子女認知届出同日受附入籍 姪

父簾酷睡女母　1小森谷きの

謙トノ賑吉蔚女
フ　　　ク

出生黙腎諺年拾武願

明治四拾四年七月拾滲日邑樂郡海老瀬

村蔵百五拾六番地大塚六三鄭長女婚姻

届出同日受附入籍 弟
妻

父
母
1繊誉三劉長女

麟トノ賑謬
く　　め

出生階鵡雰壼鵬四

明治四拾四年七月煎拾四日届出同日受

附

姪

父簾麟1長女母　1　く　め
難トノ賑韻女

ふ　じ　の

出　生 階四拾四年胡鞭
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所＾伺書提出候虞親族會ノ同意チ得テ父ト共二糠組ノ承諾テ爲シ且ツ属出人

　トナルベジトノ解答アリタルニ付其旨届出人二通知ジ屑書チ却下ジタ、1故二

届出人ハ速二太田匿裁鋼所二串頭右ノ事項チ述べ親族會招集ノ申請チ爲ジタ

ルニ當事者フグハ明治四十四年一月五日認知ニヨリ入籍庶子トナリタ疸者ニ

シテ弟長吉妻クメハ明治四十四年七月十三日入籍ジタか者ナレバ右フクニ封

シ何等關係ナ〃實父長吉一人ガ縁組ノ承諾チ爲シ且ツ届出人トナレバ可ナリ

親族會ノ同意チ得砂必要ナシト申聞セラレタルニ付俵デ亦一旦却下シタ欺厨

書チ以テ届出有之各匠裁剣研ノ意見匠々ニシテ取扱上頗画困難致居候條至急

何分ノ御指示相成度此段稟伺候也

O民事局長同答（明沿四五年四月一五日民第六〇二號）

本年三月二十一日戸第一三二號稟伺ノ件嫡母庶子問ノ親族關係ノ解繹ハ貴見

ノ通，二有之候虚既二本件二關シ太田匿裁鋼所二於テ裁到ヲ’爲ジ其裁判チi攣更

セラレザψ限り實父ノミノ縁組承諾チ以テ有敷ナリトスル外ナキニ付キ其儘

届出チ受理相成度若シ未ダ裁判チ爲サザノレモノナ膨二於テハ太田匠裁弱所二

封シ更二親族會招集ノ申請チ爲サシム7レ様御取計ヒ相成度此段及同答候也

0太田匠裁剣所鋼事宛民事局長通牒（明治四五辱四月一五日民第六〇二號）

貴廃二於テハ嫡母庶子間ノ親族關係ハ婚姻後二認知セラレタ群者二限り饗生

ス〃モノ下解繹セラ膨ψ由然7レニ嫡母庶子問ノ親族關係二付テハ縁組關係ノ

如グ（民法第七百二十七條）親族關係登生ノ時期チ規定セザ彪ガ故二婚姻前菖

認知セラレタ1レ者ト父ノ妻トノ問ニモ嫡母庶子關係チ生ズァレモノ1・解スルチ

相當ト思考致候間自今右ノ趣旨二依り御取扱相成候様致度此段及通牒候也

山口匠裁列所監督鋼事問合（大正元年一一月一九臼）

庶子甲チ有スか乙ガ入夫婚姻二因り他家二入リタヌレトキ乙ノ妻ハ乙ノ實家昌

　アァレ甲ノ嫡母昌非スト思考ス如何

女戸主ノ，入夫（戸主｝・ナラス）ノ庶子二付テハ戸籍面ノ戸主トノ綾柄2、軍．二庶

　子ト言己載スベキヤ

右及御問合候也

O民事局長同答（大正二年二月二六日民第入九號）

貴見ノ通
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　右及同答候也

　○筒ホ後段（五九頁）大正二年九月三十日民第七一九號法務局長同答参照

　或ヒハ、嫡母庶子ノ關係ハ縫母子關係ノー種二外ナラズト読

ク者ガナイデモナイガ（岡村博士前掲親族篇七六、七七頁）、．民

法第七百二十八條ニハr縫父母ト縫子ト叉嫡母ト庶子トノ問二

於テハ親子問二於ケルト同一ノ親族關係ヲ生ズ」ト規定シ、現

行法上嫡母ト庶子トノ關係ハ、縫母ト繊子トノ關係二包含セラ

ノレベキモノトナス趣旨二非ザルコトハ、誠轟明自デアルシ、又

嫡母ト縫母トハ観念上明カニ之ヲ匠別シテ來タ奮憤ニモ反スル

様デアノレカラ、嫡母ハ縫母ノー種ナリト読クハ、正當デナイ棲

二思ハレル（後段参照）【註】。

　【註】同読。岡松博士前揚論丈一六、一七頁。長島學士前摘論文二頁。柳川學

　士前掘書三三、三五頁（註一）。島田學士前揚書五四頁。坂本三鄭氏前掲書三

　五、四一、四二頁。仁井田博士前揚書二一頁。森本氏前掘書二入頁。淺見倫

　太郎氏日本法律學校親族法講義録五二頁。

從ツテ叉、嫡母死亡後二（離婚叉ハ婚姻ノ取滑アリタル場合モ

亦同ジ）、父ガ更二後妻ヲ迎7ルモ、其ノ後妻ト庶子トノ關係ハ、

嫡母庶子ノ關係ヲ生ズルノミデ、縫母子ノ關係ヲ生ズルコトハ

ナイ【誰】。但シ此ノ黙二付テハ、即チ庶子ハ父ノ後妻二封シテ

縫子タリ得ルカト云フコトニ關シテハ、從來議論ノ存スル駈デ

アル。牧野博士ハr庶子ハ父二封シ其子タノシコトノ認メラレタ

ルモノナリ、從テ其父ノ後ノ配偶者二封シ均シク子タルノ關係

ヲ生ぜズンバ配偶者ノー方ハ其一方ノ子二封シ親ニシテ親二非
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ザル結果ヲ生ジ不都合ナノレヲ以テ」縫母子關係ヲ認ムベシト読

ク（前掲書四三頁）。然レドモ、庶子ノ父ノ後妻ハ、庶子二封シ

嫡母タル關係ヲ生ズルガ故二（民七二八條）、殊更二縫母子ノ關

係ヲ認メズトモ、博士ノ所謂r配偶者ノー方ハ其ノー・方ノ子二

封シ親ニシテ親二非ザルノ」不都合ヲ生ズルモノデハナイ。

　【註】同競。岡紐薄士前掲論文三〇頁。奥田博士講義録二〇七、二〇入頁。長

　　島學士前掲論丈三頁。河村氏前掲論文入一頁。坂本三鄭氏講義鍮四一頁。島

　　田學士講義録五四頁。古山學士親族法註解五六頁。村上亨三鄭氏「纒親子及

　　ビ嫡母庶子ノ意義」（法律新聞四七〇號六一一頁）。

　愛媛縣西字和郡川上村戸籍吏伺（大正二年九月一六日）

　　庶子ト嫡母死亡後こ於テ父ノ婁リタ1レ後妻｝ノ間二鐙母子ノ關係チ、生ズルヤ

　O法務局長同答（大正二年九月三〇目民第七一九號）

　嫡母庶子ノ關係チ生ズル毛ノトス

　穂積陳重博士ハ此ノ場合、父ノ後妻ハ嫡母ニシテ且ツ織母ナ

リト説カレテ居ル（同博士前掲講義録四九、五〇頁。同博士前

掲論文法協一七巻七四頁）。其ノ纏母ナリト爲サルル根篠ハ、父

ノ後妻ハ庶子ガー旦有シタノレ嫡母ノ後ヲ縫グモノデアツテ、其

ノ後妻ノ縫グベキ嫡母ハ、法律上庶子ノ實母ト同一二取扱ハレ

テ居ルト云フニ在ル。叉服忌令撰註分繹二依ツテモ、父ノ後妻

ハ庶子ヨリ之ヲ縫母ト構スベキコトニナツテ居ルト。然レドモ、

此ノ織二關スル蛋償ハ必ズシモ明確デハナイ。服忌令撰註分澤

二』ノ、

「嫡母と申ハ妾腹ノ子より設唱ヘニて妾腹ノ子父ノ本妻ヲ嫡

母と申候本妻もし死後妻有之時ハ妾腹の子二而も先妻の子二
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而も無差別縫母と申候」

トアルガ、叉同書二引用サレテ居ル天明二寅年五月秋元但馬守

家來長山庄右衛門ヨリ服忌掛へ問合二

　r妾腹之子父之後妻二而茂嫡母之服忌講可申哉之事但父本妻

ハ嫡母二而右嫡母を以養母二定候後嫡母死去父後妻呼迎候得

ハ縫母之服忌請候儀と奉存候」

トアルニ封シ

　r書面之通後妻二而も妾腹之子ノ爲ニハ嫡母定式之服忌二而

候但一且嫡母之養二相成候得ハ後妻ハ縫母二而候問縫母定式

之服忌二而候」

ト同答ヲ與ヘテ居ノシ。更二服忌令捷径ニハ

　r嫡母とハ妾腹の子より本妻をさしていふ之嫡母の養になる

ときハ養母と唱へて叉其後に迎へたるをは織母といふ初めの

本妻の養にならざるときは幾人かはりても嫡母といふ之」

トアル。帥チ庶子ノ父ガ再婚ヲ爲スモ、其ノ庶子ト父ノ後妻ト

ハ依然嫡母庶子ノ關係デアツテ、縫母織子ノ關係ヲ生ズノレモノ

デナイコトヲ明ニシテ居ル。又若シ、父ノ後妻ト庶子トガ縫母

子デアルトスレ・へ何故二、庶子ト父ノ先妻トハ嫡母庶子タリ

シニ拘ラズ、後妻ノミ猫り庶子二封シテ、特クニ縫母タラザル

ベ：カラザルカヲ読明セネバナラヌ。詳言スレバ、庶子甲ヲ有ス

ノン父乙ノ妻丙ハ、甲二封シ嫡母タソシニ拘ラズ、丙ノ死後、乙

ノ要リタル後妻丁ハ、甲二封シ・繊母ト云フハ、先妻丙ガ庶子甲
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二封スノレト、後妻丁ガ庶子甲畠饗スルト、如何ナル差異アルニ

由ルモノデアノレカ。均シク庶子甲ヲ有スル乙ノ妻デアソ乍ラ、

後妻丁ハ甲ノ縫母ニシテ、先妻丙ハ甲ノ嫡母ナリトナスハ、甚

ダ其ノ権衡ヲ失シテ居ル様二、轡、ハレル。之二加フルニ、博士ノ

論法ヲ以テスレバ、庶子ト父ノ先妻トノ關係ハ、庶子ト其ノ實

母トノ關係二等シキガ故二（民七二八條）、父ノ先妻ハ庶子ノ實

母ノ後ヲ縫ギタルモノト認メ得ベク、然ラバ父ノ先妻ハ庶子二

劃シ嫡母二非ズシテ、實母ヲ縫ギタル縫母ナリト云ハザルヲ得

ヌノこ、濁り父ノ後妻ノミ繊母ナリト云7ハ論旨二於テモ亦一・

貫セザル娠ヒザナイデハナカワウカ。

之ヲ要スルニ、父ノ後妻ヲ以テ庶子ノ織母ナリトナス議論ハ、

民法ガ縫親子ノ關係ト嫡母庶子ノ關係トヲ併セ認メタル本旨二

反スル様二思ハレル。蓋シ法律ガ婚姻外ユ生ジタル子ト其ノ父

ノ妻トノ關係ヲ嫡母庶子ノ關係トナシタノハ、決シテ之ヲ以テ、

婚姻二因ル子ト其ノ父ノ後妻トノ關係ト同一覗セシメシゴ爲メ

デハナカツタカラ。從ツテ、自分ハ庶子ノ父ガ再婚ヲ爲シ後妻

ヲ婆ルモ、其ノ庶子ト父ノ後妻トノ問ハ、嫡母庶子ノ親子關係

デアツテ、縄母子ノ親子關係ヲ生ズルモノデ・’ナイト解スノレ。

　（3〉。母ノ私生子ト其ノ配偶者トノ關係。

大審院ハ嘗テ土地費買登記抹浩講求事件二於テ、繊父ノ意義

ヲr縫父ト・・嫡出子若クハ庶子ノ父ガ死亡シ叉ハ家ヲ去リタノレ

後入夫ト爲リタル者ヲ謂フ」ト解シタ（明治三七年五月二三日
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大審院判決。民事判決録第一〇輯第一五巻七一二頁以下）。從ツ

テ、松太郎ガ「カギ」ノ夫トナツテ岩田家二入ツタ後モ、尚ホ岩

田鶴吉（鶴吉ハ「カギ」ノ私生子デアツテ適法ノ認知ヲ受ケザソ

シ者〉ハ岩田家二在ルrカギ」ノ親権二服スベキモノデアルカラ、

fカギ」ノ夫松太郎ガ被上告人鶴吉ノ親権者トシテ鶴吉ノ爲メニ

本件係孚地斯ヲ費買スルモ、右責買ハ無敷デアルシ、又「カギ」

ガ鶴吉ノ親椹者タル資格二於テ本訴ヲ提起スルモ、固ヨソ不適

法デハナイトシテ、上告ヲ棄却シタ。從ツテ、此ノ判決ハー面

善於テ、父ノ庶子ハ其ノ嫡母ノ入夫二封シテ縫子タリ得ルコト

ヲ認ムノレト同時二、叉他面二於テ、母ノ私生子～・其ノ母ノ夫二

封シテ縫子タリ得ザノレコトヲ明カニシタモノト云ヘヨウ。

梅博士ハ此ノ判決二封シテr庶子ノ出生後二嫡母ノ夫トシテ

其家二入ソタノン者ガ「縫父」デアノγナラバ、私生子ノ出生後二母

ノ夫トシテ其家二入リタル者ハ猶更r縫父」デアルト謂ハナケレ

バナラヌ、或ハ私生子ノ父ハ知レヌカラ、母ノ夫ヲr父二縫グ

　　　　　　　　　　　　　　O　　O者」（又・’「織グ父」）ト謂ハレヌト云7カモ知レヌガ、父ノ知レ

　　　の　　の
ナイト云クノハ唯法律上ノ話デ實際父ナクシテ子ノ出來ヨウ筈

ガナオカラ、法律上知レナイ父轟縫グ者トシテr縫父」ノ名繕ヲ

用7ノレノハ固ヨソ差支ナキ所デアノン」ト論駁サレテ居ノレ（同博

士r繊父ノ意義」。法志七巻六號二頁〉。

元來、母ノ私生子ガ母ノ夫二勤シテ、繊子タリ得ベキカ否力

晶關シテハ、從來議論ノ存スル所デハアルガ【謡玉父ガ私通ユ
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因リテ子ヲ墨ゲタル後、其ノ相手方以外ノ女ト婚姻ヲ爲スモ、

父ノ妻ト父ノ庶子トハ嫡母庶子ノ關係ヲ生ぜシメ、縫母縫子ノ

關係ヲ生ゼシメザル民法ノ主義ヨリ云ヘバ、母ガ私通二因ソテ

子ヲ墨ゲタル後、其ノ相手方以外ノ男ト婚姻ヲ爲スモ、母ノ夫

ト母ノ私生子トハ縫父縫子ノ關係ヲ生ズノレモノニ非ズト解スル

ガ、少クトモ、現行民法ノ主義二適スル様二思ハレル。然ラザ

レノヘ父ノ妻ト父ノ庶子トハ特別ノ規定（民七二八條後段）ヲ侯．

ツテ、始メテ親子ノ關係ガ生ジ得ルニモ拘ラズ、母ノ私生子ト

母ノ夫トハ當然二親子ノ關係ガ生ジ得ノレコトニナリ、甚ダ権衡

ヲ失スルコトトナ・ウ。

【註】穫極読。梅博士前揚鋼例批評。穗積陳重博生親族法講義四五頁。岡村博

士親族篇七〇頁。奥田博士親族法論二五頁。穗積重蓮博士「鑑子ト相綾」法協

二七巻四號五九〇頁。森本富士雄氏日本親族法二入、三二頁。

消極説。大審院前掲剴決。岡松博士前揚論文一六頁。長島學士前揚論文四頁。

奥田博士親族法講義二〇六頁。岡村博士講義要領一九頁。仁井田博士親族法

相績法論二一頁。牧野博士親族法論四二頁。村上氏前掲論文（法律新聞四七

〇號）六一〇頁。森田庄藏氏前掘論丈（法律新聞四入入號）五玉三頁。島田學

士親族法講義四九頁。柳川學壬親族法要論三三頁。坂本三鄭氏親族法講義三

玉頁。古山學士親族法註解五一頁。穗積重遠博士親族法大意二三頁。同博士

法律大欝書第二冊九〇五頁。

大阪匠裁鋼勝監督鋼事問合（大正二年一二月一矯）

私生子チ有ス財女戸主ガ入夫婚姻チ爲シタか場合ハ妻ノ私生子ト入夫トノ瞬

二懸親子ノ關係チ生ズルヤ否ヤニ付左記爾説アリ何レニ擦ルベキヤ

甲説。纒親子ノ關係チ生ゼズ

　　　理　　由
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　私生子ハ適法ノ婚姻二因り生ジタルモノニ非ザレバ私生子ト其母ノ夫トノ

　間二縫親子ノ關係チ生ズベキモノニ非ザアレコトハ嫡母ト庶子トノ間二法律

　　ガ別二親子關係チ生ゼシムルヨリ見彪モ明カナ、1庶子モ私生子毛共二均γ

　　〃野合ノ結果二出ヅルモノニγテ庶子ト其父ノ妻トノ間二鐙親子ノ關係チ

　生ぜシメザψ以上ハ蜀り私生子ト其母ノ夫トノ問二縫視子ノ關係チ生ズ膨

　モノト云フコトチ得ズ

　乙設。縫親子ノ關係チ生ズ

　　　　　理　　　由

　父ノ知レザル子チ私生子ト云ヒ父ノ認、知ジタψ私生子チ庶子1・云フ庶子ノ

　出生ノ後二嫡母ノ夫トジテ其家二入リタアレ者同ジグ之チ縫父ナリトセザ・レ

　ベカラズ父ノ知レザ療トノ・法律上知レザルノ謂ニジテ實際上父ナキ子アFレ

　ベキニ非ズ法そ孕上1知レ’ザ1レ父二縫グ“者『トシテ灘父ノ名構チ附入ルハ毫モ不

　　可アかナジ

0法務局長同答（大正二年一二月一入日民第一　ヒ五號）

　甲設ノ通

　福岡縣福岡市長伺（大正六年一〇月一五日）

　妻ノ實家二在7レ妻ノ養子縫子叉ハ庶子（他ノ男トノ間二睾ゲタかモノ）チ民法

　第七百三十八條二俵リ婚家二入籍セシメタ1レトキハ其子ト夫トノ問二鐙親子

　關係チ生ズPレヤ

O法務局長同答（大正七年五月三〇日民第一一五九號）

　養子二付デハ貴見ノ通

　鐙子二付テハ民法第七百二十九條ノ規定二從ヒ鐙親子關係ノ止マザル場合二

　於テハ貴見ノ通

　妻ノ私生子タ砂庶子ト夫トノ間ニハ鐙親子關係チ生ゼズ

　山口匠裁判所監督興事問合（大正九年五月一四日）

　夫嬬ガ男子チ養子ト：爲サントスPレニ當サ夫嫌中ノー方力庶子叉ハ私生子タ疵

　女子チ有ス・レ場合二於テ縁組ト同時二此女子｝養子ト婚姻セγメントスルト

　キ女子チ有スル夫嬬中ノー方ト養子トノ間ニハ婿養子縁組トシ女子チ有セサ

　ル夫婦：中ノー方ト養子トノ間ニハ箪純ノ養子縁組トシテ軍一ノ縁組届チ爲シ
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　叉ハ夫嬬ノ讐方ト養子トノ問二軍議婿養子トγテ縁組ノ届出チ爲スコトチ得

　ルヤ

O民事局長同答（大正九年一〇月一一日民第一六九七號）

夫ノ庶子女ト妻トノ問ニハ嫡母庶子ノ關係チ生スヘ〃叉嫡母ノ後夫ト庶子ト

　ノ閥こハ懸父子ノ關係チ生ス・・キこ付此等ノ場合ニハ夫妻ハ庶子女ノ爲メニ

婿養子縁組洗爲スコトチ得ヘキモ妻ノ私生子ト夫トノ間ニハ麓父子ノ關係チ

生セサ膨二付夫妻ハ私生子女ノ爲二婿養子縁組チ爲スコトチ得サかチ以テ軍

鈍ノ養子縁組ト婚姻トチ爲ス＾キモノトス

　　　　　問　　　題

私生子（父二認知セラレタ7レモノ）チ有スか女戸主力入夫婚姻チ爲γタ砂場合

入夫ト妻ノ私生子トノ間ニハ麗父子關係チ生セサルチ以テ入夫ハ右私生子二

醤シ親構チ行フコトチ得スト信スレト毛反i封説モ有之候二付一慮貴會ノ決議

　チ仰キ候也

0法曹會決議（大正一四年四月二二R）

　見解ノ通

O禽ホ之ト同趣旨ノ法曹會決議ハ跣二明治四十四年七月入日（法曹記事二一巻

一一號四五頁後段一〇一頁参照）ニモ存ス

　或ヒハ、母ノ夫ト母ノ私生子トハ繊父縫子ノ關係ヲ生ジナイ

季スレバ、父ノ婚姻外ノ子’・父ノ妻二封シテ、親子ノ關係ヲ生

ジ得ルニモ拘ラズ、母ノ婚姻外ノ子ハ母ノ夫二封シテ、親子ノ

關係ヲ生ジ得ナイコトトナリ、此ノ事ハ更二其ノ権衡ヲ失スル

モノデアノレト云7議論モアルガ（森本富士雄氏前掲書三二頁）、

此ノ議論ハ我國從來ノ慣例二於テ、女ガ情夫ヲ有スル俗ト、男

ガ情婦ヲ有スル俗トガ、同等二認メラレナカツタ事二封スル論

駁二・・ナリ得テモ、肚會上本妻ト妾腹ノ子トノ關係ヲ、夫ト問

男ノ子トノ關係ト、同硯シナヵツタト云フ事實ソノモノヲ否認
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スル議論デハナイ。從ツテ、法律ガ本妻ト妾腹ノ子トノ間昌ノ

ミ、特クニ、嫡母庶子ノ親子關係ヲ認メ、夫ト間男ノ子トノ間

二
、
親 子關係ヲ認メナカツタコトハ、立法ノ不公軍ト云7ヨリ

モ、察・、法律ガ祉會ノ事實關係ソノモノニ則スル必然ノ結果

ト云ヘヨウ。從ツテ、吾々ガソウシタ祉會二在ル限リハ、此ノ

法律ノ不公李ヲ法ノ解繹二依ヅテ補7コトノ、無盆畠シテ且ツ

有害ナルコトヲ考ヘネバナラヌ。蓋シ祉會的通念二反スル法ノ

解繹ハ、其ノ法律ヲシプ實際上ハ、法律トシテノ祉會的作用ヲ

矢ハシムルノミナラズ、之ガ爲メニ、法律全膿ノ組織ヲ破壊ス

ルニ至ルモノデアルヵラデアル。而シテ祉會ガ、男ガ妾ヲ有ス

ルコトヲ、女ガ問男ヲ有スノレコトト、均シク之ヲ否認スルヤウ

ニナツタ揚合㍉鼓二始メ入嫡母庶子ノ親子關係壌止論モ唱

ヘラレ得ル。其ノ嫡母庶子ノ親子關係論ヨリシテ、母ノ夫ト母

ノ私生子トノ問轟モ親子關係ヲ認メシメントスル議論・＼女ガ

問男ヲ有スルコトヲ、男ガ妾ヲ有スルコトト、均シク之ヲ是認

セシメントスルノ議論デアツ入吾人ノ探ラザル所デアル。

之二加フルニ・母ノ婚姻外ノ子ト錐ドモ、母ノ夫二封シテ縫

子タリ得ベシト論ズノレ者ノ・、何故二、父ノ婚姻外ノ子ハ、父ノ

妻二封シテ縫子タリ得ズシプ、特クニ、嫡母庶子ノ親子關係ヲ

別二認メザノγベカラザルカノ不公李ヲ、特ク昌説明セネバナラ

ヌ。別言スレバ、母ノ私生子ハ母ノ夫昌封シテ縫子タリ得ベシ

ト論ズル者ノ㍉法律ガ縫父母縄子ノ親子關係ノ外二、嫡母庶子
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ノ親子關係ヲ認メタ結果、繊母二封スル繊子ハ、必ズ父ノ嫡出

子タルヲ要スノレコトニナルニモ拘ラズ、縫父二封スル縫子ハ、

母ノ嫡出子若クノ・私生子ノ貌レニテモ足ヲルト爲シ、以テ其ノ

問二匿別ヲ置イタ實質上ノ根援如何ヲ読明セネバナラヌ。叉若

シ、母ノ私生子ノ・其ノ夫ノ縫子ナリトスレバ、夫ガ其ノ妻ノ生

ミタル子ヲ否認シ得タノレモ、其ノ子ノ實父ガ不明ナノレ爲メ戸主

（夫ハ必シモ戸主タルニ非ズ）ノ同意ヲ得テ、其ノ母ノ家二入リ

タル揚合ニノ・（民七三三條II七三五條1）、其ノ夫ト子トノ問二

～＼當然二繊父繊子ノ親子關係ヲ生ズルデア・ウ。此ノ場合二

於ケル此ノ不合理、不人情・・又如何ニシテ之ヲ読明シ去ラント

スルノカ。且ツ叉、男二封シテハ婚姻外ノ子ノ＼實子ナルモ認

：知ナキ以上へ親子關係ヲ生ぜシメナイ民法ノ主義カラ云7テ

モ、法律上ノ観察トシテハ、父ノ知レザル子二封シテ、「縫父」

ト云フモノ（父ヲ縫グ者）ノ存スルコト自膿ガ、既二穏當デハ

ナイ様ニモ思ハレル。從ツテ、自分ハ遙読ト共二、母ノ私生子

ハ母ノ夫二i封シテ繊子タリ得ズト解スル。

此ノ織二關シ、穂積陳重博士ハ明治十一年十二月十六臼千葉

縣伺二封スル同十二年十二月二十五日ノ内務省指令ヲ根擦トシ

テ、民法施行前二於テハ、母ノ私生子ハ母ノ夫二費シテ縫子タ

リ得ベキコトヲ説カレテ居ルガζ誰一】、之ト異ナル先例ガ又ナ

イデモナイカラ【註二】、寧・此ノ黙二關シカ・、民法施行前二

於テハ、確立シタ慣例ガ存シテ居ラナカツタト見ル方ガ正シイ
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様二思ハレノレ。

【註一】穗積陳重博：士前揚親族法講義四六頁

【註二】　明治七年九月二二日内務省伺

汝戸主タ膨者私生ノ子二相綾爲致可然裁（第一燦）

若シ其家相綾難相成鰯ハ其女夫チ迎フルハ不苦事ト考然膨トキハ其夫ヨリ其

私生チ指シテ如何禧呼ジ可然哉（第二條）

　但、本1文ノ如キハ服忌外ノ者ト見敏シ可然哉

0明治七年一一〇月一二B太政官指令

第一條　女戸主タル者二嫡出ノ子及ビ親族中二相艦ノ相綾人無之時ハ私生ノ

　子二家督相綾セシムルコトチ得ベシ

第二條私生ノ子アか嬬人夫チ迎ψト雄トモ其子ハ妻ノミノ子ニシテ其夫ト

　ハ他人トス其夫之チ養子ト爲ス時ハ其契約二俵デ其禧呼チ生ス可シ

　　但書養子ノ契約無之時ハ服忌外ノ者タノレコト勿論之事

明治一九年一一月二六日山梨縣伺

嫡子女ナク私生ノ子女ノミチ有スヌレ女戸主夫チ迎＾其夫＾家名チ譲リタル後

　ト錐モ嫡子チ暴〃サァレ問ハ妻ノ私生兜縫承権チ有スヘクニ付他A逡籍候儀ハ

不相成候哉

○明治一九年一二月一七日内務司法爾省指令

伺ノ趣私生ノ子ハ當然縫承ノ樺チ有ス1レモノニアラサ・レチ以テ其父母嫡子チ

暴ヶザル問ト錐モ他・、途籍スルチ得1レ儀ト心得可シ

明沿二二年四月二七日静岡縣知事澗合

女戸』主二私生子アリ其戸主幽入夫チ迎＾其入夫二於テハ私生子チ妻ノ私生子

　ト群シ私生子ヨリ入夫チ縫父ト樗ス＾キ哉叉ハ入夫二於テハ他人トシテ服忌

外ノ者ト心得可然乎

O明治ニニ年五月入日民事局長同答

後段御意見ノ通

O但シ、此等ノ先例ト異ナリ、母ノ私生子ガ母ノ夫二野シテ、縫子タリ得シ先

例モ亦霧ス膨。例ヘバ、明治二十四年十月十四日東京府伺ノ「私生子ニシテ
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　男子己ノ子ト認、メテ其籍く・引取リタル後其生母ノ方二於テ相績人トナサント

　スノレモノアリ此場合二於テハ養子トジデ引取ツ＾キヤ或ハ相績入ノ名樗ニテ

　引取＾キヤ。右私生子如何ナル名義ニテ入籍ス〃略其生母二封スアレ綾柄ハ母

　　ト記ス＾キハ勿論ナ膨＾キモ其生母ノ夫二謝シ叉夫ヨリ其私生子二醤スル樗

　呼ハ如何記ス＾キヤ」二封スアレ明治二十四年十一月十七日内務司法爾省ノ推

　令二「相綾人叉ハ養子トジテλ籍λ7レコトテ得サァレモノトス但親族入籍トγ

　テ引取かハ曲限ニアラス。親族入籍トジテ引取リタル場合二於テ生母二墾ス

　ァレ綾柄ハ伺ノ通生母ノ夫二劃シテ嶽父ト禧シ其私生子数封シテハ妻私生子ト

　琢再スヘシ・＿，1・ア7レづ」“如キ♪、、郎チ是デアルo

　之ヲ要スノレニ、母ノ私生子ハ母ノ夫二封シテ縫子タリ得ズト

解スルコトハ、民法ノ主義二合スルモノデアツテ、且叉必ズシ

モ我國ノ奮慣二反スルモノデモナイ。而シテ此ノ事ハ、母ノ私

生子ガ其ノ實父ヨリ認知セラレタル場合デアツテモ亦同様デア

ラウ。例ヘバ、女戸主甲ガ乙男トノ私通二因リテ丙ヲ墨グ、乙

男ハ之ヲ認知シテ庶子ト爲シタガ、乙方ノ戸主ガ入家同意ヲ爲

サザノレ爲メ丙ハ甲家二在ル場合㍉甲女ガ丁男ト入夫婚姻ヲ爲

スそ、庶子丙ト入夫丁トハ、タトヒ其ノ属スル家ヲ同ジクシテ

居ツテモ、其ノ問二縫父子ノ關係ヲ生ズル限リデハナヵ・ウ。

蓋シ父ノ認知ガアレバ、私生子ハ父二封シテハ庶子トナリ、其

ノ間二法律上ノ父子關係ガ登生スルニ至ルノデハアルヅ、母昌

封シテハ、父ノ認知ガアリタノレト否トニ拘ラズ、依然トシテ私

生子ハ私生子デアルカラデアル【註一】。此ノ黙二於テ、前掲大

審院判決ガr募婦ノ私生子魑シテ適法ノ認知ヲ受ケサリシ者ハ

入夫婚姻ノ後ト雛モ依然其母ノ親権二服スベキモノトス」ト瓢
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示シ（大審院民事判決録第一〇輯第一五雀七一二頁パ父ヨリr適

法ノ認知」ヲ受ケタル私生子二付テハ、母ノ入夫トノ問二繊父

子關係ヲ生ズルガ故二、親権ハ實母二存セズシテ、入夫二移ノン

カノ如キ疑ヒヲ残シタノハ、遺憾ナキヲ得ナイ【註二】。

　【註一】　同読。前揚大正七年五月三〇日法務局長同答（六四滲照）。

　　宮津匠裁判所監督判事伺（明治四五年六月二六日）

　　私生子女（甲姉乙嫉）チ肩スか女戸主アリ今乙嫁父二認知セラソタかモ父ノ家：

　　二入アレコトチ得ズジテ母ノ家二留マレリ母二封シ相績開始スァレトセバ何人ガ

　　ネ融嚢チ爲スベキヤ

　O民事局長同答（大正元年九月一一日民第二五〇號）

　　明治四十五年六月二十六日附日記庶第一〇二八號問合ノ件法定推定家督相績

　　人甲姉ニシテ母｝乙妹トノ綾柄ハ私生子女ト記載スルコトニ當省議定棺成候

　　此段及同答候也

　　　　　　問　　　題
　　戸主アリ私生子男女二人チ宥ス其ノ女ハ父ヨリ認知届チ爲シタリ（父方ノ戸

　　主入家同意チナサズ）何レモ母ノ家ニアか場合女戸主ノ法定推定家督相績人

　　ハ男女何レニアリャ

　　備考（省略）

　○法曹會決議（大正一四年四月二二日）

　　認知セラレタル子ハ母ヨ1ヌ見レバ依然私生子ナかチ以テ本問ノ揚合女戸主ノ

　　法定推定家督相績人ハ男子ナリトス。

　【註二】長島學士前掲論丈四頁（註三）参照

　（乙）。父叉ハ母ノ法定血族タル子ト父叉ハ母ノ配偶者。

　縫父母ト縫子トノ關係ヲ生ズルニハ、縫子タルベキ者ガ縫父

母タルベキ者ノ配偶者ノ、實子ナルコトヲ必要トスル理由モ、

叉慣例モ存シテ居ラナイ。從ツテ、弦二養父母、縫父母叉ハ嫡
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母ガ再婚シタル場合ニハ、其ノ再婚二因ル配偶者ト養子、縫子

叉ハ庶子トノ問二、縫親子ノ關係ヲ生ズベキヤ否ヤノ問題ガ存

メル。以下、各場合二分ツテ之ヲ読明スル。

（1）。　父又ハ母ノ養子ト其ノ配偶者トノ關係。

養子・・養子縁組ノ日カラ、養親ノ嫡出子タル身分ヲ取得シ（民

八六〇條）、恰モ養親ノ婚姻ニヨソ生レタノレト同様二看徴サルル

ヅ故二、養父叉ハ養母ガ死亡シタル後㍉養母又ハ養父二新配

偶者アノレニ至レノヘ新配偶者ト養子トノ問ニハ、織親子ノ關係

ガ生ズル【註一】。從ツテ叉、配偶者ナキ者ガ養子ヲ爲シタル後

二、配偶者アルニ至ソタル場合ニモ・其ノ養親ノ新配偶者ト養

子トノ問ニハ、縫親子ノ關係ガ生ズル【誰二】。蓋シ此ノ場合二

於テハ、養親ノ新配偶者ハ養親ノ後夫又ハ後妻デハナイガ、術

ホ養親ガ再婚ヲ爲シタル前例ノ場合ト、法律上、其ノ事態ヲ異

ニスノレモノデハナイカラデアノシ。

養親ノ新配偶者ト養子トノ關係ガ、當然二養親子ノ關係トナ

ルコトナキハ、勿論デア・ク（民七二七條）。蓋シ、法律ハ養親ヅ

婚姻ヲ爲ス場合二、養親ノ配偶者タルベキ者ト養子トノ間二、養

子縁組ヲ當然昌相ヒ俘ハシメテハ居ラナイカラ（民八四一條）。

卸チ養親ノ新配偶者ハ養子ノ養父叉ハ養母デハナクテ、縫父又

ハ縫母デアノシ。均シク爾者ノ關係ハ、準血族關係デハアルガ、

養子縁組二基因スノソ準血族關係デハナクテ、養親ノ婚姻昌結果
　　　OQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OQ
スル準血族關係二他ナラナイ。
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【註剛】同説。岡松博士前揚論交一五頁。長島學ま前掘論文二頁。河村琉前揚

論文入O頁。穗積陳重博士講義四四、四八頁。奥田博壬講義二〇七頁。岡村

博士親族篇七四頁。村上氏前福論丈（法律新開四六九號〉五八一頁。森田馬前

揚論女（法律新聞四八入號）五五三頁。牧野博士親族法論四三頁。柳川學士親

族法要論三四頁。島田撃士講義五二頁。古由學士註解五二頁。和田學士親族

怯九五頁。

由口縣伺（明治一二年月日歓）

第一條　戸主養子致候後妻死去二付養子ノ姉チ妻二貰諸度出願候者二有之候

　虚素ヨリ血．縁無之二付聞属不苦哉

第二探　右聞届候．ヒハ肉縁ノ姉弟二可有之哉

第三歪康　爾條ノ場合二於テ忌服ノ儀如何相心そ浮可然哉1

0内務省指令

書面伺ノ條々左ノ通可相心得事

第一條伺之通

第二條　縫母ト稽スベジ

第三條　本績ノ忌服チ受ヘシ

東京府伺（明治二四年一〇月一四日）

養子ヨリ養父母ノ後添二封シテハ元ヨ》鐙父母ノ構呼ナキ儀ト破考候就テハ

戸籍ニハ軍二養父誰後妻養母誰後夫ト記載スノレノミニテ差支ナキヤ然ヌレトキ

ハ若シ其養父母ノ迎ヘタ7レ後添養子ノ實父母ナ’レトキハ肩書二養父母誰後夫

妻ト記シ綾柄ハ實父母ト記ス＾キヤ

Q内務司法爾省指令（明沿二四年一一月一七日）

前段麗父母ト欝ス後段肩書ハ養父母名夫妻下記ス綾柄ハ伺ノ遽

山形縣西置賜郡豊田村戸籍吏伺（明治三二年七月二し日）

一　明治三十一年入月中夫死亡シ直系卑薦其他ノ家督相綾人アラサルニ因り

　其妻（他家ヨサ婚嫁セシ者〉戸主トナサ同年十月血族中ヨサ女戸主ノ跡チ相

　績セシム＾キ目的チ以デ男見チ養子二貰ヒ受ケタリ然ルニ此女戸主今般入

　夫婚姻チ爲サントス右ノ・養子ノ相績櫨チ侵害ス砂如キそ別二禁令ナキニ付

　差支無之モノト解ジ可然議
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　二　前項ノ入夫戸主ト爲ψ二至ラハ妻ノ養子ハ自カラ入夫戸主ノ養子ト爲Pレ

　　儀二候哉

　三　前項ノ養子ハ入夫戸主二後日男女子チ有ス7レニ至ルモ之二先タチ相綾構

　　チ有スァレモノニ候哉

　右差掛候儀有之候條至急御指示相成度稟伺候也

O民刑局長同答（明治三二年七月二九日民刑第一四〇〇號）

　本月二十日戸第六十一號伺ノ件左ノ通思考ス

　第一項貴見ノ通

　第二、三項　女戸主ノ養子｝婚姻二因サ其家二入リタψ入夫トノ間ニハ縫父

　　子ノ親族關係チ生ズァレモノニシテ養親子ノ關係チ生スァレモノニ非ス他日入

　　夫ノ子女ア疵二至アレモ鐵子ハ法定ノ推定家督相綾人タψ身分チ失ハス

　右本官ヨリ及同答候也

0筒ホ明治四十四年五月二十四臼民事局長同答（後段一〇九頁）大正五年十一月

　十日法務局長同答（後段九五頁）及ビ同七年五月三十日法務局長同答（前掲六

　四頁）参昭

【註二】同説。岡松博士論丈一五頁。長島學士論交三頁。海村氏論文八一頁。

　奥田博士講義二〇七頁。村上氏前掲論交丑入一頁。牧野博士親族法論四三頁。

　柳川學士親族法要論三四頁。島田學士譜義五二頁。穗積重蓮博士大欝書第二

　紛九〇五頁。古由學士註解五二頁。和田學士親族法九五頁，

O大阪控訴院判決（大正五年五月一九日最近判例集一七巻二七四頁）

　養子縁組ノ後養親力配偶者チ迎ヘタル場合二於ケァレ養子ノ其配偶者二甥スか

　關係ハ實父ノ後妻嵩封スヌレ關係ノ如グ懸子鐙父母ノ關係二γテ決γテ養親子

　ノ關係チ生スかモノニアラス從テ右後ノ配偶者ハ養子二i封シ離縁チ請求スァレ

　櫨利ナキモノトス

　　　　　　問　　　　題（要旨）

　未婚ノ女戸主養子チ爲ジタツ後入夫婚姻チ爲シタノレトキハ養子ト入夫トノ間

　ニハ麓親子ノ關係チ生スルモノナりヤ（法曹記事摘要類纂四三頁追號二二参

　照）

C法曹會決議（明治四一年七月四日）

　未婚ノ女戸主養子チ爲シタ’レ後入夫婚姻チ爲ジタァレトキハ其入夫ト養子トノ
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　間ニハ鐙父子ノ關係チ生ス畢寛入夫ハ民法第七百八十入條第二項匝俵り妻ノ

　家二入ル・・キチ以テ養子ヨリ見レハ母力迎＾タPレ夫ナPレ＾キチ以テナ、1尤モ

　疵場合二於テハ女戸主二先夫ナキチ以ヂ其入夫チ後夫ト謂フ能ハス叉養子二

　養父ナキチ，以テ其入夫チ先ノ父二縫グ意義チ1有スル綴父1・謂フ能ハサ砂ヤノ

　嫌アヌレモ養子縁組以後女戸主力入夫婚姻チ爲γタァン場合ハ養子ヨリ見テ父死

　後母力後夫チ翅ヘタか場合ト事實上毫モ異ナ7レ虜ナグ叉鐙父トハ先ノ父二纒

　ク意ナリトノコトハ軍．判文字ノ夫ニノミ拘泥γテ吾國ノ奮慣チ無親スか不當

　ノ見解ナりセ爲スヘキチ以テ女戸主ノ養子ト入夫トノ間二縫父子ノ關係チ生

　ス＾ギコ｝毫モ疑チ容rレベキ鯨地ナシ

　O禽ホ明治三十三年九月二十二甘法曹會決議モ之ト同趣旨デアル。

　以上ノ織二付テハ、殆ンド學者問二異論アルヲ聞カナイ。タ

ダ自分ノ知ツテ居ノソ限リデハ、岡村司博士ガ其ノ親族法講義要

領（二一、二二頁）二於テ、民法第七百二十七條ヲ根擦トシテ、

同條ニハ軍昌養親及ゼ其ノ血族トアツテ、養親ノ配偶者ト云フ

文字ナキガ故二、「養父若クハ養母ガ養子ヲ爲シタル後婚姻ヲ爲

シタルトキハ養子ト養父若クハ養母ノ配偶者トノ間ニハ縫父母

縫子ノ關係ヲ生ぜズ叉養父母双方ガ養子ヲ爲シタノレ後養父母ノ

ー方ガ死亡シタル爲メ飽ノー方ガ再婚ヲ爲シタノレトキモ養子ト

後ノ配偶者トノ問ニハ縫父母縫子ノ關係ヲ生ゼズ」ト読カレテ

居ル。然レドモ、民法第七百二十七條ノ規定ハ、養子縁組二基因

スル準血族關係ノ登生二關スルモノデアツテ、婚姻二結果スル

繊親子關係ノ登生二關スルモノデハナイ。詳言スレバ、同條ハ

養子縁組二基キテ、養子ト養親及ピ其ノ血族トノ問晶、準血族

關係ヲ生ゼシムル規定デアルガ、一從ツテ養子縁組二基キテ
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ノ・、養子ト養親ノ配偶者トノ問ユハ、準血族關係（養親子關係）

生ゼズトナス規定デハアルガ、一養親ノ婚姻二結果シテ、養子

ト養親ノ新配偶者トノ問二、準血族關係（縫親子關係）ノ曇生ス

ルコトヲ禁止シタル規定デハナイ。蓋シ養子ト養親ノ新配偶者

トノ間二、婚姻二結果スル準血族關係（縫親子關係）登生スルヤ

否ヤノ・、一二民法第七百二十八條ノ規定二基キテ、民法ノ主義

ト我國ノ奮慣トヲ滲酌シテ、決スベキ問題デアルカラデアノレ。

從ツテ民法第七百二十七條ハ、夫婦ガ共二養子ヲ迎ヘタル後、其

ノ夫婦ノー方ガ死亡シタルガ爲メ、他ノー方ガ再婚ヲ爲シタル

揚合二、其ノ再婚二因ル養親ノ新配偶者ト養子トノ問二、養親

子ノ關係ヲ當然二生ゼシムモノデハナイガ、サリトテ叉、其ノ

問二織親子ノ關係存セズトナス規定デモナイ。蓋シ、養子縁組

二基ク準血族關係（養親子關係）ノ存在ヲ否定スルコP＼婚姻

二結果スル準血族關係（縫親子關係）ノ存在ヲモ、當然二否定シ

去ルモノデハナイヵラ。又同様二、養親ガ養子ヲ迎ヘタル後二、

婚姻ヲ爲シタル場合二於テモ、養子ト養親ノ配偶者トノ問二養

親子關係存セズトナスコトノ・、其ノ間二纏i親子關係ノ存スルコ

トヲ妨グルモノデハナイ。從ツナ、自分・・民法第七百二十七條ヲ

根嬢｝スル岡村博士ノ非縄親子論ニハ賛岡スノレコトヲ得ナイ。、

又、宮田學土ガ法典質疑問答二於テ、r甲ナル者丙ヲ養子シ其

後5乙ヲ婆レリ此ノ場合二於プノ・乙ト丙ハ縄母子ノ關係ヲ生ズ

ノレカ」トノ質問二封シ、慣例ヲ根援トシプ「繊母子トハ同一ノ
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家二於テ第一ノ母アリテ之二次ク第ニノ母ヲ生ジタル場合昌其

第コノ母ト子トノ關係ヲ指稔スルモノ」ナリト爲サレ、從ツテ

r本問ノ場合ハ第一ゾ母ナキヲ以テ乙ヲ丙ノ縫母ト謂フコトヲ

得ズ」ト解答ヲ輿ヘラレテ居ノレ（民法親族相績質疑八八、八九

頁）。然レドモ、斯クノ如キハ、徒ラニ文字ノ末節二拘泥スルモ

ノデアツテ、法律上養子ハ、夫婦聞二生マレタル子、即チ嫡出

子ト同一ノ身分ヲ有スルモノデアルカラ、養子縁組後二養親ノ

配偶者ト爲ツタ者ヲ、養子二封シテ繊親子トナスモ、何等不合

理デハナイ。之二加フルニ、此ノ黙二關シ、宮田學士ノ根擦ト

セラノレルガ如キ慣例ガ、果シテ確立シテ居ツタヵ否カモ決シテ

明確デハナイ、寧・、服忌令捷径ニハ「養父ばかりの所へ養子

二なり其後二迎へたる養父の妻ハ縫母二准す」トアルシ、叉服忌

令撰註分繹二引用サレテ居ノレ天明五已年牧野備前守家來小笠原

嘉門ヨリ松李封馬守へ「其身妻を不要以訪養女を致し地ね縁付

其後妻を迎候右養女む妻は縫母の績に御座候哉如何相心得可申

哉」一トノ問合二封シ「書面之通・・養父無妻之内養女二相成池ね嫁

其後養父妻を要候得ハ縫母二候得共養父婚姻以前養女他ぬ嫁候

得ハ右縫母ね同居無之儀二相聞候二付織母之服忌無之」トノ同

答ヲ典ヘテ居ル。更ラニr古事類苑」二引用サレテ居ルr諸例集」

二次ノ様ナ先例ガアル。文化十三年十月七日松浦肥前守家來差

出候書面水野主殿頭差出袋廻し「養父無妻二而罷在致二養子一居

候庭其養子三拾　歳二相成候上右養父初而妻を迎候尤其養子妻
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』之養ニパ不二相成一候庭右養子之爲メニ右妻を何母と唱可申哉」・

r書面之通者織母二而候ご。文政十二丑年五月十四日服忌相掛ヲ

石谷備後守様ね相伺置候得ども未御差圏不．被．下候二付猶叉

奉．伺揆，弘化三年五月十四日。稻生出羽守答。r養父無妻之内

養子二相成其後養父妻を迎候欺或者養父之先妻死去後養子二相

成養父後妻迎候得者養子之養母二御座協哉若縫母二相成候哉」・

r書面之通者其父養母二不二相定＿候得者養子之爲縫母二而候」・

之二由ツテ之ヲ観レバ、宮田學士ノ云フ慣例トハ、寧・反i封ノ

慣例ガ存シテ居ツタ様ニモ思ハレル（禽ホ前掲民法施行前ノ先

例滲照1。又森田氏ハ宮田學士ト略ボ同一ノ根篠二立テ浩極論ヲ

主張セラレテ居ル（法律新聞四八八號五五二頁）。

　之ヲ要スルニ、養子ゴ養親ノ配偶者二劃シテ、縫子タリ得シ

コトハ、我國古來ノ慣1列デアツテ、現行民法ガ此ノ慣例ヲ排斥

シタリト認ムベキ何等ノ根擦ナキ以上ハ、其ノ問二織親子關係

ノ存在スルコ】・ヲ認メザノレヲ得ナイ（法例二條）。

　（2）。父叉ハ母ノ縄子ト其ノ配偶者トノ關係。

　例ヘバ、繊父ノ配偶者タル實母ヴ死亡シタルガ爲メ、繊父ガ

後妻ヲ婆リタル場合ニハ、繊子ハ其ノ縄父ノ新配偶者二i封シ、

縫母子ノ關係ヲ生ズベキカ。又織母ノ配偶者タノレ實父ガ死亡シ

タルガ爲メ、繊母ヅ後夫ヲ迎ヘタル場合ソ＼縫子ハ其ノ縫母

ノ新配偶者二鋼シ、繊架子ノ關係ヲ生ズベキカ。此ノ黙二關シ、

大正九年四月八日大審院（前掲一五頁蓼照）ハ・r繊子トノ・配偶者
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ノ前婚ノ子Jナリトナシ、而シテ其ノ前婚ノ子トハ「配偶者ト

其前婚ノ夫叉ハ妻トノ問二生シタル實・子タルコトヲ要スルモノ

ニアラズ筍クモ配偶者力其前夫叉ハ前妻ト婚姻ヲ爲シタルニ因

リテ其子ト法律上親子關係ヲ取得シタル者ナル以上之ヲ目シテ

繊子ト穂スルニ妨ナシ」ト説イテ、例示ノ場合ハ之ヲ積極二解シ

テ居ル（大審院民事判決録第二六輯第七巻四七二頁）。蓋シ法律

ガ、夫婦ノー方ト他方ノ子トノ問二、一且繊父子又ハ縫母子トシ

テノ親子關係ヲ登生セシメタ以上ハ．縫子二勢シ、其ノ繊父又

～・織母ノ後緩配偶者ハ、其ノ繊子ノ實父叉ハ實母ノ後縫配偶者

ト同一覗シ得ベキガ故二、縫父ノ要リタル後妻又ハ縄母ノ迎一

タル後夫ハ、縫子昌封シテ更ラニ繊母（再緩母）又ハ繊父（再繊

父）デナケレバナラヌ。斯クシテコソ、法律ガr縫父母ト繊子

トノ問二於テハ親子問二於ケルト同一ノ親族關係ヲ生」ゼシメ

タ趣旨ヲ貫徹スノレ所以デアルカラデアル。更ラ轟之ヲ我國ノ奮

慣二徴スルモ、特クニ此ノ場合縫親子關係ヲ否定セネバナラヌ

事跡モ存シテ居ラナイ様デアノレ。現二「親族正名」昌ハr父死シ

ヲ縫母我ヲツレテ人二適タノレモ其後父ヲ糧父トイフ」トアルシ、

　　　　　　　ユキ
服忌令捷樫ニモr織母の養になる時ハ實母のごとく忌服を受る」

トアノ》

　　o
以上述ベタルガ如クデアルカラ、縫父ノ後妻又ハ繊母ノ後夫

ヲ縫母叉ハ纏i父トナスコトニ付イテヘ學者問二於テモ、叉實

際上ノ取扱二於テ毛、殆ンド異論ガナイ【誰一】。タダ岡村司博
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士ガ、繊父母ト縫子トノ親族關係ハ繊父母ノー身二止マルベキ

モノデアノレト云フコトヲ根擁トシテ、繊父若ク’・縫母ガ再婚ヲ

爲スモ、其ノ配偶者ト繊子トノ問ニハ繊父母縫子ノ關係ヲ生ぜ

ズト説イテ居ランノンノミデアノレ（同博士親族法講義要領二二

頁）。然レドモ、縫父ノ狭妻叉ハ縫母ノ後夫ガ、縫子二封シテ縫母

又。・縫父二非ズトナスコトノ・、民法ガ縫父母ト繊子トノ間二、眞

實ナル親子ト同一ノ關係ヲ生ゼシメタ立法ノ趣旨ヲ、渡却セシ

ムルモノデアノP様二、思ハレル。之二加フルニ、民法ガ夫ノ婚姻

外ノ子ト其ノ妻トノ關係及ピ妻ノ婚姻外ノ子ト其ノ夫トノ關係

ヲ以テ、縫親子關係二非ズト爲セル趣旨ヨリ観レノヘ縫子タノレ

ニノ・、少クトモ、婚姻二因ル子若クハ之ト同一硯シ得ベキ子タ

ノレコトヲ要スルモノデァ・ウ。從ツテ、民法第七百二十八條二

於ケル「親子間二於ケルト同一ノ親族關係ヲ生ズ」ト云7コト

ハ
、
縫 父母タノレベキ者ト縫子タノレベキ者トノ問二、常二嫡出ノ

親子關係ト同一ヅ親族關係ヲ生ゼシムル趣旨デアノレト解サナケ

レバナラナイ。蓋シ縫子タルベキ者ト其ノ實父母トノ關係ハ、

常二嫡出ノ親子關係デアツタヵラデアル。從ッテ又、縫子二付

テハ養子二於ケノレガ如ク、一養親ノ嫡出子タノン身分ヲ取得ス」ノシ

トノ直接ノ規定（民八六〇條）ガナクトモ、常二縫子ハ縫父母二

勤シテ嫡出子タル身分ヲ有スノレモノデアルト云ハネバナラナイ

【註二】。果シテ然ラバ、嫡出子晶シテ實父ノ後妻又ハ實母ノ後

夫二勤シテ、縫母子叉ハ繊父子ノ關係ヲ生ジ得べ：シトスレノ㌦



80 職　親　子　ノ　意　義

．繊子モ亦縫父ノ後妻叉ハ縫母ノ後夫二封シテ、均シク縫母子又

ハ緩父子ノ關係ヲ生ジ得ルモノトナサザルヲ得ナイ。

【註一】　同読。穗積陳重博士前鵜論交七四頁。同博士講義四入頁。岡松博士前

揚論交一六頁。奥田博士講義二〇六頁。同博士親族法論二六頁。岡村博士親

族編七四頁。長島學士前鵜論文三頁。河村氏前鵜論文八．O頁。牧野博士親族

法論四三頁。村上氏前掲論文五八一、五入二頁。森田氏前鵜論文五五三頁。

柳川學士親族法要論三四頁。穗積重遠博士前掲論交五七四頁。轟田摯土講義

五二頁。坂本三鄭氏講義三六頁。和田學士親族法入七、九六頁。古山學士註

解五三頁。

G前鵜大正九年四月入日大審院到決、，

O大正入年十一月二十入日東京控訴院蟹決（前揚一五頁参照）一被控訴人（小

川ぢう）ハ控訴人「イワ」及ビ小川儀三郡ガ小川甚之亟ノ騰子ニジテ實子ニア

ラザルチ以テ小川「bサ」トノ間二縫規子關係チ登生スァレコトナジト主張スレ

　ドモ錘子ト難父ノ後妻トノ問ニモ亦漿視子關係チ曇生スかモノナ彪チ以テ小

川「ヒサ」ト控訴人「イワ．，及ビ小川儀三鄭トノ間ニハ懸親子ノ關係テ曇生シタ

ルモノト爲スベキモノトス（法律新聞一六五〇號三六一八頁参照）。

O前掘大正七年五月三十日法務局長同答（六四頁参照）。

0大正十年六月十入日法曹會決議

　　　　問　　題
左ノ場合二於テ己ハ戊二罫シ親権チ行使スベキ嶽母タァレノ資格チ有スァレ毛ノ

ナルヤ貴會ノ御向答相煩シ度此段及照會候也

　左記
　　　　　　　　　　　　　戸主　甲野甲鄭
　　明治四十三年四月丁ト婚姻

　　大正二年三月死亡　　　　　長男　　　乙作
　　大正三年十二月一日丁ト婚姻

　　大正五年九月巳ト婚姻　　　　　　　　　二、磐　　　　　　丙　治
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　　大正六年六月一日死亡　　　　　　　　二男　　　　　　　　丙漕

　　明治四十三年四月乙作ト婚姻

　　大正三靴二月一晒治ト醐　　嫌肇講嚢衡丁

　　大正五年七月三十日死亡

　　明治四十四年二月一日出生　　　　　　孫　長男乙作長男　　戊

　　大正五年九月三日丙治ト婚姻　　　　　　嬬　二男丙治萎　　　已

　　　以上
　　　　　決　　　議
已ト戊トノ間ニハ縫母子ノ關係ヲ・生ズ

　　　　　…理　　　由

戊ノ實母丁ハ父乙死亡後共弟丙ト戸内結婚チ爲シタかモノニシチ丙ハ丁ノ後

1夫ナレバ戊ノ縫父トナ彪モノトス（此鮎二付テハ明治四十三年三三月十二日i法

曹會決議法曹記事第二十巻第四號。後段一〇九頁）而シテヌ丙ハ丁ノ死亡後

已チ駿リタル者ナンレチ以テ鐙父ノ酉巳1禺者トナリタァレ者ハ鐙父ノ縫子二野シF繊

母子ノ關係チ生ズルヤチ案ズ’レご嶽ト姥予トノ間二於テハ親子問二於ヶツト

同一ノ親族關係チ生ズ7レチ以テ鐵子ハ鑑父ノ嫡出子ト等シギ勇分チ取得スル

　モノト謂フベク從テ鐙父ノ後妻ハ實父ノ後妻二於ヶアレト同一ノ地位ニアンレノ

　ミラナズ之二封シテ子タァレ關係テ生ゼジメザレバー家ノ李和テ維特スかコト

　チ得ザ欧チ以テ鐙父ノ後妻ハ畿父ノ麗子二甥シテ縫母子ノ關係チ生ズ1レモノ

　ト爲スヲ棺當『トス故二已ハ戊ノ麗母ナリ1・ス

｛駐二】同設。岡松博士前摘論文一六頁。島田學士親族法講義五二頁。同學士

相疲法講義入七頁。和田學士親族法入七頁。

O大正一四年一月三一日東京控訴院劃深

　戸主吉野彌市ハ明治五年三月三日共ノ長女「ベン」ノ爲メニ長松チ婿養子二迎

　く、長松「ベン」間二長男長太郎次男長藏チ塞ゲタガ、明治十二年六月十九日

長太郎死亡ジ、叉長松ハ同年九月七日離縁二因リテ吉野家チ去ソタ。ソコデ

彌市ハ更ラニ「ベンJノ爲メニ明治十三年十月二日留吉チ婿養子二迎＾、「ベ

　ン」ノ先夫ノ子長藏ハ之チ改メテ留吉ノ養子ト爲シ、留吉「ベン」問二彌右衛

門及ビ鶴松ノニ子チ墨ゲタ。明治二十三年九月四日留吉ハ彌市ノ隠居二因り
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テ家督相績チ爲シタ。大正二年一月七日「ベン」ガ死亡シ、同三年十一月六日

留吉｝長藏トハ協議上ノ離縁テ爲ジ、長藏ハ同日分家チ：爲シタ。後日右長藏

ノ爲シタ分家行爲ザ有敷ナリヤ否ヤガ問題トナツタ。蓋シ長藏ハ右分家ノ當

時留吉ノ法定推定家督相績人デア恥從ツテ他家二入り叉ハー家チ創立スル

コトテ得ナイト云フノデア膨。之二繋シ東京控訴院（大正一三年（ネ）九六七

號分家届串無敷確認事件）ハ先ヅ第一二、長藏ガ留吉二謁シテ嫡出子タ砂勇

分チ有スルコトチ認メ、之チ次ノ様二読明シテ居膨。一抑モ民法第七百二

十八條二俵レバ縫父母ト鐙子トノ間二於テハ親子問二於〃ルト同一ノ親族關

係チ生ズルガ故二縫子ハ庶子若クハ私生子下異ナリ縫父母ノ嫡出子タか均分

　チ取得ス1レモノト謂フベク徒デ被控訴人ハ留吉ノ鐙子トジテ其嫡出子タψ均

分チ有スルヤ勿論トス（法律新聞二三八七號五七七二頁以下参照）一1・。從

ッテ此ノ鋼決モ亦一面二於テ、鐙親子關係ハ纒子タァレベキ者ガ、實父母二封

　モンテ嫡出子タノレ舅分チ肩’スル場合・デナ〃レノ遭生ジナィト爲スモノデアルズト云

く・ヨウo

O法曹會決議（大正一四年二月一八日）一（要旨）纏子ハ鐙親トノ關係上嫡串子

　ト同一二取級ハルベキモノナルチ以テ其者ガ男子ニジテ且年長者ナ漸以上嶽

親ノ飽ノ嫡出女子二優先シテ家督相績櫨チ有ス～レモノトス。

異競。穗積重蓮博士前揚論丈五七七、五七八頁・古山學士註解六六頁。

明治三七年九月二九日松坂麗裁鋼所剣事問合。

庶子ノ父ガ死亡シ其嫡母ザ入夫婚姻チ爲シタノレ場合其入夫ト庶子トハ纏父子

　ノ關係チ生ス可〃左スレバ入夫ヨリ庶子二封シテハ長二男女ノ構呼チ用ユ可

　キ義二候哉果シテ然ラバ其長二男女ノ匠別ハ如何ニシテ定ム可キ哉

O明治三七年一二月一四日民刑局長同答（民刑第九五二號）

入夫ト庶子トノ間二鐙父子ノ關係チ生スベシト錐モ素ト縫父子關係ハ親子ノ

間二於ク彫ト同一ノ關係チ生ゼシムァレニ過ギズ故二入夫ハ庶子ノ實父ト同一

　ノ關係チ生ズかモ正婚二因り生ジタノレ子即嫡出子ダル關係チ生ゼザルニ付キ

長二男女ノ績柄チ用ユベキモノニアラズ入夫ト庶子トノ績柄ハ之テ庶子ト構

　スベシo

O從ソテ、此ノ同答二依レバ、鐙子ガ縫父母二封シテ嫡出子タル勇分チ取得ス
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　ル場合（嫡出ノ縫親子關係）ト、庶子タル身分チ取得スル場合（庶出ノ縫親子

　關係）トガアンレコトニナ彪。

之ヲ要スルニ、縫子二封シ、縫父ノ後妻叉ハ繊母ノ後夫ガ、

繊母叉ハ縫父タリ得ルトナスコP㍉法律ガ本來姻族關係二過

ギザル者ノ問二、特クニ嫡出ノ親子關係ト同一ノ親族關係ヲ登

生セシメタル趣旨ヲ貫徹セシムル所以デアル。其ノr何等自然

ノ性情ヲ存セザノレ繊親ノ關係ニヨリテ更ラニ縫親ヲ生ズノリト

ノ批難（前掲大正九年（オ）第三五號ノ遺産相綾確認並登記手綾

請求事件ノ上告論旨。前掲一五頁参照）二至ツテハ、更ラニ其

ノ根本問題二遡ッタ「何等自然ノ性情ヲ存セザル縫親」ノ非親

論（縫親非親論乃至織親子磨止論）ヲ提供スルノミデアル。萄

クモ、縫親子ノ關係ヲ認メ、以テ其ノ間二實親子問二於ケルト

同一ヅ法律關係ヲ生ぜシメテ居ノレ以上、斯クノ如キ議論ハ、少

クトモ蹄ノ法制ノ下二於ケル法律解鐸論トシテハ、成立スル籐

地ガナイト言ハネ建ナラナイ。

　（3）。庶子ト其ノ嫡母ノ後夫トノ關係。

庶子ノ父ガ死亡シ、叉ハ家ヲ去リタル後、其ノ嫡母ガ入夫若

クハ婿養子ヲ迎ヘタ場合ニハ、嫡母ノ後夫ト庶子トハ縫父子ノ

關係ヲ生ズベキカ。明治三十七年五月二十三日大審院ハ、縫父

ノ意義ヲ「嫡出子若クハ庶子ノ父ガ死亡シヌン・家ヲ去リタル後

入夫ト爲リタル者」ト解シタ（前掲六一・六二頁参照。大審院民

事判決録第一〇輯第一五巻七一六頁〉。帥チ弦二入夫トハ、庶子
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ノ場合二於テハ、嫡母ノ入夫ヲ指スモノニ他ナラナイ。司法省

二於テモ亦此ノ見解二從ツテ、嫡母ノ入夫ト庶子トノ問ニハ縫

父縫子ノ關係アリト爲シ【註一】、學読モ亦之二賛シテ居ル様デ

アノレ【譲二】。

　【註一】前掲明治三七年一二，月一四日民刑局長同答（八．二頁参照）及ビ大正九年

　　一〇月一一日民事局長回答（六玉頁参照）。

　【註二】穗積陳重博ま論丈七匹頁。同博士講義四五頁。奥田博士親族法論二六

　　頁。岡叔博士親族編七四頁。稽積重蓮博ま訟文五そ四頁。汀村賃識女八一頁。

　　長島學士論丈四頁。村上氏前揚論丈六一e頁。森田氏前掲論交五五三頁。牧

　　野博士親族法論四三頁。柳川學士親族法要論三四頁。釈田學ま親族法ナ三頁

　　古山學士註解五五頁。森本氏日本親族法二入頁。

　O明治四一年一月二九日宮城控訴院剴決一一嶽父ノ意義二付テハ現行法上規嗜

　　ナキ敏昌ミ去例第二條二基キテ慣…習二從フノ外ナシ慣…習二依ルトキ♪漣髭父｝ハ

　　嫡出子叉ハ庶子ノ父ガ託亡シヌハ翼家チ去リタル後チ翼父ノ配偶者ト入夫婚

　　姻チ爲シタル者ノ謂ナリ（嚴松堂登行「ヶll例」二巻四＿頁）o

　O昭和二年二月二四日法曹會決議（要旨）一庶子ノ父力死亡ジ其嫡母力入夫婚

　姻チ爲シタル場合入夫ザ戸主ナかトキ看庶子ト戸主トノ綾柄ハ麓子ト記載ス

　　ヘキモノトス

　然レドモ、民法第七百二十八條二「嫡母ト庶子トノ問二於テ

ハ親子間二於ケルト同一ノ親子關係ヲ生ズ」トアルハ、庶子ガ

其ノ嫡母二封シテハ、其ノ實母二封スノレト、同一ノ親族關係ヲ

生ズベギコトヲ規定シテ居ルニ過ギナイ。然ルニ、庶子ハ實母

二勤シテハ常二私生子ナノシガ故㍉嫡母二封シテモ其ノ私生子

ト同一ノ身分ヲ有スル者ナリト云ハザルヲ得ナイ。帥チ嫡母庶

子ノ法定ノ親子關係ハ、實母私生子ノ實親子關係二準ぜラルベ
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キモノデアル以上【誰一】、私生子ガ實母ノ夫二封シテ繊子タリ

得サルガ如クニ、庶子ハ嫡母ノ後夫二封シテ縄子タリ得ナイト

爲サザルヲ得ナイ【謎二】。一方二於テ、私生子ハ實母ノ夫二封

シテ縫子タリ得ズト論ジナガラ、他方二於テ、庶子・・嫡母ノ後

夫二封シテ縫子タリ得トナスハ（牧野博士四二、四三頁。柳川

學士三三、三四頁。長島學士論文四頁。河村氏論文八一頁。和

田學士九一、九三頁参照）、其ノ論法未ダ吾人ヲシテ首肯セシム

ルヲ得ナイ。叉古山學士ガ、一方二於テハ、：私生子ト實母ノ夫ト

ノ闘ニハ縫父子ノ關係ヲ認メナイデ、詳言スレバ私生子2・其ノ

實母トハ親子タルニ拘ラズ、實母ノ配偶者タル入夫ト2・親子タ

ラザルコトヲ主張シナガラ、而モ他方二於テハ、庶子ト嫡母ノ

後夫トノ關係二至ラバ、特クニ其ノ問二縫父子ノ關係ヲ認メナ

ケレ漣、「嫡母ハ庶子二饗シ親タルニ拘ラズ其ノ配偶者タル入夫

ハ親タラザルノ奇観ヲ呈ス」ト論ズルニ至ツテハ（同學士親族

法註解五G頁、五五頁到照〉、更ラニ其ノ論法正シイトハ謂ハレ

ナイ（

【霊・一】但シ、通設ハ民法第七百二十入條ノ規定ヨリシデ、庶子ハ其ノ嫡母二封

　　　　　　　　　　　　　　　　　がシテ毛、庶子タル均分チ取得スァレカノ如ク解スァレモノノ様デアル（奥田博士

相績法論九六、九七頁。仁井田博士親族法相綾法論四一八頁。柳川學士相綾

法註繹上巻二一二、二一三頁。樹下學士明治法律學校講義録相綾法三九頁。明

沿四四年一二月二六日民事局長同答及ビ大正五年三月一五日法務局長同答）。

然レドモ、斯グノ如キハ母二封シテ庶子チ認ムアレコトトナツテ、民法ノ主義

二反スル様ニモ思ハめレシ帳七三五條III参照）、ヌ民法第七百二＋入條ノ解
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　　i澤ノ上力＾云ブテモ正ジイ標ニモ思ハレナィ（島田學士明大相績法講義鐘入

　　入頁滲照）。

　　（参照）

　　高知縣幡多郡中村町長伺（大正五年一月二日）

　　女性二庶子ナ〃男二私生子ナシトセバ庶子｝私生子トチ併有スルモノハ全〃

　　無之随デ民法第九百七十條第一項第四號議俵り庶子ト私生子トチ野比シテ相

　　綾順位チ定ムベキ場合ハ全然無之二錨着スベキヤニ思考セラレ候虚右ハ如何

　　ナル場合二漉用セラシベキモノナリヤ其事例御垂示相蒙度候

　o法務局長同答（大正五年三月一五日民第一七一號）

　　民法第九百七十條第一墳第四號ノ規定二俵リテ庶子ト私生子トノ相捜順位チ

　　定ムペキ場合ハ多グ之チ想像ス7レコトチ得ザ7レモ例＾バ私生子男チ有スか女

　　戸主二戸主ト爲ラザ7レ入夫アリ其ノ入夫二庶子女アァレトキハ庶子ト女戸主ト

　　ハ嫡母ト庶子ノ關係チ生ズ’レチ以テ女戸主ノ私生子男ト庶子女トノ間二付同

　　號ノ規定二依リテ相綾順位チ定ムルノ必要アリトス。

　O此ノ同答二封スシ卑見二至ツテハ拙著相績法概論六四頁乃至六七頁参照。

　【註二】同設。岡松樽士論文一一六頁。岡村博士講義要頷二〇頁。奥田博士講義

　　二〇七頁。島田學士講義四九頁。

　以上述ベタルガ如ク、嫡母ノ再婚ガ入夫婚姻叉ハ婿養子縁組

轟ヨル婚姻ノ場合デナケレバ、庶子ト嫡母ノ後夫トノ問二、縫

父子ノ關係ヲ生ズベキャ否ヤノ問題ヲ存スル蝕地ハナイ。例ヘ

ノ㍉庶子ノ父ガ死亡シタルガ爲メニ、・嫡母ガ實家二蹄り（民七

三七條）、實家ユ於テ後夫ヲ迎へ、若クハ實家ヨリ他家二再婚ス

ルガ如キ、叉ハ嫡母ガ實家二離ラズシテ、其ノ婚家ヨリ更二婚

姻二因リテ他家二入ルガ如キ揚合（民七四一條）ニハ、軌レモ、

民法第七百二十九條第二項ノ所謂生存配偶者ノ去家トシテ、嫡

母ト庶子トノ問二於ケル準血族關係ハ、其ノ再婚當時既二、若
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クハ之ト同時二、清滅スベキガ故二、嫡母ノ再婚二因ル後夫ト

庶子トノ間二準血族關係登生スル限リデハナイ。タダ生存配偶

者タル嫡母ノ去家ガ、本家相綾、分家及ゼ屡繕家再興ノ場合ナ

ルトキハ、多少疑ヲ容ルベ：キ鹸地ガナイデモナイ（民七二九條

∬七三一條）。例ヘバ庶子ノ父ガ死亡シタルガ爲メニ、嫡母ガ分

家ヲ爲シ、分家二於テ入夫ヲ迎ヘタルトキハ、入夫ト本家二在

ル庶子トハ織父子ノ關係ヲ生ズベキカ。嫡母ノ後夫ヲ以テ庶子

ノ繊父ナリトナス者及ピ新タニ縄親子關係ヲ登生セシムル場合

ニモ、荷ホ本家、分家又ハ再興家二在ルコトヲ以テ、同一ノ家

二在ルト解スル者ニトツテハ、之ガ積極論ヲ想像出來ヌデモナ

イガ、自分ハ既二述ベタルガ如ク、嫡母ノ後夫ハ庶子ノ縫父二

非ズ且ツ本家、分家又ハ再興家二在ルコトヲ以プ同一ノ家二在

ノレトナスハ、縫親子關係ノ存績二關スル場合二限ルベ：キデアツ

プ、新タニ織親子關係ヲ登生セシムル場合二關スルモノデナイ

ト解スルガ故二（第二節第一項（3）参照）、此ノ場合二於テハ、

タトヒ嫡母ト庶子トノ問二於ケル準血族關係ガ滑滅シテ居ラナ

クトモ、嫡母ノ入夫ト庶子トノ問二新タニ縫父子ノ關係ヲ認ム

ベキ限リデハナイ【註】。

　【註】嫡母ガ分家二於テ入夫チ迎ヘタ7レ後、庶子ノ家二其ノ入夫ト共二親族入

　籍チ爲γタ7レ場合二關シテモ、嫡母ノ後夫チ以テ庶子ノ縫父ナサトナスベキ

　デナイコ『トハ、既二本項二於テ設明シタ通リデア，レ。爾bホ，此ノ鮎二付イテハ

　後段第二項（丙）参照。
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　　第二項　織親タルベキ者二關スル要件

父叉ハ母ノ、如何ナル種類ノ配偶者ガ・其ノ父叉ハ母ノ子二

封シプ、縫親タリ得ベキカ。便宜上次ノ如ク之ヲ分説スル。

　（甲）。緩親タルベキ者ハ、織子タルベキ者ノ父又ハ母ノ配偶

　者ト爲リタル者ナルコトヲ要スル。

元來、縫親子關係ハ父又ハ母ト繊親タルベキ者トノ間二、婚

姻ノァヲタルコトニ結果シテ、存在スルニ至ツタモノデアル（民

七二九條1）。從ツテ、縄子タルベキ者ハ前婚二因ツテ出生シタ

ル子二限ルベキヤ否ヤニ付イテハ、多少ノ異論ガナイデモナイ

ガ（第三邸第一項（甲）（2）（3）滲照）、縫親タルベキ者ハ縫子タル

ベキ者ノ父叉ハ母ノ配偶者ト爲リタル者ナルコトヲ要スル黙二

至ッテハ、未ダ異論アルヲ聞カナイ。別言スレバ、織親子關係

ノ成立スルガ爲メニ・＼前後雨婚ノ存在スルコトヲ必要トスノレ

ヤ否ヤニ付ヲハ異論ガナイデモナイガ、其ノ後婚ヲ要スルト云

ク黙二至ッテハ、學者ノ均シク認ムル所デアル。從ツテ、丙ヴ

甲男乙女ノ婚姻（前婚）二因ツテ出生シタル者ナルト、又ハ其ノ

私通二因ツテ出生シタル者ナルトヲ問ハズ、乙女死亡後、丁女

ガ丙二封シテ縫母タリ得ルガ爲メニハ、少クトモ、甲男丁女問

二法律上ノ婚姻（後婚）アリタノレコトヲ要スル。甲男丁女ノ關係

ガ私通關係デアル限リハ、タトヒ丙ガ甲男乙女ノ婚姻（前婚）二

因ツテ出生シタル子デアツテモ、丁女ハ丙ノ縫母タリ得ナイ。
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　（乙）。縫親タルベキ者ハ、其ノ配偶者ノ子二封シテ親子ノ關

　係ヲ有セザル者ナルコトヲ要スル。

父又ハ母ノ子ガ縫親タルベキ者（帥チ父又ハ母ノ配偶者）二i封

シテ、自然ノ若クハ養子線組二基因スル親子關係ヲ有スル場合

ニハ、縫親子關係ノ問題ヲ生ズル飴地ハナイ。蓋シ此ノ場合二

於テハ、當然二父ノ配偶者ハ子ノ母デアリ、母ノ配偶者ハ又當

然二子ノ父デアルカラデアル。縫親子關係ノ問題ハ、常二父ノ

配偶者ニシテ而モ子ノ母ナラザルモノ、又ハ母ノ配偶者ニシテ

而モ子ノ父ナラザルモゾ存スル場合ニノミ生ズル。

　（丙）。繊親タルベキ者ハ、其ノ者ガ縫子タノレベキ者ノ實父叉

　ハ實母ノ地位ヲ繊グ爲メニ、其ノ實母又2・實父トノ婚姻二

　因り、自ラ繊子タルベキ者ノ属スル家二入リタル者ナルコ

　トヲ要スル。

元來縫父母ノ観念ハ、縫父母タルベキ者ガ織子タノンーミキ者二

封シ、實父母ガ其ノ子二封シテ從來占メタルト同一ノ地位ヲ縫

ギ、其ノ恩義名分從來ノ父母二等シキガ故二、義二因リテ此ノ

者二父母タルノ名目ヲ生ぜシメタノニ在ル。從ツテ、縫父タル

ニハ母ノ入夫又ハ婿養子ナノレコトヲ要シ（民七八八條II）、縫母

タルニハ婚姻二因リテ父ノ家二入ル妻ナルコトヲ要スル（民七

八八條1）【註一】。帥チ父叉ハ母ノ子ノス〈ミテガ、父叉ハ母ノ配

偶者ト爲リタル者二封シテ、繊子トナルモノデナイト同様へ

父叉ハ母ノ配偶者ト爲ソタル者ノスベテガ、父叉ハ母ノ子二封
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シテ縫母又ハ縫父トナルモノデモナイ。而シテ此ノ事ハ我國從

來ノ慣例二於テモ均シク認メラレテ居ツタ様デアル。例ヘバ服

忌令捷径二r縫父とノ・父の死後母に入葺を取て其後父と同居す

る時の穆なり（中略）縫母とノ・前妻の子より後妻をさしていふな

り」トアソ、服忌令撰註分繹ニモr父死去後母ね祀父之願二而

後夫を再縁致候而家督相績致候得ハ則織父二而候（中略）先妻之

子後妻を縫母と申候」トアル。更ラニ安永九子年三月秋元但馬

守家来長山庄右衛門ヨリ服忌掛へ問合二

縫父母ハ十日三十日と相見候縫父と申績之儀ハ父死去後母ね

入聾有之右家督相績仕候者を縫父と申候哉父死去後母他ね嫁

候籔其夫を縫父と申候哉

命書面之通ハ死去後母ね入聾を取祀父ノ家督相綾之時ハ縫父

二候問縫父定式之服忌二而候父死去後母他わ嫁し候得は母ノ

後夫二而縫父之名目無之

トアノレ【…逢二】【誰三】。

　【註一】同読。岡松博士論文一七頁。横山知正氏「縫親子ノ疑義昌答フ」（法律

　新聞四入五號四五九頁）。前揚明治三七年五月二三日大審院鋼決（六二頁参照）

　及ど前揚明治四一年一月二九日宮城控訴院判決（入四頁参照）。

　大藏省理財局長照會（明治四二年一月二〇日）

　鼓二親子三人ノー家アΨ父ノ死亡後寡嬬生家二復錨シテ毒ピ夫チ迎＾其夫ト

　共二曇二離別セシ子ノ家二λリタル場合ニハ其子ト夫トノ間二鐙親子ノ關係

　チ生ズベキヤ否ヤ

　O民刑局長同答（明治四二年二月一三日）

　纒親子ノ親族關係ハ後夫ガ前夫ノ後縫者トシテ其地位チ承鐙ジタァレ老ナか場
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　合二於テ後夫ト前夫ノ子トノ間二生ズルモノナかガ故二宴嬬ガ其地位チ攣ゼ

　ズシテ入夫叉ハ婿養子ダル夫チ浬＾タル如キ場合二於テハ後夫ハ縫父ト：爲か

　コトチ得ベキモ本件ノ場合二於テハー旦嬬ガ實家二復蹄シタル後二夫テ迎〈・

　タァレモノナ7レチ以テ其後夫ハ前夫ノ後縫者タ7レ地位二於テ結婚シタPレモノト

　云フコトチ得ザル儀ト思考致候

O衙ホ明沿三十一年十二月十六日民刑局長同答（一〇一頁参照）及ど明治四十四

　年三月十七日民刑局長同答（九六頁参照）。

O法曹會決議（明治四一年七月四日）

　問題（省略）

　決議（抄録）

父死後二於チ母ガ後夫チ迎ファレトキハ其後夫チ先夫ノ子ヨリ縫父ト樗スベキ

　ガ故二（服忌令参照）後夫ト先夫ノ子ト間二鐙父子ノ關係生ズ・レニハ必ズ母ガ

　其家二後夫チ迎＾タル場合ナラザ7ンベカラズ從ツデ戸主ノ母ガ他家二出嫁γ

　タル場合二其後夫ト戸主（先夫ノ子）トノ間二懸父子ノ關係チ生ゼザルコト勿

論ノ次第ナリト謂フベシ而シテ母ガ女戸主タラザノレ限り婚姻チ爲ストキハ民

法第七百入十八條第一項二依り常二夫ノ家二入ルベキモノナルチ以テ後夫が

婚姻二俵り母ノ屡スル家二入ル場合チ想像スル能ハズ從テ戸主ノ母ガ婚姻チ

爲シタル場合ハ常二出デテ他家二入ψベク其結果母ノ後夫ハ戸主（先夫ノ子〉

　二封シ縫父タァレコトチ得ズ爾ホ其後夫ガ民法第七百三十七條二依》妻（戸主

　ノ母）ト共二戸主（先夫ノ子）ノ家二入リタル場舎二於テモ亦戸主ト縫父子ト

　ノ關係チ生セズ何トナレバ其母ト婚姻チ：爲ジタかガ爲メ其家二入リタアレモノ

即チ母ノ後夫二迎ヘラレタPレモノニアラザ7レチ以テナリ

【註二】但シ、連レ子ノ場合ニハ、特クニ「妻トー所二手前二差置ク」ト云フ條

件ノ下二、蓮レ子ヨリ母ノ後夫ヲ・繊父ト唱＾タト云フ見解モアルガ、島ノ鮎

　二關スル慣例ハ、後段二於テ述プルガ如ク、必ズシモ明確デハナカツタ檬デ

　ァ’レ（九三頁以下参照）。

1【書…三】　、民法施行前ノ慣例テ示スモノトシ〆テハ、二欠ノ様ナ先例チ暴ゲノレコトガ

　出來7レ。

　内務省伺（明治入年七月九日）
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　士民ノ子弟他ノ婿養子トナリ養家相綾嫡男出生ノ後離縁二及ど長男チ養家二

　疫シ置塵右長男暗愚且多病相綾人二可相成見込無之於是親戚會議其實母（嬬

　嬬ナリ）二再婿チ迎＾家督相綾爲致膜上此再婿ヨリ右長男チ指シテ前婿ノ逡

　子トノミ唱へ可然哉叉長男ヨリ再婿チ指シ實母ノ後夫トノミ穰シ可然哉或ハ

　夫妻協議ノ上ハ鐙父子ト互二相稔ジ可然哉

O太政官指令（明治入年七月三〇日）

　伺之趣後婿ヨリ前婿ノ子チ指シテ前夫ノ子ト稽γ前婿ノ子ヨリ後婿チ指シチ

　縫父ト稔スベキ事

　内務省伺（明治八年一一月一四日）

遣留ノ子アかト錐トモ病均等不得止事故ヨリ親戚協議連署出願ニシテ無鯨儀

　寡婦：〈・後夫チ迎フ亨レチ聴ス時ハ其ま童留子ヨリ後夫へi封シ縫父ト稔スベキ畿

O太政官指令（明治入奪一二月二七環）

　伺之通

岩手縣伺（明治一〇年七月二三a）

　李民ノ戸主死去遺留ノ男子幼梶且相慮ノ後見人モ無之二付家母ム後夫ヲ’迎・・

右男子成長ノ上家督二可相立契約チ定置候節其後夫ハ縮綾人ト欝シ男子ヨリ

　ハ麓父ト唱へ可然哉男子ノ肩書如何取調可然哉

O内務省指令（明治一〇年九月三日）

膳呼・ハ伺之通男見ノ肩書ハ前父ノ子ト記載シ其事由チ詳二額書シ置グベシ

　從ッテ、次ノ場合ニハ、敦レモ繊親子ノ關係ヲ生ズルコトハ

ナイ。

　（1）。連レ子

　現行民法ハ、子ガ其ノ父叉ハ母ノ婚姻二因リプ之ト同時二、

其ノ婚家二引取ラルル勝謂r連レ子入籍」ナル特別ノ入籍原因ヲ

認メテハ居ラナイ。然シ、例ヘバ甲ノ妻ガ其ノ實家二在ル先夫

ノ子ヲ、自己ノ婚家二入籍セシメタルガ如キ場合（民七三七條
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七三八條）、叉ハ先夫ノ子ヲ有スル女戸主ガ適法二磯家シテ婚姻

鼻因フテ甲ノ家二入ル揚合二2・、女戸主ノ家族タル先夫ノ子モ

亦之ト同時二母ノ婚家二入ルガ故二（民七六三條）、所謂r蓮レ

子入籍」ト同一ノ結果ヲ生ズルニ至ル。此等ノ場合二於テ、母

ノ後夫ハ母ノ先夫ノ子二翼シテ縫父ト云7ベキカ。奮慣ヲ根擦

トスル積極論ガ通説ノ様デハアルガ【設一】、自分ハ此等ノ場合

二於テハ、軌レモ母ノ後夫ガ前夫ノ地位ヲ承織シテ婚姻ヲ爲シ

タルモノト観察シ得ベキデハナイカラシテ、之ヲ以テ織父ト云

7ハ正當デナイ様二。思ハレル【謎二】。

之二加フノレニ、此ノ黙二關スル奮慣二至ツテモ、積極論者ノ

主張スルガ如ク、必ズシモ連レ子ヲ以テ縫子ト爲スニー致シテ

ハ居ラナカッタ様デアル（穂積重遠博士前掲論文五八八、五八

九頁）。帥チ明治七年十月十七日太政官布告第百八號ヲ以テ、忌

服ノ儀京家ノ制ヲ魔シテ專ラ武家ノ制ヲ用7ルコトニナツタノ

デハアルガ、其ノ武家制ノ服忌令ノ正文ニハ、連レ子ガ縫子タ

ノレベキカ否カノ事二言及セザル結果【誕1…】、之ガ解鐸論トシ

テ、或ヒハ蓮レ子ヲ以テ縫子ナリト云ヒ、或ヒハ纏i子二非ズトナ

シ、途二此ノ顯二關スル奮慣・・確立スルニ至ラナカツタ様デア

ノレ。例ヘバ親族正名ニハr父死シテ母我ヲツレテ池入二嫁シタ

ノレハ母ノ後夫ヲ縫父トイ7（中略）又父死シテ縫母我ヲツレテ人

二適タルモ其後父ヲ縄父トイフ」トアリ、叉服忌令撰註分繹ニ
ユキ

モr子を連て縁に付先夫之子後夫に被養候得・・織父ご而候尤養
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と申ノ・養子と不定唯一通此妻と一所に手前に差置也養子と極願

出候得ノ・養子定式之通ノ・勿論之事二而候是ハ養候迄二而候此子

蓮て再縁不致先夫之方二居候得ノ・母之後夫二而縫父之名目無之

候」トアルシ、叉明治八年十一月十四日ノ内務省伺ノr父死後母

他へ再嫁スルニ随テ其家二居ノレ子ハ母ノ後夫ヲ稽シテ織父ト云

フヤ織父ヨリ其連レ子ヲ妻ノ前夫ノ子1・樽スル歎」二封スル同

年十二月二十七日ノ太政官指令ニハ「伺之通。但母ノ再嫁二從．

テ入籍スル者二限リ候事」トアル。然レドモ叉他方二於入服忌

辮疑ニハr父の死亡後母子を連れて他へ嫁するときは其夫を養

育繊父と云ふも服忌なし」トアリ、叉服忌令集成ニモr夫死後家

子を蓮れ他へ再嫁致候ても子は父に属候故繊父にては無之」ト

アル。更ラニ明治二十一年七月二十一日幅島縣伺r連子ハ公私生

ヲ論ぜズ養子女ノ契約ナキモ携帯苦シカラザル筋ナノレ乎但果シ

テ苦シカラザル筋二候ハバ妻ノ蓮子トシテ姻屡ト心得可然哉」

二謁スル同年九月二十八日ノ内務省指令ニハ「配偶者ノ承諾ア

ルトキハ伺ノ通」トアル。

　【註一】梅博士「縫父ノ意義J＼朔例批評。法志七巻六號一頁）。奥田博士親族法一

　論二六頁。長島學士論文入頁。河村氏論文入三頁。岡村博士講義要頬二一頁一

　同親族編七一頁。牧野博士親族法論四六頁。柳川學士親族法要論三五頁。古

　由學士註解六四頁。和田學士親族法九九頁。

　彦根匠裁判所到事問合（大正二年九月一七日）

　戸籍事務取扱方二關シ左記ノ事項疑義相生シ候二付伺出候條至急何分ノ御同

　答相煩シ度候

　過般戸主ノ母ガ戸主ノ叔父ト戸内婚姻テ爲シタψ場合ニハ戸主ト母ノ夫トノ
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　間二縫親子關係チ生ズ膨コト昌省議御決定相成タンレニ付テハ父死亡後母ガ婚

　姻二因り他家二入サタル後夫ト共二子ノ家二親族入籍チ爲シタ，レ場合叉ハ父

　死亡後母ガ他家二婚姻ジ其子ガ親族入籍二俵り該母ノ婚家二入サタか場合二

　於テモ何レモ子ト母ノ夫トノ問ニハ織親子關係チ生ズ7レモノ｝解シ差支無之

　候哉

O法務局長同答（大正二年九月一九日民第六七入號）

　本年九月十七日附庶第七入九號問合ノ件貴見ノ通ト思考致候此段及同答候也

　輻岡地方裁鋼所長問合（大正四年一一月二四日）

　左ノ各場合二於テ甲丙間鐙親子關係套生シ相綾櫨ハ綴子ニアリヤ（抄録）

　（ロ）長女チ有ス1レ甲家ノ戸主甲ガ旗家女戸主乙ト婚姻シ同時二乙二從ヒ其

　長男丙ガ甲家二入籍ジタかトキ

　（ハ）民法施行前駿家ノ上長男丙チ從＾婚家ヨリ實家二入リタル家女乙ト實

　家ノ養子甲ト戸内婚姻兜爲シ其後田乙問二男子丁チ儲ケ民法施行後甲戸主

　　｝・爲リタル1・ギ

σ法務局長同答（大正五年三月一七日民第三九〇號）

　（ロ）（ハ）　甲丙間ニハ縫父子ノ蘭係チ生ズ解モ丙ハ縫父子ノ家二在膨實子ノ

　粗繧椛チ健スコトチ得サかベキニ付丙二相績櫨ナシ

　丸絶匠裁判所監督到事問合（大正五年九月一九日）

　一　纒親子ノ關係ハ家チ同フスァレ場合二於テハ後夫叉ハ後妻チ前夫叉ハ前妻

　ノ地位チ縫承シテ婚姻チ1爲ス事チ必要トセザか御方針二省議御攣更相成居

　候虚其ノ家チ同フスル場合トハ謹親ガ必ズシモ纒子ノ家二入籍スルチ要セ

　ズ例＾バ養子チ有スル女戸主ガ腰家ノ上他家二婚姻チ爲シタ膨トキ法律上

　共二婚家二入リタ7レ其ノ養子ト養母ノ夫トハ縫父子ノ關係チ生ズ7レモノト

　シテ取：扱ヒ可然哉

二　再婚二因り他家二入サタァレ者ガ其ノ後其ノ子チ引取入籍セシメタかトキ

　其ノ子晒巳偶者トソ間二縫親子ノ關係チ生ズかモノトシテ取扱葛可然哉

O法務局長同答（大正五年一・一月一〇日民第一四二〇號）

第一項縫親子ノ關係アリ

第二項縫親子ノ關係アリ

O爾ホ大正七年五月三十日法務局長同答（六四頁）参照。
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C法曹會決議（大正入年四月一九日）

　問題（省略）

　決議（抄録）

　纒子タル場合ニハ種々アリ戸主ノ妻ガ其實家二在・ン前夫ノ子男チ入籍セシメ

　タル場合二於ヂハ其子ハ所謂妻ノ蓮子ニツテ其子ト戸主タル後夫トノ問二於

　テモ磯父子ノ關係チ生ズノレコトハ奮憤ノ認ム・レ斬ナリ民法二於テ之チ攣更ジ

　タアレニアラズト解スルチ相當トスァレチ以テ妻ノ連子モ亦鐙子ナリト謂フベキ

　モノトス

0大正七年五月二七日大坂控訴院鋼決一父ノ連子トナリテ他家二入リタァレ者

　ハ父ノ配偶者トノ問二縫母子ノ關係チ生ズ・ンモノトス（嚴松堂登行f興例」三

・巻民一一〇三頁）Q

【註二】　同蕊。穗積陳重博士論文七三頁。同博士講養四七頁。穗積重蓮博士論

　丈五九〇頁。村上氏前揚論文六〇九、六一〇頁。森田氏前揚論交五五三頁。

　坂本三鄭氏講義三大，頁。奥田薄士藩義二〇九頁（但シ同博士ハ民法第九百七

　十二條チ根糠『トジテ、民法第七百三十七條叉ハ同第七百三十八像ノ規定二因

　リテ他家ヨリ入リタル者二限り懸子二非ズトナジ、民法第七百六隔r三條同第

　七百四十三條第二項第三項筈ノ規定ニョリテ他家ヨリ入リタノレ者ナル下キハ

　縫親子關係チ生ズトナス）。島田學士講義五〇頁（但シ同墨士ハ父母ノ婚姻解

　浦後父母ノー方ガ本家相綾、分家叉ハ塵絶家再興二因リテ家テ異ニシ新配偶

　者アか二至リタル後、子モ亦其家二入リタァレトキハ、例外トシテ新配偶者恥

　子下ハ機父母攣子ト爲ルモノトナスモ、民法第七百三十一條ノ規定チ此ノ場

　合二類推適用ス1レハ、正當デナイ様二思ハレノレ（前揚四…頁参照）。

　山口匪裁興勝監督判事問合（明治四四年二月二入B）

　甲戸．主二長男乙アリ丁女屡家シテ子女チ俘ヒ長男乙ノ妻トシテ其家二入リタ

　膨後長男乙死亡二因り甲戸主ハ丁女チ養子ト爲シ云々婿養子チ爲シタルガ如

　キ場合ご於テ丁女二從ヒテ其家二入リシ子女ト婿養子トノ問麗父子關係チ生

　ズ即力

O民刑局長同答（明治四四年三月一七日）

　此ノ場合二於テハ丁女二從ヒテ入リタル子女ハ長男乙ノ子ニアラザ即チ以テ

　乙ノ地位チ鐙承シタ欺婿養子ガ其鐙父ト：爲アレベキ筈ナシ（長島學士前掲論交
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一・O、一一頁ヨリ引用）

【註…二】　明治七年十月十七臼太政官布告第百八號一服、監ノ儀i豊テ被仰串ノ品

　毛可有之候得兵差向京家ノ制武家ノ制爾様二相成居膜テハ法律上不都合有之

　二付自今京家ノ制被屡候條此旨布告候事

O明治七年十一月十入日京都府伺一服忌令ノ儀ハ追テ被仰畠ア晶曳可膚之云

　々本年第百入號チ以テ御布告相成右武家制服忌令ノ儀ハ元緑年中攻正元文年

　中増補ノ別冊租用ヒ可然哉爲念伺

　　（罰冊）　脹忌令（抄録）

一　縫父母　　　忌十日　　　服三十日

　　初メヨη同居セザレバ無服忌

　　父死去ノ後鐙母他へ嫁シ或ハ父離別ス汐二於デハ不可受服忌

　　但シ縫父母ノ親類ニハ服忌無之

O明治入年一月七B太政官指令一伺之通　但産臓及ビ混稼不及揮儀ハ明治五

年第五十六號同六年第六十一號布晋之通可相心得事

　是二由ツテ之ヲ観レバ、奮慣ヲ根縷トスル議論ハ結局r水掛

ケ論」二蹄スル。又假リニ、積極論者ノ主張スルガ如キ奮慣ガ

確立シテ居ツタトシテモ、連レ子ヲ以テ縫子ト爲スコトヨリ生

ズ彫相績問題二關スル不合理二想到セバ、此ノ善慣ハ民法ノ實

施二依リテ、當然屡セラレタルモノデナケレバナラヌ（法例第

二條）。帥チ、連レ子ヲ以テ縫子デアルトナセバ、女戸主甲二嫡

出子乙男ト甲ノ夫ガ屡家ノ上入夫婚姻ヲ爲シタノレ結果之二随俘

入籍セシ先妻ノ子丙男（蓮レ子）トガ存スル場合ニハ（民七六三

條九七二條1、年長者タル丙男ハ戸主甲ノ實子タル乙男ユ先ダチ

テ其ノ家督相綾人トナノレコトニナ・ウ（民九七〇條）。又例ヲ遺

産相績二採ヅテ、家族甲男二嫡出子乙ト甲ノ妻ノ先夫ノ子丙（連
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レ子）トガアル場合二於ケル甲ノ逡産相績人ハ、乙、丙ニシテ

（民九九四條）、而モ其ノ相綾分ハ李等デナケレバナラヌ。假リ

ニ乙ヲ甲男ノ庶子デアルトスレバ、甲男ノ實子ナラザル丙ハ、

其ノ實子タル乙ノニニ倍ノ相綾分ヲ有スルコトトナ・ウ（民一〇

〇三條一〇〇四條）。而シテ斯クノ如キハ、果シテ民法ノ精紳二

一致メル所デア・：ウカ◎或ヒハ云フ。相績順位ノ問題ハ縫親子

關係トハ別個二考7ベキデアノシト（長島學士論文七頁）。然レド

モ、親子關係ガアツテ相績關係ガナイト云クコト、叉ハ繊子ユ

付テハ其ノ相綾順位乃至相綾分二關シテ別異ノ取扱ヲ爲サウト

スノレコトハ、特別ノ明文ヲ侯ツテ始メテ爲シ得ルコトデハナカ

・ウカ（民七二八條）。之ヲ要スル㍉現行法ノ下二於テハ、蓮

レ子ヲ以テ繊子トナセガ、之ニヨリテ生ズル相綾問題二關スル

不権衡ハ、到底避ケ得べ：キ限ヲデハナイ。

（2）。母ガ離婚ヲ爲シ、子ヲ俘ヒテ實家二蹄リタル後（民七

三九條七三八條II）、實家二於テ母ノ迎ヘタル入夫叉ハ婿養子

へ母ノ前婚ノ子二封シテ縫父トナルモノデハナイ【註一】。又

父ガ入夫婚姻叉ハ婚養子縁組ニヨル婚姻二因ソテ他家二入リタ

ル後、離婚二因り子ヲ件ヒテ實家二蹄り、實家二於テ父ノi婆リ

タル妻ハ、父ノ前婚ゾ子二封シテ縫母トナノレモノデナイ【註二】。

蓋シ此等ノ場合二於テヘ敦レモ後夫叉！’後妻ガ、前夫叉！・前妻

ノ地位ヲ承縫シテ女昏女因ヲ爲シタノシモノデハナイカラデア匿ノシ。之

ト同様㍉父又ハ母ガ離婚二因り婚家二子ヲ残シテ實家二離り
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（民七三九條）、實家二於テ後妻叉ハ後夫ヲ迎ヘタル後、父叉ハ

母ノ家二引取ラレタル前婚ノ子（民七三八條II）へ其ノ後妻又

ハ後夫トノ間二、縫親子ノ關係ヲ生ズノン限リデハナカ・ウζ謎

【……】。

　【註一】異読。穗積陳重博士講義四五頁。和田學士親族法入七頁。

　　根室縣伺（明治一六年五月二三日）

　　離縁ノ嬬夫家二於デ出生ノ子女チ引蓮レ實家＾復籍ノ後他ヨリ婿養子テナジ

　　更二分家ス彪者アリ然アレトキハ右子女ヨリ婿養子（則戸主）＾ノ樗呼ハ何ント

　　稔＾可然哉

　O内務省指令（明治一六年六月二七日）

　　書面伺ノ趣左ノ通毎心得事

　　懸父ト構ス＾シ

　【註二】異読。穗積陳重博士講義四玉頁。和田學士親族法入七頁。

　　大阪匠裁判駈監督剣事問合（大正二年八月四日）

　　　　　　　　　　　　　　　戸主　甲田甲鄭
　　　四十年乙野花入夫離婚復籍　　　　　　　二男　　　　　乙　　鄭

　　　　　　　　　　　　　二男乙鄭二男
　　　四十一年乙野花二男入籍　孫丙郊　　　　　　　　　　　　　二男乙鄭妻
　　　　　　　　　　　　　　　婦　　　　　　 雪

　右戸籍面ニテ丙郎ト雪トハ鐙母子ノ關係アリヤ否ヤニ付左記甲乙二就アリ何

　　レカ正當ナ膨ヤ

　　甲訊鐙母子ノ關係ナシ

　　　　　理　　　由
　　孫丙郎ハ原有家籍チ有セサ7レノミナラスニ男乙鄭ハニ個ノ婚姻チ爲シタψ

　　モノナ膨モ各家チ異ニセ疵チ以テ後妻雪ハ前妻花ノ地位チ縫承γタノレモノ

　　ト云フコトチ得サルこ付キ縫母子ノ關係チ生セサルモノトス

　乙設縫母子ノ關係チ生λ

　　　　　理　　　由
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二男乙鄭ハ暇令家チ異ニスアレモニ偶ノ婚姻チ爲γ筒ホニ男丙鄭ト同一家籍

　二於テ後妻雪ト婚姻シタル場舎ナ7レチ以テ鐙母子ノ關係チ生和レハ勿論ナ

　リ

O法務局長同答（大正二年八月二二日民第四五二號）

縫母子ノ關係ハ家チ同7ス1レ場合二於テハ後夫又ハ後妻方前夫叉ハ前妻ノ

地位ヲ・承鐙シテ婚姻チ爲スコトチ必要トセサルコトニ省議攣更ジタノレナ以

テ本件ノ場合二於テハ乙設淋從ヒ取援フヘキモノトス

【註三】異設。岡松博士論交二三頁。古山學士註解六四頁。

　（3）。父死亡後、母ガ子ヲ淺シテ婚姻二因り他家二入ソタル

後、其ノ後夫ト共　子ノ家二親族入籍ヲ爲スモ、母ノ先夫ノ子ト

後夫トノ問ニハ縄父子ノ關係ヲ生ズルコトハナイ【註】。蓋シ母

ノ後夫ハ、母ト婚姻ヲ爲シタルガ爲メニ、其ノ直接ノ敷果トシ

テ、母ノ先夫ノ子ノ家二入リタルモノデハナイ。即チ母！後夫

ハ、母ヅ先夫ノ子ノ家二於テ迎ヘタル後夫デハナイカラシテ、之

ヲ以テ先夫ノ地位ヲ縫ギタルモノトハ観ラレナイカラデアル。

叉母死亡後、父ガ子ヲ残シテ入夫婚姻又ハ婿養子縁組ニヨル婚

姻二因り他家ユ入リタル後、其ノ後妻ト共二子ノ家二入リタル

場合モ、亦之ト同様デア・ウ。

【註】　同読。岡松博士論交一九頁。

結果同説。梅博士「鐙親子ノ範園ト家籍」（法典質疑。法志一〇巻五號六〇頁）。

河村氏前禍論文入三、入四頁。

北條匪裁興勝剣：事問合（明治三一年一一月入疑）

御賓i通牒第三十入號中明治三十一年八月二十三日静岡匿裁判駈判事尾崎周藏．

問合第一項戸主ノ母後夫チ迎フル場含ハ軍純ノ婚姻チ爲シ民法第七百八十入

條二依り一旦夫ノ家二入り後チ戸主｝親族關係アル故チ以テ戸籍法第四＋六
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　條二債、1母ト綴父トチ入籍セジム・レノ外婚姻ノミニ因り直チニ妻ノ家二入欺

　コトチ得サァレヤトノ開二墨スアレ貴官ノ御同答二御見込ノ通ト有之果ジテ其夫

　チ縫父ト穰γ得」レニ於テハ母力戸主中入夫婚姻チ爲ジタル場合ト同シグ其鐙

　父ハ鐵子二勤シ親櫨チ行フコトチ得7レハ勿論母ノ死後妻チ迎フルコトモ亦差

　支ナキ儀二候哉聯力疑義チ生シ候條至念何分ノ御同示煩ハツ度此段及御問合

　候也

○民刑局長同答（明治三一年一二月一六日民刑第二〇六四號）

　本年十一月八日御問合ノ件戸主ノ母力婚姻チ爲ストキハ其夫ハ戸主トノ間二

　婚姻關係（一親等）チ生シ民法第七百二干五條第三號二該當ス「7レ親族ト爲Pレカ

　故二同第七百三十七條ノ規定二依サ戸主ノ家二入彪コトチ得＾γ但右ノ場合

　ご於デ母ノ夫ハ戸主ノ罐父ト看敵ス＾カラス隆テ戸主ノ家二入タアレ後ト錐ト

　モ戸主其他ノ母ノ子二封ジ親櫨チ行フコトチ得サ7レ儀ト思考ス此段及同答候

　也

○明沿四四年七月八日法曹會決議（要旨）一戸主ノ母力他家二入11タル後更二

　夫ト共二親族入籍チ爲シタ7レトキハ母ノ夫ハ戸主其他母ノ子二封ジテ親権チ

　行フチ得ス

○爾ホ前掲明治四十二年二月十三日民刑局長同答（九〇頁）及ヒ明治四十一年七

　月四R法曹會決議（九一頁）参照。

○異読。古山學士註解六三頁。和田學士親族法八七頁。

　山形地方裁判所長進達（大正二年一〇月二三日）

　本月二十日二十一日當聴二於テ管内各匠裁判所監督判事叉ハー人ノ判事チ招

集シ會同席二於ヶ1レ小官ノ注意事項及決議蛇協議事項別紙及進建候也

　管内匠裁判所監督判事及一人ノ荊事會同要領

　　　　　戸籍法
　前略

　縫親子關係コ付テハ司法省法務局本年七月三日附民第一〇三號同年入月二

　十二日附民第四五二號ニョサ省議チ攣更セラレタリ然ラハ養子ノ家二實母

　　ト共二親族入籍チ爲シタ1レ實母ノ後夫ト養子トモ題父子ノ關係チ生シ養子

　ハ其親穰二服ス＾キヤ
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　　決議灘父子ノ關係チ生セス

　　　以上鶴岡匠裁凋所提出

　O法務局長通牒（大正二年・一〇月二九日民第一〇〇五號）

　　本年十月二十三日附日記第（中）一〇五三入號進遙貴管内匿裁判所剣事會同決

　　議事項中戸籍法ノ部第ニハ纒親子ノ關係チ生スかコトニ省議決：定相成居候縢

　　此趣旨二該決議チ攣更ス＾キ様御取計相成度此段及蓮牒候也

　O法曹會決議（大正一〇年五月二一日〉

　　問題（省略）

　　實母力夫死亡後他家二婚姻二因り入籍シタァレトキハ後夫ハ母ノ實家二在アレ先

　　夫ノ子ト家チ同フセサψチ以デ何等身分關係チ登生セスト錐モ實母力實家二

　　復録スァレトキハ實家二在アレ先夫ノ子トハ家チ同フス7レ實親子ノ關係チ生スァレ

　　チ以テ母ト共二入籍シタル母ノ後夫種機父子ノ關係チ生スルモノト謂ハサか

　　＾カラス蓋シ縫親子ノ關係ハ前婚ノ子ト後夫叉ハ後妻｝家チ同フス7レニ依り

　　生スル親族關係ナかチ以テ前婚ノ子ガ婚姻當日緬巳偶者ノ家二在リタル場合叉

　　ハ婚姻中昌其家二入リタル場合ト同ジ〃本問ノ如キ母ノ復露ト共二入籍ジタ

　　か後夫ト其家チ同フスァレニ至リタル場合モ亦如上ノ親族關係チ生スヘキチ以

　　テナリ

　O法曹會決議（大正一三年三月五日）

　　（要　旨）

　　夫死亡後婚姻二因り他家二入籍シタァン實母ヵ其後夫ト共二實家二復露ジタか

　　トキハ其實家二在ル先夫ノ子ト後夫トノ間二縫父子ノ關係チ生ス

　（4）。父死亡後、母ガ子ヲ俘ハズシテ實家二蹄リタル後、更

ラニ子ノ家二在ル亡父ノ弟ト婚姻ヲ爲シ子ノ家二入ルモ、母ノ

後夫（亡父ノ弟）ト母ノ先夫ノ子（亡兄ノ子）トノ問ニハ、縄父子

ノ關係ヲ生ジナイ【誰一】。蓋シ此ノ場合二於テハ、母ハ父ノ弟

着嫁シタモノデアツテ、父ノ弟ガ母ノ入夫若クハ婿養子ト爲ツ

タモノデハナイ。從ツテ父ノ弟‘母ノ後夫）ガ父（母ノ先夫〉ノ地
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位ヲ承繊シテ、之二代ッタモノトハ観ラレナイカラデアノレ。又

母ガ父ノ死亡後、實家二蹄ラズシテ、其ノ家二在ル亡父ノ弟ト

婚姻ヲ爲シタ場合（戸内婚姻）モ之ト全ク同様デア・ウ【註二】。

但シ、戸主タル母ガ父ノ死亡後、其ノ家族タル亡父ノ弟ト戸内

婚姻ヲ爲シタル揚合二於テハ、母ノ後夫（亡父ノ弟）ノ・母ノ先夫

ノ子（亡兄ノ子）二封シテ縫父ト爲ル【誰三】。蓋シ此ノ場合二於

テヘ母ノ後夫タル亡父ノ弟ハ亡父二代り母ノ入夫ト爲ツタモ

ノデァルカラデアル。固ヨリ此ノ事ハ、入夫婚姻ハ戸外婚姻タ

卿コトヲ要セズ、女戸主ガ戸内ノ男子ト婚姻スル場合モ亦所謂

入夫婚姻ナルコトヲ認メテノ議論（奥田博士講義九七頁。大正

六年十二月十三日山口縣厚狡郡須恵村長菓伺二封スル大正七年

五月十一日法務局長同答。反封説。牧野博士親族法論二一五頁。

柳川學士相績法註繹上巻一一一七頁）デアル。母ガ其ノ家二在ル

男子ト婿養子縁組ニョル婚姻ヲ爲シタル場合モ亦之ト同様デァ

・ク（異説。森田氏論文法律新聞四八七號五一九頁）【謎四】。

之ヲ要スル㍉母ガ父ノ死亡後、其ノ家二在ル亡父ノ弟ト婚姻

ヲ爲シタル場合昌於テ、母ノ後夫タル亡父ノ弟ガ母ノ先夫ノ子

二封シテ縫父タルガ爲メニヘ少クトモ、母ノ再婚ハ入夫婚姻

若クハ婿養子縁組ニヨル婚姻ナルコトヲ要スル。

母ノ死亡後、子ヲ残シテ實家二脇リタル父ガ、更ラニ子ノ家

二在ル亡母ノ妹ト入夫婚姻叉ハ婿養子縁組二因ル婚姻ヲ爲シ子

！家昌入ルモ、父ノ後妻（亡母ノ妹）ハ父ノ先妻ノ子（亡姉ノ子）
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二劃シテ縫母トナルモノデハナイ。蓋シ父ハ母ノ妹二勤シ再ビ

入夫叉ハ婿養子ト爲ツタモノデアツプ・母ノ妹（父ノ後妻）ガ父

二嫁シテ父ノ家二入ソ、母（父ノ先妻タニ代ツタモノデハナイカ

ラデアル。從ツテ父ノ後妻タルベキ者ガ亡母ノ姉妹デアツテモ、

父昌嫁シテ父ノ家二入ル場合、例ヘバ父ガ母ノ死亡後二他家二

在ル亡母ノ妹ヲ子ノ家二於テ婆リタルガ如キ、若クハ婿養子叉

ハ入夫トシテ入リタル父ガ母ノ死亡後二其ノ家二在ル亡母ノ妹

ヲ婆リタルガ如キ（戸内婚姻）場合ニハ、前示ノ場合ト異ナリ、鶉

レモ父ノ後妻（亡母ノ妹）ト父ノ先妻ノ子（亡姉ノ子〉トノ問昌

ハ
、
繊
母 子ノ關係ヲ生ズノンニ至ノレ。從ツテ、以上述ベタル通説

ノ如クニ（前掲〔註一〕及ピ〔註コ〕滲照）、入夫又ハ婿養子タリシ

父ガ亡母ノ姉妹ト再婚スルスベテノ揚合二於テ、先妻ノ子（亡

母ノ子）ト後妻（亡母ノ姉妹）トノ問二繊母子ノ關係ヲ生ズルト

爲スハ、正當デハナイ。叉戸内婚姻ノ場合ハ、常二縫親子關係

ヲ生ズ若クハ生ぜズト軍純二解決シ去ルノモ、正當デナイ様二

思ハレル。

　【註一】同設。東京府北多摩郡大紳村外入ケ村組合戸籍吏伺（明治三二年三月

　一〇日）

　（要　旨）

　東京府北多摩郡拝島村九百九十九番地戸主手民農息田成徳並二妻「イト」ノ間口

　は長男頴雄（明治二十年一月十日生）県他男女三人チ撃ゲタリ然ルニ明治三十

　一年十二月二十一日戸主死亡ジタァレチ以テ長男頴雄家督相綾チ開始ジ戸籍車圃

　へ届出登記チ爲シタかモ親権チ行フ母「イト」力自ラ離婚スPレコトノ意思テ表

　示シ協議ノ上生家＾復婦ノ届出チ爲スト同晧二前戸主島田成徳ノ弟二斧二郎
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　ト稔スァレモノアリ明治二十入年入月一日同村千九百五十五番地へ軍身分家セ

　かモ其未成年ノ子四人ノ監護及ビ激育チ爲ス穰利義務チ員フ爲メ膜家ノ上生

　家＾復臨スルコトテ島田頴雄親族ヨサ申立且島田斧二鄭ヨリ塵家ノ属出チ爲

　シタリ前戸主ノ遺妻「イト」ト其弟斧二鄭ト再婚スレハ現戸主島田頴雄二封γ

　親子間ノ血族ニシテ其弟タψ叔父斧二鄭ト毛傍系ノ親族ナレハ現戸主ト叔父

　トハ母ノ再婚二俵り戸籍上縫父ト可相成儀ト相心得可然候哉

○民刑局長同答（明治三二年四月一入冒民刑第四ニニ號）

　「イト」ハ成徳死亡後離婚二因リテ實家二復籍スψコトチ得ス民法第七百三十

　七條二俵リテ實家二入籍スベキモノトス頴雄ト斧二鄭トノ問ニハ縫父子ノ關

　係チ生セス

○宮城控訴院鋼決（明治四一年一月二九日）

　欝父トハ嫡出子叉ハ庶子ノ父力死亡ジ叉ハ其家チ去リタル後チ其父ノ配偶者

　ト入夫婚姻チ：爲シタル者ノ謂ナリ故二離婚セシ妻女力前夫ト同シ戸内ニアか

　者ト婚姻ジタ7レトキ前夫ノ子ト後芙トノ身分關係ハ縫親子ノ關係チ生セスジ

　テ其子二i封スァレ親櫨ハ俵然トγテ前夫郎チ實父ニアリ（嚴松堂登行「列例」二

　巻四一頁）

　異読。河村氏論女入三頁。古山學士註解六三頁。

　編岡地方裁鋼駈長問合（大正四年一一月二四日）

　（要　　旨）

　甲家ノ戸主甲ノ亡兄ノ妻乙力其子丙チ甲家二逡シー旦實家二復籍シタノレ後甲

　ト婚姻シ再ヒ甲家二入籍シタFレ場合甲丙間二縫親子關係獲生スヲレヤ

○法務局長同答（大正五年三月一七日民第三九〇號）

　貴見ノ通

　福井縣大野郡勝山町長棄伺（大正五年一二月五日〉

　戸主ノ父死亡γタヌレニ因り母ハー旦實家二入籍シ更二其戸主ノ家二在ル叔父

　ト婚姻ニョリ入籍シタル場合ハ戸主ト叔父トハ縫親子ノ關係テ生スルヤ

0法務局長同答（大正六年六月二二日民第一一入O號）

　貴見ノ通

　山口縣厚狭郡須烹村長伺、（大正六年一二月一三日）
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長男甲、二男乙、長男ノ妻丙、甲丙間ノ子丁アサデ長男死亡後丙一旦實家昌

復籍シ更二二男乙ノ妻二入籍ジタルトキ乙ト丁トノ問ニハ縫i親子關係ナ、キ毛

ノト思考ス如何

○法務局長同答（大正七年五月一一口民第六一三號）

二男乙ト長男ノ子丁トノ間二縫父子ノ親族關係チ生ス

【註二】同読。岡松博士論文一九頁。穗積重蓮簿士論文五九三頁。横山知正氏

「懸親子ノ疑義二答フ」（法律新聞四八五號四五九頁）。宮園布山氏「縫親子ノ

疑義二就テノ卑見」（法律新聞四入五號四六〇頁）。村上氏前揚論丈く法律新聞

四七〇號）六一〇頁。森田馬前揚論文（法律新聞四八入號）五五二頁。

○秋田地方裁鋼所決定（明治四〇年一二月二五日）

戸主淺田喜之助ハ娘ぶしのノ爲メニ嘉市チ婿養子二迎く・、其ノ間二喜代治ガ

出生シタ。明治三十五年入月喜之助ハ豊吉チ養子ご迎へ、嘉市ガぶしのト離

婚チ：爲シ實i家二復籍ミノタノデ、更ラニ豊吉トよしのトチ戸内婚姻セジメタ。

明治三十七年五月喜代治ハ喜之助ノ後チ承縫シテ戸主ト爲り、實父嘉市ガ再

ビ此ノ家二親族入籍チ爲スニ至ツタ。問題ハ未成年戸主喜代治二封スル親懐

者ハ、實父嘉市ナリヤ、叉ハ實母よしのノ後夫豊吉ナリヤト云フ：事デアッタ。

能代匠裁頻所ハ豊吉ノ請求芦基イテ、豊吉チ以テ喜代治ノ縫父ニシテ且ツ其

ノ親権者ナリト爲ジ、民法第九百二十四條第一項ノ同意テ與フル爲メノ親族

會員チ選定シ且ツ其ノ親族會チ招集λル決定チ與＾タ（民入七八條滲照）。ソ

コデ實父嘉市カラ右決定二甥ジテ抗告ガ爲サレタ。秋田地方裁鋼所ハ此ノ親

族會員選定招集決定抗告事件二封シテ

　「逡妻ガ其前夫ノ兄弟ト戸内二於テ婚姻シタル場合二於テ前夫ノ子ト後夫

　トノ間二縫親子ノ關係チ生ゼザ虐モノト：爲ス事我國古來ノ慣習ニシテ纒親

　子タPレノ條件ハ法二明丈ナキチ以テ慣習二從ヒ之チ決スルノ外ナキモノト

　ス故二豊吉ハ喜代治ノ纒父ニアラズシテ俵然伯父タリ故二喜代治ノ親櫨者

　ハ同人ニアラズジデ家二在ル實父即チ抗告人ナリト解セザルチ得ズ」

　ト爲シ、抗告サ理由アリト認メ原決定チ塵棄シタ（法律新聞四七八號二三七

夏参照）。

1六日町匠裁鋼勝剣事伺（明治三一年一二月一日）
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戸主タル兄力夫嬬間一男子チ暴ヶタル後死去シタかトキハ其家族ノー人ナル

弟ハ亡兄ノ遺妻ト婚姻シ傷ルハ民法第七百六十九條但書二俵り明瞭ナパチ以

テ此場合二於テ弟ハ亡兄ノ長男二封シテ縫父トナル可キヤ叉ハ軍二叔父ト云

フニ止マルヤ

O民刑局長同答（明治三二年一月一〇日民刑第二二八九號）

後段貴見ノ通

○法曹會決議（明治三五年一一月一五B）

（要：　旨）

未成年戸主ノ家籍二在ヌレ母力同戸籍内ナ汐前夫ノ弟ト婚姻ジタルトキハ其未

成年戸主タァレ子｝母ノ夫トハ懸親子ノ關係チ生セス蓋シ法律上畿父ノ構ハ男

子力婚姻二因り女子ノ家二入ル場合（師チ入夫叉ハ婿養子）二限リヌ縫母ノ欝

ハ女子力婚姻二因り男子ノ家二入ル場合二限り其家二在か子女二封ンテ存在

ス＾キモノトス而ジテ婚姻ノ性質上夫叉ハ妻力他家二入7レ＾キモノナルトキ

ハ其婚姻チ有数トス〃ニハ實際弛家二入ラサルモ爾ホ性質二從ヒ他家二入リ

タルト看敏ササル可カラス印チ本問ノ場合ハ女子（郎チ母）力其家チ離レテ男

子ノ家二入アレ可キ性質チ有スルモノニ付キ未成年ノ戸主タ7レ子ト後夫トハ鐙

：父子ノ關係チ生セス

異設。梅博士「縫親子ノ範園」（法典質疑。i法志一一巻三號六入頁）。河村氏論

タン曳三頁。古山學士註解六一頁。奥田博士講義二一一頁。牧野博士親族法論

四五頁。和田學士婚姻法論五八頁。松本氏「縫親子ノ疑義」（法律新聞四八二

號三六〇頁）。

O大審院決定（大正六年入月二二日）

麗親子ノ關係ハ子ノ實父叉ハ實母力後妻チ婁り叉ハ後夫チ迎ヘタ沙場合二於

テ其後妻叉ハ後夫ト之｝家チ同フス’レ前妻叉ハ前夫ノ子トノ問二生スPレ毛ノ

ト解スかチ相當トス而シテ其後妻叉ハ後夫トノ婚姻ハ戸内結婚ナ7レト否トチ

問ハサPレモノトス（二三輯一一九五頁）

O爾ホ之ト同趣旨ノ到例ハ明治四十二年十二月十三日（一五輯九五一頁）及ビ同

四十三年二月十日（一六輯六二頁）ノ大審院鋼決、同四十二年二月二十三日（法

律新聞五六二號一三頁）同年入月二十日（最近鋼例集五巻一五頁）及ビ同四十
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三年七月七日（法律新聞六六一號二頁）ノ東京控訴院鋼決参照。

東京匠裁剣所監督釧事照會（明澄四五年七月四日）

　（要　旨）

亡兄ノ逡妻ト戸内婚姻テ爲シタル弟ト亡兄ノ子トハ縫父子ノ關係チ生セサ膨

　コトハ明治三十二年四月十八R民刑局長ノ同答二俵サ明ナ7レ庭其後明治四十

三年二月十日大審院二於テ右ノ趣旨二反スル剣決アΨ爾御省二於テ從前ノ意

見チ糸監持・セラレ1罠哉

○法務局長同答（大正二年七月三日民第一〇三號）

問合ノ件ハ縫親子ノ關係チ生ズかコトニ省議決定致候

愛媛縣四宇i和郡川上村戸籍吏伺（大正二年九月一六日）

　（要　旨）

次ノ場合二於テモ縫親子ノ關係チ生ズ霞・ヤ

　（一・）戸主甲ノ養子乙他家ヨリ丙チ妻二婁り長女丁チ暴ゲタル後養子乙死亡

　シ共後戸主甲ノ・戊チ養子ト爲シ嬬丙ト戸内婚姻チ爲シタ’レトキ丁ト戊ノ問

　（二）　家族タル麗父ノ養子力戸主ノ母ト戸内婚姻チ爲ジタかトキ戸主｝養子

　トノ間

○法務局長同答（大正二年九月三〇日民第七一九號）

　（一）及ヒ（二）ハ貴見ノ通

青森匿裁判所監督剣事問合（大正四年一二月一三日）

　（要　旨）

　戸主長男乙養女丙婿養子丁アリ丙丁間二男子戊出生後丁死亡シタルニヨリ乙

丙戸内婚姻チ爲シ其間二男子已生マレ次デ乙死亡セリ今更二戸主甲死亡相綾

　開始シタル場合何人力相綾人ナηヤ

O弦務局昼同答（大正五年二月三日民第一入八四號）

　乙丙婚姻チ爲ジ乙丙戊間一戸籍内二在・レチ以テ乙ト戊トハ縫税子關係アリ而

　ジテ戊力己ヨサモ年長者ナルチ以デ民：法第九百七十條第五號同第九百七十四

　條昌依り當然戊二於テ代承相綾人タ・レベジ

　廣島縣讐三郡三次町長代理助役稟請（大正一一年一〇月二八日）

　戸主ノ弟夫妻間二於テ長男チ暴ゲタル後弟死亡γタか二俵り逡妻ト戸主ト再
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　婚其間二戸主ノ長男毘生シタリ戸．主ノ相綾椹ハ縫子男ニアリヤ將タ自己ノ長

　男昌アリヤ（二子共他家ヨリ入リタル毛ノニアラス）

O民事局長同答（大正一一年一一月二九日民第四一入六號）

　前段貴見ノ通

O法曹會決議（明治四三年三月一二日）

　（要　　旨）

　前夫妻ノ兄弟姉妹ト戸内婚姻チ爲ジタか場合二於テ前配偶者ノ子ト後夫叉ハ

　後妻トノ問ニハ鐙親子關係チ生ズ

O尚ホ前揚大正十年六月十八日法曹會決議（八○頁）参照。法曹會ハ其後大正

　十二年四月六日及ビ同十四年九月二十入日二毛之ト同趣旨ノ決議チ：爲シテ居

　アレo

【註三】編井縣南條郡武生町戸籍吏伺（明治四四年五月九日）

　養子男チ有ス7レ女戸主同戸籍内二於テ長男チ有スル亡夫ノ弟ト入夫婚姻チ爲

　シ入夫タpレ戸主死亡シタpレトキハ前戸主ノ養子ト入夫ノ長男何レニ相績櫨ア

　リヤ

○民事局長同答（明治四四年五月二四11民第一入四號）

　女戸主ノ縁組ノ日力入夫ノ長男ノ出生日前ナルニ於テハ女戸主ノ養子家督相

　繍人ト爲彪ベク其縁組ノ日力入夫ノ長男ノ出生後ナPレニ於テハ長男家督相績

　人ト爲Fレ

O此ノ同答ハー面二於テ、女戸主ノ養子ガ入夫二i封シテ纒i子タリ得・レコトチ認

　ムルト同時二、叉他面昌於テ、亡夫ノ弟ハ女戸主ノ入夫ニシテ其ノ後夫ナ彪

　ガ故二女戸主ノ養子二封シ纏父タリ得彪コトチ認メタ毛ノト云＾ヨウ　（民七

　二入條九七G條）。

【註四】

　内閣恩給局照會（大正九年二月一三日）

　大正二年七月三日附貴省法務局長通牒民第一つ三號二俵レバ逡妻ガ戸内二於

　テ婚姻テ爲γタル場合二於テ後夫ト前夫ノ子トノ間ニハ縫父’Fノ親族關係チ

　生ズ，レコトニ解繹憂更相成咲塵別紙戸籍ノ如〃嫌たしハ前夫藤干死亡後明治

　四十一年四月七日一旦實家＾復籍シ更二認年八月二十九日一旦戸主藤五郡ノ



ユユ0 縫　親　子　ノ　意　義

養女トジテ入籍シ同年十月六日婿養子宇吉（字吉ハ戸主藤五鄭ノ養子｝ナリ

同日養女ぬしト婚姻シタrレ毛ノ）ト婚姻チ爲シタル場合二於テ前夫トノ子な

　ザト後夫宇吉トニハ嶽父子ノ親族關係チ生ズ〃儀二候哉貴省ノ御解繹一慮承

知致度及照會候也

　別紙戸籍謄本（省略）

0民事局長同答（大正九年二月一九日民第五一七號）

本年二月十三日附往第九九號御照會ノ件ハ貴見ノi通ト思考致候此段及同答候

也

　（5）。妻ガ失踪ノ宣告ヲ受ケタノシニ因ヲ（民三一條）、夫ガ後

妻ヲ婆り子ヲ撃ゲタル後、先妻ノ矢踪宣告ガ取浩サレ、後妻ガ

離婚二因り其ノ家ヲ去ノレトモ、父ノ先妻ト後妻ノ子トノ問ニハ、

縫母子ノ關係ヲ生ズルコトハナイ【註一】。蓋シ我民法二於テハ、

失踪宣告ノ取滑ハ、始メヨリ失踪宣告ナヵリシト同一ノ歌態ヲ

同復セシムノレモノ　（遡及敷）デノ・アノレ〕ガ（民三二條1、：肛）、其ノ

取漕前二善意ヲ以テ爲シタル行爲ノ敷力ヲi攣ズルコトヲ得ルモ

ノデハナイ（民三二條1但書）。從ツテ残存配偶者ノ再婚ニシテ

善意ヲ以テ爲サレタルモノナル以上ハ、失踪宣告ノ取漕アルト

モ、後婚ハ依然トシテ有敷二存綾スベキガ故二、前婚ハ共ノ敷

カヲ同復スルコトヲ得ナィ（同説。和田學士婚姻法論一三七頁）。

而シテ此ノ前婚非復活ノ法理ハ、後婚ガ失踪宣告取滑當時昌存

績シテ居ルト否ト、ヌ取溝後晶於テ後婚ノ解清ガアリタルト否

ト昌依リテ、差異ナキコトモ勿論デアル【註二】。從ツテ、失踪

宣告ノ取浴後、後妻ガ離婚二因ソプ其ノ家ヲ去ルトモ、之ガ爲



第二章　本 論 ユユ■

メニ前婚ガ當然昌復活シ失踪者ハ從來ノ配偶者タル地位ヲ同復

シ得ベキ限リデハナイ。是レ、失踪宣告ノ取滑アルトモ、之ヴ

爲メニ直チ㍉父ノ先妻ト後妻ノ子トノ問二、縫母子ノ關係ア

ソヤ否ヤノ問題ヲ生ぜズト爲ス所以デアル。

　叉残存配偶者ノ再婚ガ、勝謂善意ヲ以テ爲サレタルモノデナ

オ場合二於テハ、民法第三十二條第一項但書ノ適用ナキ結果、

前婚ハ失踪宣告ノ取浩二因リテ當然二復活シ、而モ後婚ハ之ゾ

爲メ高、當然晶浩滅スベキ限リデハナイ　（民七六六條七七九條

七八○條）。而モ此ノ揚合二、父ノ先妻ト後妻ノ子トノ間轟縫母

子ノ關係ヲ生ジナイノハ、父ノ先妻ガ父ノ後妻ノ地位ヲ縫ギタ

ノレモノトハ観ラレナイカラデアノン。

　【註一】異詮。山口匠裁判所監督鋼事問合（大正五年一一月九日）

　　左記ノ戸籍二於テ丁ノ家督相績属二依り其戸籍チ編製シタシトキハ乙ノ戸主

　　トノ績柄ハ如何二記載スベキ毛ノナンレヤ

　　　大正五年十月死亡　　戸主甲
　　　大正元年十月失踪宜告

　　　　：大正五年二月失踪宜告取溶　　　　　　　　　妻　　　　　乙

　　　　大正二年六月入籍　　　　　　　　　　　　妻　　　　　丙

　　　　大正五年三月離離

　　　　大正四年八月出生　　　　　　　長男甲丙ノ子　　　　T

　O法務局長同答（大正玉年一二月一六日民第一入二五號）

　　綴母ト記載スベシ

　【註二】　同読。穗積重蓮博士「失綜宜告後ノ再婚J（法協二七巻一一號一入ニニ

　　頁以下）。

　　異詮。束京府豊多摩郡大久保村戸籍吏伺（明治三一年一・一月一四日）



ユユ2 縫　　親　　子　　ノ　意　　義

　夫戸主失綜宜皆ノ後其妻家督相績チ：爲ジテ養子チ爲ジ養子二家督チ譲リタリ

　然か後失踪者復録シテ失腺宜皆チ取清サレタかトキハ其失踪者ト妻トノ婚姻

　チ向復シ妻ガ爲シタか養子トハ養父子ノ績柄チ生ス可キヤ

O民刑局長同答（明治三二年三月一五日民刑第二二〇九號）

　裁剣所ガ失綜ノ宜音チ取湾γタル場合二於デ妻ト他ノ者ト婚姻中二非ズシテ

妻づゴ其家チ去ラサかトキハ失踪者タリシ者トノ婚姻ハ縫綾ス療モノト看散ス

　テ相當トス然レドモ失踪者タリシ者ト其妻ノ養子トハ輩二姻族關係（養母ノ

夫叉ハ妻ノ養子ト云フガ如シ）ア’レニ止マリ養父子ノ關係チ生セス（民法三

　二、一項，但書、一二一本丈）ト思考ス。

一（絡）一


